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(57)【要約】
　本発明は、式(I):
【化１】

(式中、可変部A、B及びDは明細書及び特許請求の範囲に
定義されている意味を有している)
を有するアゾリルメチルオキシランに関する。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式I:
【化１】

[式中、
　AはC1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケニル
、C2-C8-アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C3-C8-シクロアルキル、C3-C8-ハロシクロ
アルキル、ナフチル、フェニルであり、Aは未置換であるかまたは1、2、3または4個の同
一または異なる置換基Lで置換されており;
　Bは2位に置換基Lと、更に1、2または3個の独立して選択される置換基Lを含むフェニル
であり;
　Lはハロゲン、シアノ、ニトロ、シアナト(OCN)、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル
、フェニル-C1-C6-アルキルオキシ、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケニル、C2-C8-
アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C4-C10-アルカジエニル、C4-C10-ハロアルカジエニ
ル、C1-C8-アルコキシ、C1-C8-ハロアルコキシ、C1-C8-アルキルカルボニルオキシ、C1-C

8-アルキルスルホニルオキシ、C2-C8-アルケニルオキシ、C2-C8-ハロアルケニルオキシ、
C2-C8-アルキニルオキシ、C2-C8-ハロアルキニルオキシ、C3-C8-シクロアルキル、C3-C8-
ハロシクロアルキル、C3-C8-シクロアルケニル、C3-C8-ハロシクロアルケニル、C3-C8-シ
クロアルコキシ、C3-C6-シクロアルケニルオキシ、ヒドロキシイミノ-C1-C8-アルキル、C

1-C6-アルキレン、オキシ-C2-C4-アルキレン、オキシ-C1-C3-アルキレンオキシ、C1-C8-
アルコキシイミノ-C1-C8-アルキル、C2-C8-アルケニルオキシイミノ-C1-C8-アルキル、C2
-C8-アルキニルオキシイミノ-C1-C8-アルキル、S(=O)nA

1、C(=O)A2、C(=S)A2、NA3A4、フ
ェニル、フェニルオキシ、或いはO、N及びSからなる群から選択される1、2、3または4個
のヘテロ原子を含む5または6員の飽和、部分不飽和または芳香族のヘテロ環であり、
(ここで、
　　nは0、1または2であり、
　　A1は水素、ヒドロキシル、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、アミノ、C1-C8-ア
ルキルアミノまたはジ-C1-C8-アルキルアミノであり、
　　A2はA1について挙げた基の1つ、或いはC2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケニル、C

2-C8-アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C1-C8-アルコキシ、C1-C8-ハロアルコキシ、C

2-C8-アルケニルオキシ、C2-C8-ハロアルケニルオキシ、C2-C8-アルキニルオキシ、C2-C8
-ハロアルキニルオキシ、C3-C8-シクロアルキル、C3-C8-ハロシクロアルキル、C3-C8-シ
クロアルコキシまたはC3-C8-ハロシクロアルコキシであり、
　　A3及びA4は相互に独立して水素、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-アル
ケニル、C2-C8-ハロアルケニル、C2-C8-アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C3-C8-シク
ロアルキル、C3-C8-ハロシクロアルキル、C3-C8-シクロアルケニルまたはC3-C8-ハロシク
ロアルケニルである)、
上記部分のL及びL＊の基定義の脂肪族及び/または脂環式及び/または芳香族基は1、2、3
または4個の同一または異なる基RL

　(ここで、RLはハロゲン、シアノ、ニトロ、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C1-
C8-アルコキシ、C1-C8-ハロアルコキシ、C3-C8-シクロアルキル、C3-C8-ハロシクロアル
キル、C3-C8-シクロアルケニル、C3-C8-シクロアルコキシ、C3-C8-ハロシクロアルコキシ
、C1-C8-アルキルカルボニル、C1-C8-アルキルカルボニルオキシ、C1-C8-アルコキシカル
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ボニル、アミノ、C1-C8-アルキルアミノ、ジ-C1-C8-アルキルアミノである)
を有していてもよく;
　Dは
S-R
{式中、
　Rは水素、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアル
ケニル、C2-C8-アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C(=O)R3、C(=S)R3、SO2R

4またはCN
(ここで、R3はC1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C1-C8-アルコキシ、C1-C8-ハロア
ルコキシまたはNA3A4であり、R4はC1-C8-アルキル、フェニル-C1-C8-アルキルまたはフェ
ニルであり、前記フェニル基はそれぞれ未置換であるかまたはハロゲン及びC1-C4-アルキ
ルからなる群から独立して選択される1、2または3個の基で置換されている)
である};
基DI:
【化２】

(式中、A及びBは上に定義されている通りである);
基DII:
【化３】

{式中、
　#はトリアゾリル環への結合点であり、
　QはOまたはSであり、
　R1、R2は相互に独立してC1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C1-C8-アルコキシ、C1
-C8-アルコキシ-C1-C8-アルコキシ、C1-C8-ハロアルコキシ、C1-C8-アルコキシ-C1-C8-ア
ルキル、C1-C8-アルキルチオ、C2-C8-アルケニルチオ、C2-C8-アルキニルチオ、C3-C8-シ
クロアルキル、C3-C8-シクロアルキルチオ、フェニル、フェニル-C1-C4-アルキル、フェ
ノキシ、フェニルチオ、フェニル-C1-C4-アルコキシまたはNR5R6

(ここで、R5はHまたはC1-C8-アルキルであり、R6はC1-C8-アルキル、フェニル-C1-C4-ア
ルキルまたはフェニルであり、或いはR5及びR6は一緒に4または5個の炭素原子を有するア
ルキレン鎖であり、または式-CH2-CH2-O-CH2-CH2-または-CH2-CH2-NR

7-CH2-CH2-(ここで
、R7は水素またはC1-C4-アルキルである)の基を形成する)
であり、先に挙げた基中の芳香族基はそれぞれ相互に未置換であるかまたはハロゲン及び
C1-C4-アルキルからなる群から選択される1、2または3個の基で置換されている};または
基SM
{式中、
　Mはアルカリ金属カチオン、アルカリ土類金属カチオンの当量、銅、亜鉛、鉄またはニ
ッケルカチオンの当量、或いは式(E):
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【化４】

(式中、
　Z1及びZ2は独立して水素またはC1-C8-アルキルであり、
　Z3及びZ4は独立して水素、C1-C8-アルキル、ベンジルまたはフェニルであり、前記フェ
ニル基はそれぞれ未置換であるかまたはハロゲン及びC1-C4-アルキルからなる群から独立
して選択される1、2または3個の基で置換されている)
を有するアンモニウムカチオンである}
である]
を有するアゾリルメチルオキシラン及びその農業上許容される塩。
【請求項２】
　AがC1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C3-C6-シクロアルキルまたはC3-C6-ハロシ
クロアルキルである、請求項1に記載の化合物。
【請求項３】
　Aが1、2、3または4個の同一または異なる置換基Lを含むフェニルである、請求項1に記
載の化合物。
【請求項４】
　Aが4位に1個の置換基を含み、更に0～2個の独立して選択される置換基Lを含むフェニル
である、請求項3に記載の化合物。
【請求項５】
　Bが2位にF、Cl、CH3、OCH3、CF3、CHF2、OCF3及びOCHF2からなる群から選択される置換
基を含み、且つ(1)4位に置換基L＊、(2)3、5もしくは6位に置換基L、または(3)更に2個の
独立して選択される置換基Lを含むフェニルである、請求項1～4のいずれかに記載の化合
物。
【請求項６】
　Lがそれぞれハロゲン、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-
C4-ハロアルコキシ及びC1-C4-ハロアルキルチオからなる群から独立して選択され、L＊が
フッ素、臭素、ヨウ素、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C

4-ハロアルコキシ及びC1-C4-ハロアルキルチオから選択される、請求項1～5のいずれかに
記載の化合物。
【請求項７】
　LがそれぞれF、Cl、CH3、C2H5、CF3、OCH3、OC2H5、OCF3、OCHF2及びSCF3からなる群か
ら独立して選択され、L＊がF、CH3、C2H5、CF3、OCH3、OC2H5、OCF3、OCHF2及びSCF3から
選択される、請求項6に記載の化合物。
【請求項８】
　DがSHまたはS-C1-C4-アルキルである、請求項1～7のいずれかに記載の化合物。
【請求項９】
　DがC(=O)R3であり、R3がC1-C4-アルキルである、請求項1～7のいずれかに記載の化合物
。
【請求項１０】
　植物病原性真菌を防除するための、請求項1～9のいずれかに記載の式Iを有する化合物
またはその農業上許容される塩の使用。
【請求項１１】
　請求項1～9のいずれかに記載の式Iを有する化合物及び/またはその塩を含む組成物。
【請求項１２】
　更に少なくとも1種の固体または液体の担体を含む、請求項11に記載の組成物。
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【請求項１３】
　更に少なくとも1種の追加の殺真菌、殺虫及び/または除草活性化合物を含む、請求項11
または12に記載の組成物。
【請求項１４】
　少なくとも1種の請求項1～9のいずれかに記載の式Iを有する化合物及び/またはその農
業上許容される塩を含む種子。
【請求項１５】
　真菌、或いは真菌の攻撃から保護すべき材料、植物、土壌または種子を有効量の請求項
1～9のいずれかに記載の式Iを有する化合物またはその農業上許容される塩で処理するこ
とを含む植物病原性真菌の防除方法。
【請求項１６】
　少なくとも1種の請求項1～9のいずれかに記載の式Iを有する化合物及び/またはその製
薬上許容される塩を含む薬剤。
【請求項１７】
　少なくとも1種の請求項1～9のいずれかに記載の式Iを有する化合物及び/またはその製
薬上許容される塩を用いる抗真菌剤の製造方法。
【請求項１８】
　(a1)化合物IIIb:
【化５】

(式中、A及びBは請求項1～9のいずれかに記載の式Iについて定義されている通りである)
をギ酸と反応させて、化合物I-1(D=SH):

【化６】

を得、化合物I{式中、DはSR(ここで、RはC1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-
アルケニル、C2-C8-ハロアルケニル、C2-C8-アルキニルまたはC2-C8-ハロアルキニルであ
る)である}を得るために、
　(b1)化合物I-1をR-X(ここで、Xはハロゲンまたはトリフルオロ(C1-C8)アルキルスルホ
ネートである)と反応させることを含む、請求項1に記載の式I{式中、DはSR(ここで、Rは
水素、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケニル
、C2-C8-アルキニルまたはC2-C8-ハロアルキニルである)である}を有する化合物の製造方
法。
【請求項１９】
　(a2)式IIIa:
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【化７】

(式中、A及びBは請求項1～9のいずれかに記載の式Iについて定義されている通りである)
を有する化合物をチオシアネートYSCN(式中、Yはアルカリ金属またはアンモニウムである
)と反応させることを含む、請求項18に記載の式IIIbを有する化合物の製造方法。
【請求項２０】
　(a3)式IIIc:
【化８】

(式中、A及びBは請求項1～9のいずれかに記載の式Iについて定義されている通りである)
を有する化合物を酸化して、請求項18に記載の化合物I-1を得、化合物I{式中、DはSR(こ
こで、RはC1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケ
ニル、C2-C8-アルキニルまたはC2-C8-ハロアルキニルである)である}を得るために、
　(b3)化合物I-1をR-X(ここで、Xはハロゲンまたはトリフルオロ(C1-C8)アルキルスルホ
ネートである)と反応させることを含む、請求項1に記載の化合物I{式中、DはSR(ここで、
Rは水素、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケ
ニル、C2-C8-アルキニルまたはC2-C8-ハロアルキニルである)である}の製造方法。
【請求項２１】
　(a4)化合物IIId:
【化９】

(式中、Rx1はC1-C4-アルキルまたはフェニルであり、Rx2は水素またはC1-C4-アルキルで
あり、或いはRx1及びRx2は一緒に-(CH2)5-鎖を形成し、A及びBは請求項1～9のいずれかに
記載の式Iについて定義されている通りである)
をギ酸と反応させて、請求項18に記載の化合物I-1を得、化合物I{式中、DはSR(ここで、R
はC1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケニル、C2
-C8-アルキニルまたはC2-C8-ハロアルキニルである)である}を得るために、
　(b4)化合物I-1をR-X(ここで、Xはハロゲンまたはトリフルオロ(C1-C8)アルキルスルホ
ネートである)と反応させることを含む、請求項1に記載の化合物I{式中、DはSR(ここで、
Rは水素、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケ
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ニル、C2-C8-アルキニルまたはC2-C8-ハロアルキニルである)である}の製造方法。
【請求項２２】
　請求項19に記載の化合物IIIa、請求項18に記載の化合物IIIb、請求項20に記載の化合物
IIIcまたは請求項21に記載の化合物IIId、或いはそれらの農業上許容される塩。
【請求項２３】
　(a5)式II:
【化１０】

(式中、A及びBは請求項1～9のいずれかに記載の式Iについて定義されている通りである)
を有する化合物を強塩基及び硫黄粉末と反応させて、請求項18に記載の化合物I-1を得、
化合物I{式中、DはSR(ここで、RはC1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-アルケ
ニル、C2-C8-ハロアルケニル、C2-C8-アルキニルまたはC2-C8-ハロアルキニルである)で
ある}を得るために、
　(b5)化合物I-1をR-X(ここで、Xはハロゲンまたはトリフルオロ(C1-C8)アルキルスルホ
ネートである)と反応させることを含む、請求項1に記載の化合物I{式中、DはSR(ここで、
Rは水素、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケ
ニル、C2-C8-アルキニルまたはC2-C8-ハロアルキニルである)である}の製造方法。
【請求項２４】
　(a6)式III:
【化１１】

(式中、Zは離脱基Xである)
を有する化合物(化合物III.1)を1,2,4-トリアゾール及び塩基と反応させることを含む、
請求項23に記載の式IIを有する化合物の製造方法。
【請求項２５】
　(a7)離脱基Xを請求項24に記載の式III(式中、ZはOHである)を有する化合物(化合物III.
2)に導入することを含む、請求項24に記載の式III.1を有する化合物の製造方法。
【請求項２６】
　A及びBが請求項3～7のいずれかに定義されている通りである、請求項24に記載の式III.
1を有する化合物（化合物2-ブロモメチル-2-(4-クロロフェニル)-3-(2-クロロ-4-フルオ
ロフェニル)オキシラン、2-ブロモメチル-2-(フェニル)-3-(2-クロロ-4-フルオロフェニ
ル)オキシラン、2-ブロモメチル-2-(4-フルオロフェニル)-3-(2-クロロ-4-フルオロフェ
ニル)オキシラン、2-ブロモメチル-2-(4-クロロフェニル)-3-(2-クロロ-6-フルオロフェ
ニル)オキシラン、2-ブロモメチル-2-(フェニル)-3-(2-クロロ-6-フルオロフェニル)オキ
シラン、2-ブロモメチル-2-(フェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシランを除く）。
【請求項２７】
　A及びBが請求項3～7のいずれかに定義されている通りである、請求項25に記載の化合物
III.2。
【請求項２８】
　XがClである、請求項26に記載の化合物III.1。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、式I:
【化１】

【０００２】
[式中、
　AはC1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケニル
、C2-C8-アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C3-C8-シクロアルキル、C3-C8-ハロシクロ
アルキル、ナフチル、フェニルであり、Aは未置換であるかまたは1、2、3または4個の同
一または異なる置換基Lで置換されており;
　Bは2位に置換基Lと、更に1、2または3個の独立して選択される置換基Lを含むフェニル
であり;
　Lはハロゲン、シアノ、ニトロ、シアナト(OCN)、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル
、フェニル-C1-C6-アルキルオキシ、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケニル、C2-C8-
アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C4-C10-アルカジエニル、C4-C10-ハロアルカジエニ
ル、C1-C8-アルコキシ、C1-C8-ハロアルコキシ、C1-C8-アルキルカルボニルオキシ、C1-C

8-アルキルスルホニルオキシ、C2-C8-アルケニルオキシ、C2-C8-ハロアルケニルオキシ、
C2-C8-アルキニルオキシ、C2-C8-ハロアルキニルオキシ、C3-C8-シクロアルキル、C3-C8-
ハロシクロアルキル、C3-C8-シクロアルケニル、C3-C8-ハロシクロアルケニル、C3-C8-シ
クロアルコキシ、C3-C6-シクロアルケニルオキシ、ヒドロキシイミノ-C1-C8-アルキル、C

1-C6-アルキレン、オキシ-C2-C4-アルキレン、オキシ-C1-C3-アルキレンオキシ、C1-C8-
アルコキシイミノ-C1-C8-アルキル、C2-C8-アルケニルオキシイミノ-C1-C8-アルキル、C2
-C8-アルキニルオキシイミノ-C1-C8-アルキル、S(=O)nA

1、C(=O)A2、C(=S)A2、NA3A4、フ
ェニル、フェニルオキシ、或いはO、N及びSからなる群から選択される1、2、3または4個
のヘテロ原子を含む5または6員飽和、部分不飽和または芳香族のヘテロ環であり、
(ここで、
　　nは0、1または2であり、
　　A1は水素、ヒドロキシル、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、アミノ、C1-C8-ア
ルキルアミノまたはジ-C1-C8-アルキルアミノであり、
　　A2はA1について挙げた基の1つ、或いはC2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケニル、C

2-C8-アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C1-C8-アルコキシ、C1-C8-ハロアルコキシ、C

2-C8-アルケニルオキシ、C2-C8-ハロアルケニルオキシ、C2-C8-アルキニルオキシ、C2-C8
-ハロアルキニルオキシ、C3-C8-シクロアルキル、C3-C8-ハロシクロアルキル、C3-C8-シ
クロアルコキシまたはC3-C8-ハロシクロアルコキシであり、
　　A3及びA4は相互に独立して水素、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-アル
ケニル、C2-C8-ハロアルケニル、C2-C8-アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C3-C8-シク
ロアルキル、C3-C8-ハロシクロアルキル、C3-C8-シクロアルケニルまたはC3-C8-ハロシク
ロアルケニルである)
上記部分のLの基定義の脂肪族及び/または脂環式及び/または芳香族基は1、2、3または4
個の同一または異なる基RL

　(ここで、RLはハロゲン、シアノ、ニトロ、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C1-
C8-アルコキシ、C1-C8-ハロアルコキシ、C3-C8-シクロアルキル、C3-C8-ハロシクロアル
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キル、C3-C8-シクロアルケニル、C3-C8-シクロアルコキシ、C3-C8-ハロシクロアルコキシ
、C1-C8-アルキルカルボニル、C1-C8-アルキルカルボニルオキシ、C1-C8-アルコキシカル
ボニル、アミノ、C1-C8-アルキルアミノ、ジ-C1-C8-アルキルアミノである)
を有していてもよく;
　Dは
S-R
{式中、
　Rは水素、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアル
ケニル、C2-C8-アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C(=O)R3、C(=S)R3、SO2R

4またはCN
(ここで、R3はC1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C1-C8-アルコキシ、C1-C8-ハロア
ルコキシまたはNA3A4であり、R4はC1-C8-アルキル、フェニル-C1-C8-アルキルまたはフェ
ニルであり、前記フェニル基はそれぞれ未置換であるかまたはハロゲン及びC1-C4-アルキ
ルからなる群から独立して選択される1、2または3個の基で置換されている)
である};
基DI:
【化２】

【０００３】
(式中、A及びBは上に定義されている通りである);
基DII:
【化３】

【０００４】
{式中、
　#はトリアゾリル環への結合点であり、
　QはOまたはSであり、
　R1、R2は相互に独立してC1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C1-C8-アルコキシ、C1
-C8-アルコキシ-C1-C8-アルコキシ、C1-C8-ハロアルコキシ、C1-C8-アルコキシ-C1-C8-ア
ルキル、C1-C8-アルキルチオ、C2-C8-アルケニルチオ、C2-C8-アルキニルチオ、C3-C8-シ
クロアルキル、C3-C8-シクロアルキルチオ、フェニル、フェニル-C1-C4-アルキル、フェ
ノキシ、フェニルチオ、フェニル-C1-C4-アルコキシまたはNR5R6

(ここで、R5はHまたはC1-C8-アルキルであり、R6はC1-C8-アルキル、フェニル-C1-C4-ア
ルキルまたはフェニルであり、或いはR5及びR6は一緒に4または5個の炭素原子を有するア
ルキレン鎖であり、または式-CH2-CH2-O-CH2-CH2-または-CH2-CH2-NR

7-CH2-CH2-(ここで
、R7は水素またはC1-C4-アルキルである)の基を形成する)
であり、先に挙げた基中の芳香族基はそれぞれ相互に未置換であるかまたはハロゲン及び
C1-C4-アルキルからなる群から選択される1、2または3個の基で置換されている};または
基SM
{式中、
　Mはアルカリ金属カチオン、アルカリ土類金属カチオンの当量、銅、亜鉛、鉄またはニ
ッケルカチオンの当量、或いは式(E):
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【化４】

【０００５】
(式中、Z1及びZ2は独立して水素またはC1-C8-アルキルであり、Z3及びZ4は独立して水素
、C1-C8-アルキル、ベンジルまたはフェニルであり、前記フェニル基はそれぞれ未置換で
あるかまたはハロゲン及びC1-C4-アルキルからなる群から独立して選択される1、2または
3個の基で置換されている)
を有するアンモニウムカチオンである}
である]
を有するアゾリルメチルオキシラン及びその農業上許容される塩に関する。
【０００６】
　好ましい実施形態において、本発明は、式I:

【化５】

【０００７】
[式中、
　AはC1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケニル
、C2-C8-アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C3-C8-シクロアルキル、C3-C8-ハロシクロ
アルキル、ナフチル、フェニルであり、Aは未置換であるかまたは1、2、3または4個の同
一または異なる置換基Lで置換されており;
　Bは2位に置換基L及び4位に置換基L＊を含有するフェニル、2位に置換基L及び3、5また
は6位に追加の独立して選択される置換基Lを含有するフェニル、または2位に置換基L及び
2または3個の追加の独立して選択される置換基Lを含有するフェニルであり;
　LはL＊または塩素であり、
　L＊はフッ素、臭素、ヨウ素、シアノ、ニトロ、シアナト(OCN)、C1-C8-アルキル、C1-C

8-ハロアルキル、フェニル-C1-C6-アルキルオキシ、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアル
ケニル、C2-C8-アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C4-C10-アルカジエニル、C4-C10-ハ
ロアルカジエニル、C1-C8-アルコキシ、C1-C8-ハロアルコキシ、C1-C8-アルキルカルボニ
ルオキシ、C1-C8-アルキルスルホニルオキシ、C2-C8-アルケニルオキシ、C2-C8-ハロアル
ケニルオキシ、C2-C8-アルキニルオキシ、C2-C8-ハロアルキニルオキシ、C3-C8-シクロア
ルキル、C3-C8-ハロシクロアルキル、C3-C8-シクロアルケニル、C3-C8-ハロシクロアルケ
ニル、C3-C8-シクロアルコキシ、C3-C6-シクロアルケニルオキシ、ヒドロキシイミノ-C1-
C8-アルキル、C1-C6-アルキレン、オキシ-C2-C4-アルキレン、オキシ-C1-C3-アルキレン
オキシ、C1-C8-アルコキシイミノ-C1-C8-アルキル、C2-C8-アルケニルオキシイミノ-C1-C

8-アルキル、C2-C8-アルキニルオキシイミノ-C1-C8-アルキル、S(=O)nA
1、C(=O)A2、C(=S

)A2、NA3A4、フェニル、フェニルオキシ、或いは1、2、3または4個のO、N及びSからなる
群から選択されるヘテロ原子を含有する5または6員飽和、部分不飽和または芳香族のヘテ
ロ環であり、
(ここで、
　　nは0、1または2であり、
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　　A1は水素、ヒドロキシル、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、アミノ、C1-C8-ア
ルキルアミノまたはジ-C1-C8-アルキルアミノであり、
　　A2はA1について挙げた基の1つ、或いはC2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケニル、C

2-C8-アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C1-C8-アルコキシ、C1-C8-ハロアルコキシ、C

2-C8-アルケニルオキシ、C2-C8-ハロアルケニルオキシ、C2-C8-アルキニルオキシ、C2-C8
-ハロアルキニルオキシ、C3-C8-シクロアルキル、C3-C8-ハロシクロアルキル、C3-C8-シ
クロアルコキシまたはC3-C8-ハロシクロアルコキシであり、
　　A3及びA4は相互に独立して水素、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-アル
ケニル、C2-C8-ハロアルケニル、C2-C8-アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C3-C8-シク
ロアルキル、C3-C8-ハロシクロアルキル、C3-C8-シクロアルケニルまたはC3-C8-ハロシク
ロアルケニルである)
上記部分のL及びL＊の基定義の脂肪族及び/または脂環式及び/または芳香族基は1、2、3
または4個の同一または異なる基RL

　(ここで、RLはハロゲン、シアノ、ニトロ、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C1-
C8-アルコキシ、C1-C8-ハロアルコキシ、C3-C8-シクロアルキル、C3-C8-ハロシクロアル
キル、C3-C8-シクロアルケニル、C3-C8-シクロアルコキシ、C3-C8-ハロシクロアルコキシ
、C1-C8-アルキルカルボニル、C1-C8-アルキルカルボニルオキシ、C1-C8-アルコキシカル
ボニル、アミノ、C1-C8-アルキルアミノ、ジ-C1-C8-アルキルアミノである)
を有していてもよく;
　Dは
S-R
{式中、
　Rは水素、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアル
ケニル、C2-C8-アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C(=O)R3、C(=S)R3、SO2R

4またはCN
(ここで、R3はC1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C1-C8-アルコキシ、C1-C8-ハロア
ルコキシまたはNA3A4であり、R4はC1-C8-アルキル、フェニル-C1-C8-アルキルまたはフェ
ニルであり、前記フェニル基はそれぞれ未置換であるかまたはハロゲン及びC1-C4-アルキ
ルからなる群から独立して選択される1、2または3個の基で置換されている)
である};
基DI:
【化６】

【０００８】
(式中、A及びBは上に定義されている通りである);
基DII:
【化７】

【０００９】
{式中、
　#はトリアゾリル環への結合点であり、
　QはOまたはSであり、



(12) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40

　R1及びR2は相互に独立してC1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C1-C8-アルコキシ、
C1-C8-アルコキシ-C1-C8-アルコキシ、C1-C8-ハロアルコキシ、C1-C8-アルコキシ-C1-C8-
アルキル、C1-C8-アルキルチオ、C2-C8-アルケニルチオ、C2-C8-アルキニルチオ、C3-C8-
シクロアルキル、C3-C8-シクロアルキルチオ、フェニル、フェニル-C1-C4-アルキル、フ
ェノキシ、フェニルチオ、フェニル-C1-C4-アルコキシまたはNR5R6

(ここで、R5はHまたはC1-C8-アルキルであり、R6はC1-C8-アルキル、フェニル-C1-C4-ア
ルキルまたはフェニルであり、或いはR5及びR6は一緒に4または5個の炭素原子を有するア
ルキレン鎖であり、または式-CH2-CH2-O-CH2-CH2-または-CH2-CH2-NR

7-CH2-CH2-(ここで
、R7は水素またはC1-C4-アルキルである)を有する基を形成する)
であり、先に挙げた基中の芳香族基はそれぞれ相互に独立して未置換であるかまたはハロ
ゲン及びC1-C4-アルキルからなる群から選択される1、2または3個の基で置換されている}
;または
基SM:
{式中、
　Mはアルカリ金属カチオン、アルカリ土類金属カチオンの当量、銅、亜鉛、鉄またはニ
ッケルカチオンの当量、或いは式(E):
【化８】

【００１０】
(式中、Z1及びZ2は独立して水素またはC1-C8-アルキルであり、Z3及びZ4は独立して水素
、C1-C8-アルキル、ベンジルまたはフェニルであり、前記フェニル基はそれぞれ未置換で
あるかまたはハロゲン及びC1-C4-アルキル基からなる群から独立して選択される1、2また
は3個の基で置換されている)
を有するアンモニウムカチオンである}
である]
を有するアゾリルメチルオキシラン及びその農業上許容される塩に関する。
【００１１】
　式Iを有する化合物は、式Iaを有する「チオール」形態または式Ibを有する「チオノ」
形態：
【化９】

【００１２】
[式中、
　D＊は
R(ここで、Rは先に定義した意味を有する);
基DII＊
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【化１０】

【００１３】
(ここで、#は式Ia中の硫黄原子または式Ib中のアゾリル環への結合点であり、Q、R1及びR
2は先に定義した意味を有する);または
基M(ここで、Mは先に定義した意味を有する)
であり、
　残りの置換基は先に定義した意味を有する]
で存在し得る。
【００１４】
　しかしながら、わかりやすくするために、ここでは通常それぞれ「チオール」形態のみ
を示す。
【００１５】
　本発明は、更に化合物Iの製造、化合物Iを製造するための中間体及びその製造、植物病
原性真菌を防除するための本発明の化合物の使用、並びに前記化合物を含む組成物に関す
る。
【背景技術】
【００１６】
　置換トリアゾール基を有するトリアゾリルメチルオキシランは、例えば特許文献１～８
から公知である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１７】
【特許文献１】国際公開第96/38440号
【特許文献２】国際公開第97/41107号
【特許文献３】国際公開第97/42178号
【特許文献４】国際公開第97/43269号
【特許文献５】国際公開第97/44331号
【特許文献６】国際公開第97/443332号
【特許文献７】国際公開第99/05149号
【特許文献８】国際公開第99/21853号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　しかしながら、従来技術から公知の化合物の殺真菌作用はときには不満足であり、特に
低施用量の場合そうである。従って、本発明の目的は、好ましくは改良された特性、例え
ば向上した殺真菌作用及び/またはより良好な毒性を有する新規化合物を提供することで
あった。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　驚くことに、この目的が本明細書に記載されている式Iを有する化合物で達成された。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　化合物Iは、その窒素原子の塩基性のために、無機または有機酸或いは金属イオンと塩
または付加物を形成することができる。このことは、化合物Iの本明細書に記載されてい
る中間体、本発明により提供される塩及び付加物の多くにも適用される。
【００２１】
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　無機酸の例は、ハロゲン化水素酸(例えば、フッ化水素、塩酸、臭化水素及びヨウ化水
素)、炭酸、硫酸、リン酸及び硝酸である。
【００２２】
　適当な有機酸は、例えばギ酸及びアルカン酸(例えば、酢酸、トリフルオロ酢酸、トリ
クロロ酢酸及びプロピオン酸)、グリコール酸、チオシアン酸、乳酸、コハク酸、クエン
酸、安息香酸及び他のアリールカルボン酸、ケイ皮酸、シュウ酸、アルキルスルホン酸(1
～20個の炭素原子を含む直鎖または分岐状アルキル基を有するスルホン酸)、アリールス
ルホン酸またはアリールジスルホン酸(1または2個のスルホン酸基を有する芳香族基、例
えばフェニルまたはナフチル)、アルキルホスホン酸(1～20個の炭素原子を含む直鎖また
は分岐状アルキル基を有するホスホン酸)、アリールホスホン酸またはアリールジホスホ
ン酸(1または2個のリン酸基を有する芳香族基、例えばフェニル及びナフチル)であり、前
記したアルキルまたはアリール基はp-トルエンスルホン酸、サリチル酸、p-アミノサリチ
ル酸、2-フェノキシ安息香酸、2-アセトキシ安息香酸等のように追加の置換基を有してい
てもよい。
【００２３】
　適当な金属イオンは、特に第2主族元素(特に、カルシウム及びマグネシウム)、第3及び
第4主族元素(特に、アルミニウム、錫及び鉛)及び1～8族遷移元素(特に、クロム、マンガ
ン、鉄、コバルト、ニッケル、銅、亜鉛等)のイオンである。第4周期の遷移元素の金属イ
オンが特に好ましい。金属はとり得る各種原子価で存在し得る。
【００２４】
　本発明の式Iを有する化合物は、それ自体従来技術から公知の方法に類似しているいろ
いろなルートで製造され得る(例えば、最初に引用されている従来技術及びPflanzenschut
z-Nachrichten Bayer 57/2004,2,p.145-162を参照されたい)。本発明の化合物は、例えば
以下のスキームに示す合成に従って製造され得る。
【００２５】
　本発明の化合物は、式II:
【化１１】

【００２６】
(式中、A及びBは本明細書中に定義されている通りである)
を有する化合物から強塩基及び硫黄粉末と反応させることにより有利な方法で製造され得
る。こうすると、式I(式中、DはSHである)を有する化合物(化合物I-1):

【化１２】

が形成される。
【００２７】
　適当な塩基は上記反応に適しているとして当業者に公知のすべての塩基である。強アル
カリ金属塩基、例えばn-ブチルリチウム、リチウムジイソプロピルアミド、水素化ナトリ



(15) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40

50

ウム、ナトリウムアミドまたはカリウムtert-ブトキシドが好ましい。反応を添加剤(例え
ば、テトラメチルエチレンジミアン(TMEDA))の存在下で実施することが好ましいことがあ
る。
【００２８】
　適当な溶媒は上記反応のために慣用されているすべての不活性有機溶媒であり、エーテ
ル(例えば、テトラヒドロフラン、ジオキサン、ジエチルエーテル及び1,2-ジメトキシエ
タン)、液体アンモニアまたは強極性溶媒(例えば、ジメチルスルホキシド)が好ましく使
用され得る。
【００２９】
　硫黄は粉末として使用することが好ましい。加水分解のためには、水を適当ならば有機
または無機酸(例えば、酢酸、希硫酸または希塩酸)の存在下で使用する。
【００３０】
　反応温度は、好ましくは-70～+20℃、特に-70～0℃である。反応は通常大気圧下で実施
する。
【００３１】
　通常、式IIを有する化合物1モルあたり1～3当量、好ましくは1～2.5当量の強塩基、次
いで当量または過剰量の硫黄を使用する。反応は保護ガスの雰囲気下、例えば窒素または
アルゴン下で実施し得る。通常当業者に公知の手順に従って後処理を実施する。通常、反
応混合物を適当な有機溶媒で抽出し、適当ならば残渣を再結晶及び/またはクロマトグラ
フィーにより精製する。
【００３２】
　強塩基(例えば、ブチルリチウム)を使用せずに硫黄、好ましくは硫黄粉末と直接反応さ
せることにより化合物Iを製造することもできる。
【００３３】
　化合物IIを出発物質とする本発明の化合物Iを製造するための代替方法は、化合物IIを
非プロトン性極性溶媒(例えば、アミド(例:ジメチルホルムアミド(DMF))、またはN-アル
キルピロリドン(例:N-オクチルピロリドン、N-ドデシルピロリドンまたはN-メチルピロリ
ドン(NMP)))の存在下で硫黄と反応させることである。対応する方法は、例えば国際公開
第99/19307号、国際公開第97/06151号、国際公開第97/05119号及び国際公開第96/41804号
に記載されている。
【００３４】
　反応は通常140～160℃の範囲の温度で実施する。反応成分は通常式IIを有する化合物1
モルあたり約6～15モルの硫黄を使用するような量で使用する。硫黄は通常粉末の形態で
使用する。反応中、空気を反応混合物に通す。
【００３５】
　更に、本発明の化合物は、式IIを有する化合物からジスルフィドまたはチオシアンと反
応させることにより有利な方法で製造され得る。
【化１３】

【００３６】
　上記式中、A及びBは本明細書中に定義されている通りであり、RはC1-C8-アルキル、C1-
C8-ハロアルキル、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケニル、C2-C8-アルキニル、C2-C8
-ハロアルキニルまたはCNである。
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【００３７】
　適当な塩基は上記反応に適しているとして当業者に公知のすべての塩基である。強アル
カリ金属塩基、例えばn-ブチルリチウム、リチウムジイソプロピルアミド、水素化ナトリ
ウム、ナトリウムアミドまたはカリウムtert-ブトキシドが好ましい。反応を添加剤(例え
ば、テトラメチルエチレンジミアン(TMEDA))の存在下で実施することが好ましいことがあ
る。
【００３８】
　ジスルフィドは市販されており、または公知の製造方法により合成され得る。具体的な
ジスルフィドはチオシアンNC-S-S-CNである。
【００３９】
　適当な溶媒は上記反応のために慣用されているすべての不活性有機溶媒である。エーテ
ル(例えば、テトラヒドロフラン、ジオキサン、ジエチルエーテル及び1,2-ジメトキシエ
タン)、液体アンモニアまたは強極性溶媒(例えば、ジメチルスルホキシド)が好ましく使
用され得る。
【００４０】
　反応温度は、好ましくは-70～+20℃、特に-70～0℃である。反応は通常大気圧下で実施
する。
【００４１】
　通常、式IIを有する化合物1モルあたり1～3当量、好ましくは1～2.5当量の強塩基、次
いで当量または過剰量のジスルフィドを使用する。反応は保護ガスの雰囲気下、例えば窒
素またはアルゴン下で実施し得る。通常当業者に公知の手順により後処理を実施する。通
常、反応混合物を適当な有機溶媒で抽出し、適当ならば残渣を再結晶及び/またはクロマ
トグラフィーにより精製する。
【００４２】
　化合物I-1を更にR-X(ここで、Rは異なる位置の明細書中に定義されている通りであり、
Xは離脱基(例えば、Cl、BrまたはIのようなハロゲン、またはトリフルオロ-C1-C6-アルキ
ルスルホネート)である)と反応させることにより、本発明の式Iを有する各種化合物を製
造することができる。DがSR(ここで、RはC1-C6-アルキル、好ましくはメチルまたはエチ
ルである)である化合物を製造するためには、化合物I-1を対応するハロゲン化アルキルと
反応させる(国際公開第96/38440号も参照されたい)。
【００４３】
　DがS-CNである式Iを有する化合物は、国際公開第99/44331号に記載されている方法と同
様にして合成され得る。
【００４４】
　Dが基DIである式Iを有する化合物は、国際公開第97/43269号に記載されている方法と同
様にして合成され得る。
【００４５】
　Dが基S-C(=O)R3(ここで、R3はC1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、C1-C8-アルコキ
シまたはC1-C8-ハロアルコキシである)である式Iを有する化合物は、国際公開第97/42178
号に記載されている方法と同様にして合成され得る。
【００４６】
　Dが基SMである式Iを有する化合物は、国際公開第97/41107号に記載されている方法と同
様にして合成され得る。
【００４７】
　式IIを有する化合物は、最初に引用した従来技術と同様にして合成され得る。式IIを有
する化合物の幾つかは国際特許出願PCT/EP2007/063213、PCT/EP2007/056124、PCT/EP2007
/055870、PCT/EP200/055932に記載されている。一方、式IIを有する化合物の幾つかは新
規であり、これら新規化合物、並びにその塩及び付加物は本発明の主題の一部を構成する
。化合物IIも殺真菌活性を有しており、従って本発明は化合物II及び/またはその塩及び
付加物の殺真菌剤としての使用にも関する。式IIを有する好ましい化合物は下表1c～162c
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に更に特定されている。
【００４８】
　式III:
【化１４】

【００４９】
(式中、Zは離脱基X(化合物III.1、以下参照)またはOH(化合物III.2、以下参照)であり、A
及びBは以下に定義されている通りである)
を有する化合物は、最終的に本発明の化合物を得るために必要な重要な出発化合物である
。
【００５０】
　よって、化合物IIは、例えば化合物III.1:
【化１５】

【００５１】
{式中、Xは離脱基、例えばハロゲン(例:ClまたはBr)またはOSO2R(ここで、RはC1-C6-アル
キル、C1-C6-ハロアルキル、アリールまたは置換アリールである)であり、OSO2Rは特にメ
シレート、トリフレート、フェニルまたはトルエンスルホネート基である}
から製造され得る。式IIを有する化合物を得るためには、式III.1を有する化合物を例え
ばDMF中で1,2,4-トリアゾール及び塩基(例えば、水素化ナトリウム)と反応させる。例え
ば、欧州特許出願公開第0 421 125号も参照されたい。
【００５２】
　式III.1を有する化合物の幾つかは新規である。従って、本発明は、化合物2-ブロモメ
チル-2-(4-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシラン、2-ブロモメチル-2-(
4-ブロモフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシラン、2-ブロモメチル-2-(tert-ブ
チル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシラン、2-ブロモメチル-2-(メチル)-3-(2,4-ジク
ロロフェニル)オキシラン、2-ブロモメチル-2-(4-(tert-ブチル)フェニル)-3-(2,4-ジク
ロロフェニル)オキシラン、2-ブロモメチル-2-(2-メトキシフェニル)-3-(2,4-ジクロロフ
ェニル)オキシラン、2-ブロモメチル-2-(4-(tert-ブトキシフェニル)-3-(2,4-ジクロロフ
ェニル)オキシラン、2-ブロモメチル-2-(2-ナフチル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシ
ラン、2-ブロモメチル-2-(4-フルオロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシラン、
2-ブロモメチル-2-(4-クロロフェニル)-3-(2-クロロ-4-フルオロフェニル)オキシラン、2
-ブロモメチル-2-(フェニル)-3-(2-クロロ-4-フルオロフェニル)オキシラン、2-ブロモメ
チル-2-(4-フルオロフェニル)-3-(2-クロロ-4-フルオロフェニル)オキシラン、2-ブロモ
メチル-2-(4-クロロフェニル)-3-(2-クロロ-6-フルオロフェニル)オキシラン、2-ブロモ
メチル-2-(フェニル)-3-(2-クロロ-6-フルオロフェニル)オキシラン、2-ブロモメチル-2-
(フェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシランを除き、式III.1{式中、A及びBは式Iに
ついて定義されている通りであり、または好ましく定義されている通りであり、Xは離脱
基、特にハロゲン(例:ClまたはBr)またはOSO2R(ここで、RはC1-C6-アルキル、C1-C6-ハロ
アルキル、アリールまたは置換アリールである)である}を有する化合物をも提供する。
【００５３】
　本発明は、更に、化合物2-ブロモメチル-2-(4-クロロフェニル)-3-(2-クロロ-4-フルオ



(18) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40

50

ロフェニル)オキシラン、2-ブロモメチル-2-(フェニル)-3-(2-クロロ-4-フルオロフェニ
ル)オキシラン、2-ブロモメチル-2-(4-フルオロフェニル)-3-(2-クロロ-4-フルオロフェ
ニル)オキシラン、2-ブロモメチル-2-(4-クロロフェニル)-3-(2-クロロ-6-フルオロフェ
ニル)オキシラン、2-ブロモメチル-2-(フェニル)-3-(2-クロロ-6-フルオロフェニル)オキ
シラン、2-ブロモメチル-2-(フェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシランを除き、式
III.1{式中、A及びBは式Iについて定義されている通りであり、または好ましく定義され
ている通りであり、Xは離脱基、特にハロゲン(例:ClまたはBr)またはOSO2R(ここで、RはC

1-C6-アルキル、C1-C6-ハロアルキル、アリールまたは置換アリール)である}を有する化
合物を提供する。
【００５４】
　化合物III.1の更なる実施形態によれば、言及したものを除いて、Aは1、2または3個の
独立して選択される置換基Lを含有しているフェニルである。
【００５５】
A=フェニルまたは4-クロロフェニル;及び
B=2-クロロ-6-フルオロフェニル。
【００５６】
　化合物III.1の更なる実施形態によれば、言及したものを除いて、Aは1、2または3個の
独立して選択される置換基Lを含有しているフェニルである。
【００５７】
　更なる実施形態によれぱ、A及びBが以下に定義されている、すなわち
A=フェニル、及び
B=2-クロロ-5-NO2-フェニルまたは2,4-ジメチルフェニル;
A=シクロヘキシル、2-クロロフェニルまたは2,4-ジクロロフェニル、及び
B=2,4-ジクロロフェニル;
A=4-フルオロフェニル、及び
B=2-クロロ-5-NO2-フェニル、2-クロロ-4-メトキシフェニル、2,4-ジフルオロフェニル、
2,6-ジフルオロフェニル、2-フルオロ-3-フルオロフェニルまたは2,4-ジメチルフェニル
の化合物III.1も除外される。
【００５８】
　化合物III.1の更なる実施形態によれば、言及したものを除いて、Aは1、2または3個の
独立して選択される置換基Lを含有しているフェニルである。1つの態様によれば、フェニ
ル環Aは2または3個の置換基Lを含有している。更なる態様によれば、フェニル環Aは4位に
C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロアルコキシ及びC1
-C4-ハロアルキルチオからなる群から選択される置換基L、及び0、1または2個の追加の独
立して選択される置換基Lを含有している。
【００５９】
　化合物III.1の更なる実施形態によれば、XはClである。
【００６０】
　化合物III.1の更なる実施形態によれば、XはOSO2R(ここで、RはC1-C6-アルキル、C1-C6
-ハロアルキル、アリールまたは置換アリールである)であり、特にOSO2Rはメシレート、
トリフレート、フェニルまたはトルエンスルホネート基である。
【００６１】
　化合物III.1の更なる実施形態によれば、ZはBrであり、Bは2位に1個の置換基L及び正確
に1個の追加の置換基Lを含有しているフェニルであり、Lはそれぞれ独立してF、Br、シア
ノ、ニトロ、シアナト(OCN)、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロアルキル、フェニル-C1-C6-ア
ルキルオキシ、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケニル、C2-C8-アルキニル、C2-C8-ハ
ロアルキニル、C4-C10-アルカジエニル、C4-C10-ハロアルカジエニル、C1-C8-アルコキシ
、C1-C8-ハロアルコキシ、C1-C8-アルキルカルボニルオキシ、C1-C8-アルキルスルホニル
オキシ、C2-C8-アルケニルオキシ、C2-C8-ハロアルケニルオキシ、C2-C8-アルキニルオキ
シ、C2-C8-ハロアルキニルオキシ、C3-C8-シクロアルキル、C3-C8-ハロシクロアルキル、
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C3-C8-シクロアルケニル、C3-C8-ハロシクロアルケニル、C3-C8-シクロアルコキシ、C3-C

6-シクロアルケニルオキシ、ヒドロキシイミノ-C1-C8-アルキル、C1-C6-アルキレン、オ
キシ-C2-C4-アルキレン、オキシ-C1-C3-アルキレンオキシ、C1-C8-アルコキシイミノ-C1-
C8-アルキル、C2-C8-アルケニルオキシイミノ-C1-C8-アルキル、C2-C8-アルキニルオキシ
イミノ-C1-C8-アルキル、S(=O)nA

1、C(=O)A2、C(=S)A2、NA3A4(ここで、A1、A2、A3、A4

は本明細書中に定義されている通りである)、フェニル、フェニルオキシ、或いは1、2、3
または4個のO、N及びSからなる群から選択されるヘテロ原子を含有している5または6員の
飽和、部分不飽和または芳香族のヘテロ環からなる群から選択される。
【００６２】
　化合物III.1の更なる実施形態によれば、Zはメシレートまたはトシレートであり、Bは2
位に1個の置換基L及び正確に1個の追加の置換基Lを含有しているフェニルであり、Lはそ
れぞれ独立してF、Br、シアノ、ニトロ、シアナト(OCN)、C1-C8-アルキル、C1-C8-ハロア
ルキル、フェニル-C1-C6-アルキルオキシ、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケニル、C

2-C8-アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C4-C10-アルカジエニル、C4-C10-ハロアルカ
ジエニル、C1-C8-アルコキシ、C1-C8-ハロアルコキシ、C1-C8-アルキルカルボニルオキシ
、C1-C8-アルキルスルホニルオキシ、C2-C8-アルケニルオキシ、C2-C8-ハロアルケニルオ
キシ、C2-C8-アルキニルオキシ、C2-C8-ハロアルキニルオキシ、C3-C8-シクロアルキル、
C3-C8-ハロシクロアルキル、C3-C8-シクロアルケニル、C3-C8-ハロシクロアルケニル、C3
-C8-シクロアルコキシ、C3-C6-シクロアルケニルオキシ、ヒドロキシイミノ-C1-C8-アル
キル、C1-C6-アルキレン、オキシ-C2-C4-アルキレン、オキシ-C1-C3-アルキレンオキシ、
C1-C8-アルコキシイミノ-C1-C8-アルキル、C2-C8-アルケニルオキシイミノ-C1-C8-アルキ
ル、C2-C8-アルキニルオキシイミノ-C1-C8-アルキル、S(=O)nA

1、C(=O)A2、C(=S)A2、NA3

A4(ここで、n、A1、A2、A3、A4は本明細書中に定義されている通りである)、フェニル、
フェニルオキシ、或いは1、2、3または4個のO、N及びSからなる群されるヘテロ原子を含
有している5または6員の飽和、部分不飽和または芳香族のヘテロ環からなる群から選択さ
れる。
【００６３】
　III.1中のA及びBは特に、除外される化合物を考慮に入れて、式Iについて本明細書中に
特定されている意味を有している。
【００６４】
　化合物III.1を製造する1つの方法は、式IVa:
【化１６】

【００６５】
(式中、Xは式III.1について定義されている通りであり、または好ましく定義されている
通りであり、A及びBは式Iについて定義されている通りであり、または好ましく定義され
ている通りである)
を有する化合物中の二重結合をエポキシドに変換させることからなる。適当なエポキシ化
方法は当業者に公知である。例えばこの目的のために過酸化水素/無水マレイン酸を使用
することもできる。
【００６６】
　式IVa中、二重結合は(E)または(Z)立体配置のいずれかで存在し得る。これはBと二重結
合の間のジグザグ結合により示されている。本発明は、更に、化合物1-(2,4-ジクロロフ
ェニル)-2-(4-クロロフェニル)-3-ブロモプロパ-1-エン、1-(2,4-ジクロロフェニル)-2-(
4-ブロモフェニル)-3-ブロモプロパ-1-エン、1-(2,4-ジクロロフェニル)-2-(tert-ブチル
)-3-ブロモプロパ-1-エン、1-(2,4-ジクロロフェニル)-2-(メチル)-3-ブロモプロパ-1-エ
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(2,4-ジクロロフェニル)-2-(2-メトキシフェニル)-3-ブロモプロパ-1-エン、1-(2,4-ジク
ロロフェニル)-2-(4-tert-ブトキシフェニル)-3-ブロモプロパ-1-エン、1-(2,4-ジクロロ
フェニル)-2-(2-ナフチル)-3-ブロモプロパ-1-エン、1-(2,4-ジクロロフェニル)-2-(4-フ
ルオロフェニル)-3-ブロモプロパ-1-エン、1-(2-クロロ-4-フルオロフェニル)-2-(4-クロ
ロフェニル)-3-ブロモプロパ-1-エン、1-(2-クロロ-4-フルオロフェニル)-2-(フェニル)-
3-ブロモプロパ-1-エン、1-(2-クロロ-4-フルオロフェニル)-2-(4-フルオロフェニル)-3-
ブロモプロパ-1-エン、1-(2-クロロ-6-フルオロフェニル)-2-(4-クロロフェニル)-3-ブロ
モプロパ-1-エン、1-(2-クロロ-6-フルオロフェニル)-2-(フェニル)-3-ブロモプロパ-1-
エン、1-(2,4-ジクロロフェニル)-2-(tert-ブチル)-3-ブロモプロパ-1-エン及び1-(2,4-
ジクロロフェニル)-2-(フェニル)-3-ブロモプロパ-1-エンを除き、式IVa(式中、A及びBは
式Iについて定義されている通りであり、または好ましく定義されている通りである)を有
する化合物を提供する。Xは式III.1について上記した意味を有する。
【００６７】
　化合物IVaの1つの実施形態によれば、Bは2,4-ジクロロフェニルでない。更なる実施形
態によれば、Bは2,4-ジクロロフェニルでも、2-クロロ-4-フルオロフェニルでも、2-クロ
ロ-6-フルオロフェニルでもない。
【００６８】
　化合物IVaの更なる実施形態によれば、Aは、言及した例外はあるが、1、2または3個の
独立して選択される置換基Lを含有しているフェニルである。1つの態様によれば、フェニ
ル環Aは2または3個の置換基Lを含有している。更なる態様によれば、フェニル環Aは4位に
1個のC1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロアルコキシ
及びC1-C4-ハロアルキルチオからなる群から選択される置換基L及び0、1または2個の追加
の独立して選択される置換基Lを含有している。
【００６９】
　IVa中のA、B及びXは、特に除外される化合物を考慮に入れて、式IまたはIII.1について
本明細書中に特定されている意味を有している。
【００７０】
　化合物IVaは、化合物IVc:
【化１７】

から、化合物IVcを例えば適当な有機溶媒(例えば、Et2Oまたはジオキサンのようなエーテ
ル)中で酢酸/H2SO4と反応させて、二重結合を形成することにより得られ得る。適当な方
法は当業者に公知である。Xは式IIIについて定義されている通りであり、A及びBは式Iに
ついて定義されている通りである。
【００７１】
　式IVcを有する化合物の幾つかは新規である。従って、本発明は、式IVc(式中、A及びB
は式Iについて定義されている通りであり、または好ましく定義されている通りである)を
有する化合物をも提供する。
【００７２】
　IVc中のA、B及びXは、特に式IまたはIII.1について本明細書中に特定されている意味を
有する。
【００７３】
　化合物IVcは、例えば以下のスキーム
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【化１８】

に従ってグリニャール反応により得られ得る。EP 409049も参照されたい。
【００７４】
　式III.1を有する化合物は、式III.2:

【化１９】

を有する化合物から離脱基Xを当業者に公知の方法を用いて導入することによっても得ら
れ得る。従って、式III.2を有する化合物を例えばR-SO2Y(ここで、Rは式III.1について定
義されている通りであり、Yはハロゲンである)、例えばメシルクロリドと塩基(例えば、N
Et3)の存在下で反応させる(EP 386557も参照されたい)。化合物III.1(式中、Xはハロゲン
である)を得るためには、対応の化合物III.2を例えばCH2Cl2中でC(Hal)4(Hal=BrまたはCl
)、PPh3と反応させると、化合物III.1が得られ得る。或いは、化合物III.2をSOCl2/ピリ
ジンと反応させてもよい(国際公開第2005/056548号も参照されたい)。
【００７５】
　式III.2を有する化合物の幾つかは新規である。従って、本発明は、式III.2(式中、A及
びBは式Iについて定義されている通りであり、または好ましく定義されている通りである
)を有する化合物をも提供する。
【００７６】
　化合物III.1の更なる実施形態によれば、Aは1、2または3個の独立して選択される置換
基Lを含有しているフェニルである。1つの態様によれば、フェニル環Aは2または3個の置
換基Lを含有している。更なる態様によれば、フェニル環Aは4位に1個のC1-C4-アルキル、
C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロアルコキシ及びC1-C4-ハロアルキル
チオからなる群から選択される置換基L及び0、1または2個の追加の独立して選択される置
換基Lを含有している。
【００７７】
　1つの実施形態によれば、A及びBが以下に定義されている通りである化合物III.2は除外
される:
A=フェニル、4-クロロフェニル、4-ブロモフェニル、4-フルオロフェニル、2-メトキシフ
ェニル、4-(tert-ブチル)フェニル、4-(tert-ブトキシ)フェニル、tert-ブチル、メチル
または2-ナフチル、及び
B=2,4-ジクロロフェニル;
A=フェニル、4-クロロフェニルまたは4-フルオロフェニル、及び
B=2-クロロ-4-フルオロフェニル;
A=フェニルまたは4-クロロフェニル、及び
B=2-クロロ-6-フルオロフェニル。
【００７８】
　更なる実施形態によれば、A及びBが以下に定義されている通りである化合物III.2も除
外される:
A=フェニル、及び
B=2-クロロ-5-NO2-フェニルまたは2,4-ジメチルフェニル;
A=シクロヘキシル、2-クロロフェニルまたは2,4-ジクロロフェニル、及び
B=2,4-ジクロロフェニル;
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A=4-フルオロフェニル、及び
B=2-クロロ-5-NO2-フェニル、2-クロロ-4-メトキシフェニル、2,4-ジフルオロフェニル、
2,6-ジフルオロフェニル、2-フルオロ-3-フルオロフェニルまたは2,4-ジメチルフェニル
。
【００７９】
　1つの態様によれば、Aは1、2または3個の置換基Lを含有しているフェニルである。
【００８０】
　III.2中のA及びBは、特に式III.1について本明細書中に特定されている意味を有してい
る。
【００８１】
　式III.2を有する化合物は、式V:
【化２０】

のタイプのα,β-ジ置換アクロレインから、塩基(例えば、NaOH)の存在下で例えばH2O2を
用いてまずエポキシ化することにより、または過酸(例えば、MCPBA=m-クロロペルオキシ
安息香酸)または過酸化tert-ブチル)と反応させることにより得られ得る。こうすると、
式Va:

【化２１】

を有する化合物が得られる。
【００８２】
　化合物Va中のアルデヒド基を例えばNaBH4を用いて還元することにより(欧州特許出願公
開第0 386 557号も参照されたい)、化合物III.2が形成される。エポキシ化及びアルデヒ
ド基の還元方法は当業者に公知である。
【００８３】
　式V中、二重結合は(E)または(Z)立体配置のいずれかで存在し得る。これはBと二重結合
の間のジグザグ結合により示されている。式Vを有する化合物の幾つかは新規である。従
って、本発明は、式V(式中、A及びBは式Iについて定義されている通りであり、または好
ましく定義されている通りである)を有する化合物をも提供する。
【００８４】
　化合物Vは、例えば独国特許出願公開第3601927号に記載されている手順と同様にして、
すなわち式VI:

【化２２】

を有するタイプの化合物をウィッティヒまたはホルナー・エモンズタイプの適切なリン化
合物と反応させ、次いでアセタールを酸開裂させることにより合成され得る。この場合、
Ryはそれぞれ独立してC1-C4-アルキルである。
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【００８５】
　化合物Vを製造するための代替方法は、式VII:
【化２３】

を有する化合物を酸化することからなる。適当な酸化剤及び条件は当業者に公知であり、
例えばSwern(Australian Journal of Chemistry,57(6),537-548,2004)に従う反応、超原
子価ヨウ素化合物(Organic Letters,5(17),2989-2992,2003)、クロム化合物(例えば、重
クロム酸ピリジニウム)(Tetrahedron,45(1),239-58,1989)、酸化マンガン(例えば、MnO2)
(Journal of the American Chemical Society,107(13),3963-71,1985)との反応である。
酸化は溶媒(例えば、CH2Cl2)中でデス-マーチン酸化によっても実施され得る。
【００８６】
　式VII中、二重結合は(E)または(Z)立体配置のいずれかで存在し得る。これはBと二重結
合の間のジグザグ結合により示されている。式VIIを有する化合物の幾つかは新規である
。従って、本発明は、更に式VII(式中、A及びBは式Iについて定義されている通りであり
、または好ましく定義されている通りである)を有する化合物を提供する。
【００８７】
　化合物VIIから、米国特許第5,399,708号と同様にして遷移金属アルコキシド(例えば、V
(O)(OR)3またはTi(OR)4(R=C1-C6-アルキル))及び酸化剤(例えば、tBuOOH)の存在下でエポ
キシ化することによっても化合物III.2を直接製造することができる。
【００８８】
　式VIIを有する化合物は、式VIII:
【化２４】

を有するα,β-不飽和アクリル酸エステルから製造され得る。このためには、式VIIIを有
するエステルをアルコールVIIに還元する。適当な還元手順は当業者に公知である。
【００８９】
　式VIII中、二重結合は(E)または(Z)立体配置のいずれかで存在し得る。これはBと二重
結合の間のジグザグ結合により示されている。式VIIIを有する化合物の幾つかは新規であ
り、これらの化合物は本発明の主題の一部をも構成する。
【００９０】
　また、式VIIIを有する化合物は1ステップで例えば低温で金属水素化物(例えば、水素化
ジイソブチルアルミニウム)を用いて式Vを有するアクロレインに還元してもよい。このた
めには、特に水素化アルミニウム、好ましくは水素化リチウムアルミニウム(European Jo
urnal of Medicinal Chemistry,40(6),529-541,2005)または水素化ジアルキルアルミニウ
ム(例えば、DIBAL-H)(Synlett,(18),3182-3184,2006)を使用することができる。
【００９１】
　式VIIIを有するアクリル酸エステルは、式IX:

【化２５】
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たはウィッティッヒ化合物)と反応させることにより得られ得る。この反応は、特にTetra
hedron,46(13-14),4951-94,1990;Tetrahedron Letters,47(16),2675-2678,2006;Synthesi
s,(12),1797-1802,2003;国際公開第9929645号;またはSynthetic Communications,20(12),
1781-91,1990に記載されている。
【００９２】
　グリオキシル酸エステルの合成は、特にグリニャール化合物(市販されているハロゲン
化合物及びマグネシウムを出発物質とする)X1MgAを式
【化２６】

を有するシュウ酸エステルと反応せることによりJournal of Organic Chemistry,52(22),
5026-30,1987に記載されている。
【００９３】
　(ホルナー・エモンズタイプ及びウィッティッヒタイプの)適当なリン化合物は、例えば
【化２７】

【００９４】
(式中、Bは上に定義されている通りであり、X1は離脱基、例えばハライド、好ましくは塩
素または臭素である)
のタイプの化合物から公知の標準方法により製造され得る。このハライドの所望のホルナ
ー・エモンズまたはウィッティッヒ試薬への変換は例えばChemistry of Materials,13(9)
,3009-3017,2001;European Journal of Organic Chemistry,(7),1247-1257,2005;または
国際公開第1992/05145号に記載されているように実施され得る。
【００９５】
　ハロゲン化アルキルは市販されているかまたは標準方法により、例えば対応のメチル化
合物をハロゲン化することにより製造され得る。この反応に適したハロゲン化剤はN-ブロ
モスクシンイミド(Chemistry-A European Journal,12(21),5632-5641,2006)またはN-クロ
ロスクシンイミド(Tetrahedron Letters,47(37),6607-6609,2006)である。
【００９６】
　1つの代替方法によれば、式Vを有する化合物は、下記スキーム

【化２８】

に従うアルドール合成によっても製造され得る。
【００９７】
　式IIを有する化合物を製造するための更なる代替方法は、式IVb:
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【化２９】

を有する化合物のエポキシ化からなる。適当なエポキシ化方法は当業者に公知である。化
合物Vからの化合物III.2の製造も参照されたい、
　式IVb中、二重結合は(E)または(Z)立体配置のいずれかで存在し得る。これはBと二重結
合の間のジグザグ結合により示されている。本発明は、更に、式IVb(式中、A及びBは式I
について定義されている通りであり、または好ましく定義されている通りである)を有す
る化合物をも提供する。
【００９８】
　化合物IVbの更なる実施形態によれば、Aは1、2または3個の独立して選択される置換基L
を含有しているフェニルである。1つの態様によれば、フェニル環Aは2または3個の置換基
Lを含有している。更なる態様によれば、フェニル環Aは4位に1個のC1-C4-アルキル、C1-C

4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロアルコキシ及びC1-C4-ハロアルキルチオ
からなる群から選択される置換基L及び0、1または2個の追加の独立して選択される置換基
Lを含有している。
【００９９】
　1つの実施形態によれば、A及びBが以下に定義されている通りである化合物IVbは除外さ
れる:
A=フェニル、4-クロロフェニル、4-ブロモフェニル、4-フルオロフェニル、2-メトキシフ
ェニル、4-(tert-ブチル)フェニル、4-(tert-ブトキシ)フェニル、tert-ブチル、メチル
または2-ナフチル、及び
B=2,4-ジクロロフェニル;
A=フェニル、4-クロロフェニルまたは4-フルオロフェニル及び
B=2-クロロ-4-フルオロフェニル;
A=フェニルまたは4-クロロフェニル及び
B=2-クロロ-6-フルオロフェニル。
【０１００】
　更なる実施形態によれば、A及びBが以下に定義されている通りである化合物Vbも除外さ
れる:
A=フェニル、及び
B=2-クロロ-5-NO2-フェニルまたは2,4-ジメチルフェニル;
A=シクロヘキシル、2-クロロフェニルたは2,4-ジクロロフェニル、及び
B=2,4-ジクロロフェニル;或いは
A=4-フルオロフェニル、及び
B=2-クロロ-5-NO2-フェニル、2-クロロ-4-メトキシフェニル、2,4-ジフルオロフェニル、
2,6-ジフルオロフェニル、2-フルオロ-3-フルオロフェニルたは2,4-ジメチルフェニル。
【０１０１】
　1つの態様によれば、Aは1、2または3個の置換基Lを含有しているフェニルである。
【０１０２】
　IVb中のA及びBは、特に式III.1について本明細書中で特定されている意味を有している
。
【０１０３】
　式IVbを有する化合物は、上記した式IVaを有する化合物を1,2,4-トリアゾール及び塩基
と反応させることにより得られ得る。反応条件は化合物IIIからの化合物IIの製造につい
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て上記したように選択され得る。
【０１０４】
　式Iを有する化合物を製造するための更なる代替方法は、まず式IIIを有する化合物(上
記参照)をヒドラジンを用いて式IIIa:
【化３０】

を有する化合物に変換させることからなる。
【０１０５】
　本発明は、式IIIa(式中、A及びBは式Iについて定義されている通りであり、または好ま
しく定義されている通りである)を有する化合物をも提供する。
【０１０６】
　次いで、式IIIaを有する化合物をチオシアネートYSCN(式中、Yはアルカリ金属またはア
ンモニウム、好ましくはナトリウム、カリウムまたはアンモニウムである)、特に好まし
くはNH4SCNを用いて反応させ得る。こうすると、チオセミカルバジド化合物IIIb:
【化３１】

が得られる。
【０１０７】
　トリアゾリル環はギ酸との反応により形成され得、得られるものは本発明の式I(D=SH)
を有する対応化合物のチオン形態であり、適当ならば更に反応させてもよい(上記を参照
されたい)。独国特許出願公開第19744400号(国際公開第99/18088号)も参照されたい。
【０１０８】
　本発明は、更に、式IIIb(式中、A及びBは式Iについて定義されている通りであり、また
は好ましく定義されている通りである)を有する化合物を提供する。
【０１０９】
　更なる代替方法によれば、化合物IIIaをホルムアルデヒド((CH2O)n)及びチオシアネー
ト(YSCN、上記を参照されたい)と反応させてもよく、こうすると、式IIIc:

【化３２】

を有する化合物が得られる。
【０１１０】
　次いで、トリアゾリル環及び対応する式Iを有する化合物は、例えば水性HCl中で塩化鉄
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(III)を用いて(独国特許出願公開第19961603号または国際公開第00/146158号も参照され
たい)、或いはKOH及び硫黄の存在下で酸素を用いて(国際公開第99/18087号も参照された
い)酸化することにより形成される。
【０１１１】
　本発明は、更に、式IIIc(式中、A及びBは式Iについて定義されている通りであり、また
は好ましく定義されている通りである)を有する化合物を提供する。
【０１１２】
　更に別の代替合成方法は、化合物IIIaを例えばアセトン((CH3)2CO)及びチオシアネート
YSCN(ここで、Yはナトリウム、カリウムまたはアンモニウムである)を用いてカルボニル
化合物(Rx1Rx2)C=O(Rx1はC1-C4-アルキルまたはフェニルであり、Rx2は水素またはC1-C4-
アルキルであり、或いはRx1とRx2が一緒に-(CH2)5-鎖を形成する)と反応させて、化合物I
IId:
【化３３】

を得た後、このようにして形成された化合物をギ酸を用いて、適当ならば触媒(例えば、H
Cl、H2SO4、p-トルエンスルホン酸、金属酸化物(例:非晶質TiO2))の存在下で、対応する
トリアゾール化合物に変換することからなる。この場合、Rx1及びRx2は好ましくは両方と
もメチル(化合物IIId-1)である。独国特許出願公開第19744401号及び国際公開第99/18086
号も参照されたい。
【０１１３】
　本発明は、更に、式IIId(式中、A及びBは式Iについて定義されている通りであり、また
は好ましく定義されている通りである)を有する化合物を提供する。
【０１１４】
　本明細書中に挙げられている式中の記号の定義の幾つかにおいて、通常以下の置換基を
表す総称を使用している:
　ハロゲン:フッ素、塩素、臭素及びヨウ素。
【０１１５】
　アルキル及び複合基(例えば、アルキルアミノ)中のアルキル部分:1～4、6、8または12
個の炭素原子を有している飽和の直鎖または分岐状炭化水素基、例えばメチル、エチル、
プロピル、1-メチルエチル、ブチル、1-メチルプロピル、2-メチルプロピル、1,1-ジメチ
ルエチル、ペンチル、1-メチルブチル、2-メチルブチル、3-メチルブチル、2,2-ジメチル
プロピル、1-エチルプロピル、ヘキシル、1,1-ジメチルプロピル、1,2-ジメチルプロピル
、1-メチルペンチル、2-メチルペンチル、3-メチルペンチル、4-メチルペンチル、1,1-ジ
メチルブチル、1,2-ジメチルブチル、1,3-ジメチルブチル、2,2-ジメチルブチル、2,3-ジ
メチルブチル、3,3-ジメチルブチル、1-エチルブチル、2-エチルブチル、1,1,2-トリメチ
ルプロピル、1,2,2-トリメチルプロピル、1-エチル-1-メチルプロピル及び1-エチル-2-メ
チルプロピルのようなC1-C6-アルキル。
【０１１６】
　ハロアルキル:これらの基中の水素原子の一部または全部が上記したハロゲン原子で置
換されている上記したアルキル、特にC1-C2-ハロアルキル、例えばクロロメチル、ブロモ
メチル、ジクロロメチル、トリクロロメチル、フルオロメチル、ジフルオロメチル、トリ
フルオロメチル、クロロフルオロメチル、ジクロロフルオロメチル、クロロジフルオロメ
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チル、1-クロロエチル、1-ブロモエチル、1-フルオロエチル、2-フルオロエチル、2,2-ジ
フルオロエチル、2,2,2-トリフルオロエチル、2-クロロ-2-フルオロエチル、2-クロロ-2,
2-ジフルオロエチル、2,2-ジクロロ-2-フルオロエチル、2,2,2-トリクロロエチル、ペン
タフルオロエチルまたは1,1,1-トリフルオロプロパ-2-イル。
【０１１７】
　アルケニル及び複合基(例えば、アルケニルオキシ)中のアルケニル部分:2～4個、2～6
個または2～8個の炭素原子及び任意の位置に1つの二重結合を有している不飽和の直鎖ま
たは分岐状炭化水素基。本発明によれば、小さいアルケニル基、例えば(C2-C4)-アルケニ
ルを使用することが好ましいことがあり、より大きいアルケニル基、例えば(C5-C8)-アル
ケニルを使用することが好ましいこともある。アルケニル基の例はC2-C6-アルケニル、例
えばエテニル、1-プロペニル、2-プロペニル、1-メチルエテニル、1-ブテニル、2-ブテニ
ル、3-ブテニル、1-メチル-1-プロペニル、2-メチル-1-プロペニル、1-メチル-2-プロペ
ニル、2-メチル-2-プロペニル、1-ペンテニル、2-ペンテニル、3-ペンテニル、4-ペンテ
ニル、1-メチル-1-ブテニル、2-メチル-1-ブテニル、3-メチル-1-ブテニル、1-メチル-2-
ブテニル、2-メチル-2-ブテニル、3-メチル-2-ブテニル、1-メチル-3-ブテニル、2-メチ
ル-3-ブテニル、3-メチル-3-ブテニル、1,1-ジメチル-2-プロペニル、1,2-ジメチル-1-プ
ロペニル、1,2-ジメチル-2-プロペニル、1-エチル-1-プロペニル、1-エチル-2-プロペニ
ル、1-ヘキセニル、2-ヘキセニル、3-ヘキセニル、4-ヘキセニル、5-ヘキセニル、1-メチ
ル-1-ペンテニル、2-メチル-1-ペンテニル、3-メチル-1-ペンテニル、4-メチル-1-ペンテ
ニル、1-メチル-2-ペンテニル、2-メチル-2-ペンテニル、3-メチル-2-ペンテニル、4-メ
チル-2-ペンテニル、1-メチル-3-ペンテニル、2-メチル-3-ペンテニル、3-メチル-3-ペン
テニル、4-メチル-3-ペンテニル、1-メチル-4-ペンテニル、2-メチル-4-ペンテニル、3-
メチル-4-ペンテニル、4-メチル-4-ペンテニル、1,1-ジメチル-2-ブテニル、1,1-ジメチ
ル-3-ブテニル、1,2-ジメチル-1-ブテニル、1,2-ジメチル-2-ブテニル、1,2-ジメチル-3-
ブテニル、1,3-ジメチル-1-ブテニル、1,3-ジメチル-2-ブテニル、1,3-ジメチル-3-ブテ
ニル、2,2-ジメチル-3-ブテニル、2,3-ジメチル-1-ブテニル、2,3-ジメチル-2-ブテニル
、2,3-ジメチル-3-ブテニル、3,3-ジメチル-1-ブテニル、3,3-ジメチル-2-ブテニル、1-
エチル-1-ブテニル、1-エチル-2-ブテニル、1-エチル-3-ブテニル、2-エチル-1-ブテニル
、2-エチル-2-ブテニル、2-エチル-3-ブテニル、1,1,2-トリメチル-2-プロペニル、1-エ
チル-1-メチル-2-プロペニル、1-エチル-2-メチル-1-プロペニル及び1-エチル-2-メチル-
2-プロペニルである。
【０１１８】
　ハロアルケニル:ハロアルキルの項目で上記したように、これらの基中の水素原子の一
部または全部がハロゲン原子、特にフッ素、塩素または臭素で置換されている上に定義さ
れている通りのアルケニル。
【０１１９】
　アルカジエニル:4～6個または4～8個の炭素原子及び任意の位置に2つの二重結合を有し
ている不飽和の直鎖または分岐状炭化水素基。
【０１２０】
　アルキニル及び複合基中のアルキニル部分:2～4個、2～6個または2～8個の炭素原子及
び任意の位置に1または2つの三重結合を有する直鎖または分岐状炭化水素基、例えばエチ
ニル、1-プロピニル、2-プロピニル、1-ブチニル、2-ブチニル、3-ブチニル、1-メチル-2
-プロピニル、1-ペンチニル、2-ペンチニル、3-ペンチニル、4-ペンチニル、1-メチル-2-
ブチニル、1-メチル-3-ブチニル、2-メチル-3-ブチニル、3-メチル-1-ブチニル、1,1-ジ
メチル-2-プロピニル、1-エチル-2-プロピニル、1-ヘキシニル、2-ヘキシニル、3-ヘキシ
ニル、4-ヘキシニル、5-ヘキシニル、1-メチル-2-ペンチニル、1-メチル-3-ペンチニル、
1-メチル-4-ペンチニル、2-メチル-3-ペンチニル、2-メチル-4-ペンチニル、3-メチル-1-
ペンチニル、3-メチル-4-ペンチニル、4-メチル-1-ペンチニル、4-メチル-2-ペンチニル
、1,1-ジメチル-2-ブチニル、1,1-ジメチル-3-ブチニル、1,2-ジメチル-3-ブチニル、2,2
-ジメチル-3-ブチニル、3,3-ジメチル-1-ブチニル、1-エチル-2-ブチニル、1-エチル-3-
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ブチニル、2-エチル-3-ブチニル及び1-エチル-1-メチル-2-プロピニルのようなC2-C6-ア
ルキニル。
【０１２１】
　ハロアルキニル:ハロアルキルの項目で上記したように、これらの基中の水素原子の一
部または全部がハロゲン原子、特にフッ素、塩素または臭素で置換されている上に定義さ
れている通りのアルキニル。
【０１２２】
　シクロアルキル及び複合基中のシクロアルキル部分:3～8個、特に3～6個の炭素環員を
有する単環式または二環式飽和炭化水素基、例えばシクロプロピル、シクロブチル、シク
ロペンチル、シクロヘキシルのようなC3-C6-シクロアルキル。
【０１２３】
　ハロシクロアルキル:ハロアルキルの項目で上記したように、これらの基中の水素原子
の一部または全部がハロゲン原子、特にフッ素、塩素または臭素で置換されている上に定
義されている通りのシクロアルキル。
【０１２４】
　シクロアルケニル:好ましくは3～8個、または4～6個、特に5～6個の炭素環員を有する
単環式モノ不飽和炭化水素基、例えばシクロペンテン-1-イル、シクロペンテン-3-イル、
シクロヘキセン-1-イル、シクロヘキセン-3-イル、シクロヘキセン-4-イル等。
【０１２５】
　ハロシクロアルケニル:ハロアルキルの項目で上記したように、これらの基中の水素原
子の一部または全部がハロゲン原子、特にフッ素、塩素または臭素で置換されている上に
定義されている通りのシクロアルケニル。
【０１２６】
　アルコキシ:酸素を介して結合されており、好ましくは1～8個、より好ましくは2～6個
の炭素原子を有している上に定義されている通りのアルキル基、その例はメトキシ、エト
キシ、n-プロポキシ、1-メチルエトキシ、ブトキシ、1-メチルプロポキシ、2-メチルプロ
ポキシまたは1,1-ジメチルエトキシ、並びにペントキシ、1-メチルブトキシ、2-メチルブ
トキシ、3-メチルブトキシ、1,1-ジメチルプロポキシ、1,2-ジメチルプロポキシ、2,2-ジ
メチルプロポキシ、1-エチルプロポキシ、ヘキソキシ、1-メチルペントキシ、2-メチルペ
ントキシ、3-メチルペントキシ、4-メチルペントキシ、1,1-ジメチルブトキシ、1,2-ジメ
チルブトキシ、1,3-ジメチルブトキシ、2,2-ジメチルブトキシ、2,3-ジメチルブトキシ、
3,3-ジメチルブトキシ、1-エチルブトキシ、2-エチルブトキシ、1,1,2-トリメチルプロポ
キシ、1,2,2-トリメチルプロポキシ、1-エチル-1-メチルプロポキシまたは1-エチル-2-メ
チルプロポキシ。
【０１２７】
　ハロアルコキシ:ハロアルキルの項目で上記したように、これらの基中の水素原子の一
部または全部がハロゲン原子、特にフッ素、塩素または臭素で置換されている上に定義さ
れている通りのアルコキシ。その例はOCH2F、OCHF2、OCF3、OCH2Cl、OCHCl2、OCCl3、ク
ロロフルオロメトキシ、ジクロロフルオロメトキシ、クロロジフルオロメトキシ、2-フル
オロエトキシ、2-クロロエトキシ、2-ブロモエトキシ、2-ヨードエトキシ、2,2-ジフルオ
ロエトキシ、2,2,2-トリフルオロエトキシ、2-クロロ-2-フルオロエトキシ、2-クロロ-2,
2-ジフルオロエトキシ、2,2-ジクロロ-2-フルオロエトキシ、2,2,2-トリクロロエトキシ
、OC2F5、2-フルオロプロポキシ、3-フルオロプロポキシ、2,2-ジフルオロプロポキシ、2
,3-ジフルオロプロポキシ、2-クロロプロポキシ、3-クロロプロポキシ、2,3-ジクロロプ
ロポキシ、2-ブロモプロポキシ、3-ブロモプロポキシ、3,3,3-トリフルオロプロポキシ、
3,3,3-トリクロロプロポキシ、OCH2-C2F5、OCF2-C2F5、1-(CH2F)-2-フルオロエトキシ、1
-(CH2Cl)-2-クロロエトキシ、1-(CH2Br)-2-ブロモエトキシ、4-フルオロブトキシ、4-ク
ロロブトキシ、4-ブロモブトキシまたはノナフルオロブトキシ;並びに5-フルオロペント
キシ、5-クロロペントキシ、5-ブロモペントキシ、5-ヨードペントキシ、ウンデカフルオ
ロペントキシ、6-フルオロヘキソキシ、6-クロロヘキソキシ、6-ブロモヘキソキシ、6-ヨ
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ードヘキソキシまたはドデカフルオロヘキソキシ。
【０１２８】
　アルキレン:CH2基の二価直鎖。(C1-C6)-アルキレンが好ましく、(C2-C4)-アルキレンが
より好ましい。更に、(C1-C3)-アルキレン基を使用することが好ましいことがある。好ま
しいアルキレン基の例はCH2、CH2CH2、CH2CH2CH2、CH2(CH2)2CH2、CH2(CH2)3CH2、及びCH

2(CH2)4CH2である。
【０１２９】
　1、2、3または4個のO、N及びSからなる群から選択されるヘテロ原子を含有し、炭素原
子を介して、または存在するならぱ窒素原子を介して結合され得る3、4、5、6、7、8、9
または10員の飽和または部分不飽和のヘテロ環。本発明によれば、当該ヘテロ環が炭素を
介して結合され得ることが好ましいことがある。一方、ヘテロ環が窒素を介して結合され
得ることが好ましいことがある。特に、
-環員として1または2個のO、N及びSからなる群から選択されるヘテロ原子を含有している
3または4員飽和ヘテロ環(以下、ヘテロシクリルとも称する);
-環員として1、2、3または4個のO、N及びSからなる群から選択されるヘテロ原子を含有し
ている5または6員の飽和または部分不飽和のヘテロ環:例えば、炭素環員に加えて1、2ま
たは3個の窒素原子及び/また1個の酸素または硫黄原子、または1または2個の酸素及び/ま
たは硫黄原子を含有している単環式飽和または部分不飽和ヘテロ環、例えば2-テトラヒド
ロフラニル、3-テトラヒドロフラニル、2-テトラヒドロチエニル、3-テトラヒドロチエニ
ル、2-ピロリジニル、3-ピロリジニル、3-イソオキサゾリジニル、4-イソオキサゾリジニ
ル、5-イソオキサゾリジニル、3-イソチアゾリジニル、4-イソチアゾリジニル、5-イソチ
アゾリジニル、3-ピラゾリジニル、4-ピラゾリジニル、5-ピラゾリジニル、2-オキサゾリ
ジニル、4-オキサゾリジニル、5-オキサゾリジニル、2-チアゾリジニル、4-チアゾリジニ
ル、5-チアゾリジニル、2-イミダゾリジニル、4-イミダゾリジニル、1,2,4-オキサジアゾ
リジン-3-イル、1,2,4-オキサジアゾリジン-5-イル、1,2,4-チアジアゾリジン-3-イル、1
,2,4-チアジアゾリジン-5-イル、1,2,4-トリアゾリジン-3-イル、1,3,4-オキサジアゾリ
ジン-2-イル、1,3,4-チアジアゾリジン-2-イル、1,3,4-トリアゾリジン-2-イル、2,3-ジ
ヒドロフラ-2-イル、2,3-ジヒドロフラ-3-イル、2,4-ジヒドロフラ-2-イル、2,4-ジヒド
ロフラ-3-イル、2,3-ジヒドロチエン-2-イル、2,3-ジヒドロチエン-3-イル、2,4-ジヒド
ロチエン-2-イル、2,4-ジヒドロチエン-3-イル、2-ピロリン-2-イル、2-ピロリン-3-イル
、3-ピロリン-2-イル、3-ピロリン-3-イル、2-イソオキサゾリン-3-イル、3-イソオキサ
ゾリン-3-イル、4-イソオキサゾリン-3-イル、2-イソオキサゾリン-4-イル、3-イソオキ
サゾリン-4-イル、4-イソオキサゾリン-4-イル、2-イソオキサゾリン-5-イル、3-イソオ
キサゾリン-5-イル、4-イソオキサゾリン-5-イル、2-イソチアゾリン-3-イル、3-イソチ
アゾリン-3-イル、4-イソチアゾリン-3-イル、2-イソチアゾリン-4-イル、3-イソチアゾ
リン-4-イル、4-イソチアゾリン-4-イル、2-イソチアゾリン-5-イル、3-イソチアゾリン-
5-イル、4-イソチアゾリン-5-イル、2,3-ジヒドロピラゾル-1-イル、2,3-ジヒドロピラゾ
ル-2-イル、2,3-ジヒドロピラゾル-3-イル、2,3-ジヒドロピラゾル-4-イル、2,3-ジヒド
ロピラゾル-5-イル、3,4-ジヒドロピラゾル-1-イル、3,4-ジヒドロピラゾル-3-イル、3,4
-ジヒドロピラゾル-4-イル、3,4-ジヒドロピラゾル-5-イル、4,5-ジヒドロピラゾル-1-イ
ル、4,5-ジヒドロピラゾル-3-イル、4,5-ジヒドロピラゾル-4-イル、4,5-ジヒドロピラゾ
ル-5-イル、2,3-ジヒドロオキサゾル-2-イル、2,3-ジヒドロオキサゾル-3-イル、2,3-ジ
ヒドロオキサゾル-4-イル、2,3-ジヒドロオキサゾル-5-イル、3,4-ジヒドロオキサゾル-2
-イル、3,4-ジヒドロオキサゾル-3-イル、3,4-ジヒドロオキサゾル-4-イル、3,4-ジヒド
ロオキサゾル-5-イル、3,4-ジヒドロオキサゾル-2-イル、3,4-ジヒドロオキサゾル-3-イ
ル、3,4-ジヒドロオキサゾル-4-イル、2-ピペリジニル、3-ピペリジニル、4-ピペリジニ
ル、1,3-ジオキサン-5-イル、2-テトラヒドロピラニル、4-テトラヒドロピラニル、2-テ
トラヒドロチエニル、3-ヘキサヒドロピリダジニル、4-ヘキサヒドロピリダジニル、2-ヘ
キサヒドロピリミジニル、4-ヘキサヒドロピリミジニル、5-ヘキサヒドロピリミジニル、
2-ピペラジニル、1,3,5-ヘキサヒドロトリアジン-2-イル及び1,2,4-ヘキサヒドロトリア
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ジン-3-イル、並びに対応する-イリデン基;
-環員として1、2、3または4個のO、N及びSからなる群から選択されるヘテロ原子を含有し
ている7員飽和または部分不飽和ヘテロ環:例えば、炭素環員に加えて1、2または3個の窒
素原子及び/または1個の酸素または硫黄原子、または1または2個の酸素及び/または硫黄
原子を含有している7環員を有する単環式及び二環式ヘテロ環、例えば2,3,4,5-テトラヒ
ドロ[1H]アゼピン-1-、-2-、-3-、-4-、-5-、-6-または-7-イル、3,4,5,6-テトラヒドロ[
2H]アゼピン-2-、-3-、-4-、-5-、-6-または-7-イル、2,3,4,7-テトラヒドロ[1H]アゼピ
ン-1-、-2-、-3-、-4-、-5-、-6-または-7-イル、2,3,6,7-テトラヒドロ[1H]アゼピン-1-
、-2-、-3-、-4-、-5-、-6-または-7-イル、ヘキサヒドロアゼピン-1-、-2-、-3-または-
4-イルのようなテトラ-及びヘキサヒドロアゼピニル、2,3,4,5-テトラヒドロ[1H]オキセ
ピン-2-、-3-、-4-、-5-、-6-または-7-イル;2,3,4,7-テトラヒドロ[1H]オキセピン-2-、
-3-、-4-、-5-、-6-または-7-イル、2,3,6,7-テトラヒドロ[1H]オキセピン-2-、-3-、-4-
、-5-、-6-または-7-イル、ヘキサヒドロアゼピン-1-、-2-、-3-または-4-イル、テトラ-
及びヘキサヒドロ-1,3-ジアゼピニル、テトラ-及びヘキサヒドロ-1,4-ジアゼピニル、テ
トラ-及びヘキサヒドロ-1,3-オキサゼピニル、テトラ-及びヘキサヒドロ-1,4-オキサゼピ
ニル、テトラ-及びヘキサヒドロ-1,3-ジオキセピニル、テトラ-及びヘキサヒドロ-1,4-ジ
オキセピニルのようなテトラ-及びヘキサヒドロオキセピニル、並びに対応する-イリデン
基。
【０１３０】
　1、2、3または4個のO、N及びSからなる群から選択されるヘテロ原子を含有している5、
6、7、8、9または10員芳香族ヘテロ環、特に1、2、3または4個のO、N及びSからなる群か
ら選択されるヘテロ原子を含有している5または6員芳香族単環式または二環式ヘテロ環。
当該ヘテロ環は炭素原子を介して、または存在するならぱ窒素原子を介して結合され得る
。本発明によれば、当該ヘテロ環が炭素を介して結合されていることが好ましいことがあ
る。一方、ヘテロ環が窒素を介して結合されていることが好ましいことがある。ヘテロ環
は、特に
-1、2、3または4個の窒素原子、または1、2または3個の窒素原子及び/または1個の硫黄ま
たは酸素原子を含有し、炭素または存在するならば窒素を介して結合され得る5員ヘテロ
アリール:炭素原子に加えて、環員として1～4個の窒素原子、または1、2または3個の窒素
原子及び/または1個の硫黄または酸素原子を含有し得る5員ヘテロアリール基、例えばフ
リル、チエニル、ピロリル、ピラゾリル、イミダゾリル、トリアゾリル(1,2,3-;1,2,4-ト
リアゾリル)、テトラゾリル、オキサゾリル、イソオキサゾリル、1,3,4-オキサジアゾリ
ル、チアゾリル、イソチアゾリル及びチアジアゾリル、特に2-フリル、3-フリル、2-チエ
ニル、3-チエニル、2-ピロリル、3-ピロリル、3-イソオキサゾリル、4-イソオキサゾリル
、5-イソオキサゾリル、3-イソチアゾリル、4-イソチアゾリル、5-イソチアゾリル、3-ピ
ラゾリル、4-ピラゾリル、5-ピラゾリル、2-オキサゾリル、4-オキサゾリル、5-オキサゾ
リル、2-チアゾリル、4-チアゾリル、5-チアゾリル、2-イミダゾリル、4-イミダゾリル、
1,2,4-オキサジアゾル-3-イル、1,2,4-オキサジアゾル-5-イル、1,2,4-チアジアゾル-3-
イル、1,2,4-チアジアゾル-5-イル、1,2,4-トリアゾル-3-イル、1,3,4-オキサジアゾル-2
-イル、1,3,4-チアジアゾル-2-イル及び1,3,4-トリアゾル-2-イル;
-1、2、3または4個、好ましくは1、2または3個の窒素原子を含有し、炭素または存在する
ならば窒素を介して結合され得る6員ヘテロアリール:炭素原子に加えて環員として1～4個
、または1、2または3個の窒素原子を含有している6員ヘテロアリール基、例えばピリジニ
ル、ピリミジニル、ピラジニル、ピリダジニル、1,2,3-トリアジニル、1,2,4-トリアジニ
ル、1,3,5-トリアジニル、特に2-ピリジニル、3-ピリジニル、4-ピリジニル、3-ピリダジ
ニル、4-ピリダジニル、2-ピリミジニル、4-ピリミジニル、5-ピリミジニル、2-ピラジニ
ル、1,3,5-トリアジン-2-イル及び1,2,4-トリアジン-3-イル;
である。
【０１３１】
　本発明の新規化合物はキラル中心を含有しており、通常ラセミ化合物の形態で、または
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エリトロ及びトレオ形のジアステレオマー混合物として得られる。本発明の化合物のエリ
トロ及びトレオジアステレオマーは、例えば溶解度の違いに基づいてまたはカラムクロマ
トグラフィーにより純粋な形態で分離、単離され得る。公知の方法を用いて、ジアステレ
オマーの均一な対を使用して均一なエナンチオマーを得ることができる。合成において得
られる均一なジアステレオマーまたはエナンチオマー及びその混合物が抗菌剤として使用
するのに適している。このことは殺真菌組成物にも同様に当てはまる。
【０１３２】
　従って、本発明は純粋なエナンチオマーまたはジアステレオマー及びその混合物を提供
する。このことは、式Iを有する本発明の化合物及び適当ならばその前駆体にも当てはま
る。特に、本発明の範囲は、キラル中心を有している本発明の化合物の(R)及び(S)異性体
並びにラセミ化合物、特に式IまたはIIを有しているものを含む。本発明の適当な化合物
、特に式IまたはIIを有している化合物はすべての考えられる立体異性体(シス/トランス
異性体)及びその混合物をも包含する。
【０１３３】
　本発明の化合物、特に式IまたはIIを有する化合物は、その生物学的特性が異なり得る
各種結晶変態で存在し得る。これらも本発明の範囲に包含される。
【０１３４】
　本発明の化合物Iにおいて、それぞれそれ自身または組合せた以下の置換基の意味が特
に好ましい。本発明によれば、Bは2位に1個の置換基L及び1、2または3個の追加の独立し
て選択される置換基Lを含有しているフェニルである。好ましい実施形態によれば、Bは基
B-1:

【化３４】

【０１３５】
(式中、
　#はフェニル環のオキシラン環への結合点を示し;
　L1はハロゲン、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロ
アルコキシ及びC1-C4-ハロアルキルチオからなる群から選択され、好ましくはF、Cl、メ
チル、エチル、メトキシ、エトキシ、CF3、CHF2、OCF3、OCHF2及びSCF3からなる群から選
択され;
　L2はハロゲン、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロ
アルコキシ及びC1-C4-ハロアルキルチオからなる群から選択され、好ましくはF、Cl、メ
チル、エチル、メトキシ、エトキシ、CF3、CHF2、OCF3、OCHF2及びSCF3からなる群から選
択され;
　L3は独立してハロゲン、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1
-C4-ハロアルコキシ及びC1-C4-ハロアルキルチオからなる群から選択され、好ましくはF
、Cl、メチル、エチル、メトキシ、エトキシ、CF3、CHF2、OCF3、OCHF2及びSCF3からなる
群から選択され;
　mは0、1または2である)
である。
【０１３６】
　好ましい実施形態によれば、L1はFである。別の好ましい実施形態によれば、L1はClで
ある。更に好ましい実施形態によれば、L1はメチルである。なお更に好ましい実施形態に
よれば、L1はメトキシである。なお更に好ましい実施形態によれば、L1はCF3である。な
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れば、本発明の式Iを有する化合物中のBは2位にF、Cl、CH3、OCH3、CF3、CHF2、OCF3及び
OCHF2からなる群から選択される置換基及び1または2個の追加の独立して選択される置換
基Lを含有しているフェニルである。
【０１３７】
　好ましい実施形態によれば、L2はFである。別の好ましい実施形態によれば、L2はClで
ある。更に好ましい実施形態によれば、L2はメチルである。なお更に好ましい実施形態に
よれば、L2はメトキシである。なお更に好ましい実施形態によれば、L2はCF3である。な
お更に好ましい実施形態によれば、L2はOCF3またはOCHF2である。
【０１３８】
　好ましい実施形態によれば、L3はFである。別の好ましい実施形態によれば、L3はClで
ある。更に好ましい実施形態によれば、L3はメチルである。なお更に好ましい実施形態に
よれば、L3はメトキシである。なお更に好ましい実施形態によれば、L3はCF3である。な
お更に好ましい実施形態によれば、L3はOCF3またはOCHF2である。
【０１３９】
　好ましい実施形態によれば、n=0;すなわち、Bはジ置換フェニル環である。好ましい態
様によれば、Bは2,3-ジ置換フェニル環である。更に好ましい態様によれば、フェニル環B
は2,4-ジ置換されている。なお更に好ましい態様によれば、フェニル環Bは2,5-ジ置換さ
れている。なお更に好ましい態様によれば、フェニル環は2,6-ジ置換されている。
【０１４０】
　Bは2位に1個の置換基L及び正確に1個の追加の置換基Lを含有しているフェニルであり、
Lはそれぞれ独立してF、Br、シアノ、ニトロ、シアナト(OCN)、C1-C8-アルキル、C1-C8-
ハロアルキル、フェニル-C1-C6-アルキルオキシ、C2-C8-アルケニル、C2-C8-ハロアルケ
ニル、C2-C8-アルキニル、C2-C8-ハロアルキニル、C4-C10-アルカジエニル、C4-C10-ハロ
アルカジエニル、C1-C8-アルコキシ、C1-C8-ハロアルコキシ、C1-C8-アルキルカルボニル
オキシ、C1-C8-アルキルスルホニルオキシ、C2-C8-アルケニルオキシ、C2-C8-ハロアルケ
ニルオキシ、C2-C8-アルキニルオキシ、C2-C8-ハロアルキニルオキシ、C3-C8-シクロアル
キル、C3-C8-ハロシクロアルキル、C3-C8-シクロアルケニル、C3-C8-ハロシクロアルケニ
ル、C3-C8-シクロアルコキシ、C3-C6-シクロアルケニルオキシ、ヒドロキシイミノ-C1-C8
-アルキル、C1-C6-アルキレン、オキシ-C2-C4-アルキレン、オキシ-C1-C3-アルキレンオ
キシ、C1-C8-アルコキシイミノ-C1-C8-アルキル、C2-C8-アルケニルオキシイミノ-C1-C8-
アルキル、C2-C8-アルキニルオキシイミノ-C1-C8-アルキル、S(=O)nA

1、C(=O)A2、C(=S)A
2、NA3A4(ここで、n、A1、A2、A3、A4は本明細書中で定義されている通りである)、フェ
ニル、フェニルオキシ、及び1、2、3または4個のO、N及びSからなる群から選択されるヘ
テロ原子を含有している5または6員飽和、部分不飽和または芳香族ヘテロ環からなる群か
ら選択される。
【０１４１】
　更に好ましい実施形態によれば、m=1;すなわち、Bはトリ置換フェニル環である。好ま
しい態様によれば、フェニル環Bは2,3,5-トリ置換されている。別の好ましい更なる態様
によれば、フェニル環Bは2,3,4-トリ置換されている。なお更に好ましい実施形態によれ
ば、フェニル環Bは2,4,5-トリ置換されている。
【０１４２】
　Bが2位に置換基L1及び4位に置換基L＊を含有しているフェニル、すなわち
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【０１４３】
(式中、#はフェニル環のオキシラン環への結合点であり;L1はLの意味を有している)
である式Iを有する化合物が好ましい。Lについて好ましいと挙げられている意味がL＊に
ついても好ましいと見なされるが、ただし塩素ではない。
【０１４４】
　更に、Bが2位に置換基L1及び3、5または6位に追加の置換基Lを含有しているフェニル、
すなわち
【化３６】

【０１４５】
(式中、#はフェニル環のオキシラン環への結合点であり;L1はLの意味を有している)
である式Iを有する化合物が好ましい。
【０１４６】
　更に、Bが2位に置換基L1及び2個の追加の置換基Lを含有しているフェニル、すなわち

【化３７】

【０１４７】
(式中、#はフェニル環のオキシラン環への結合点であり;L1はLの意味を有している)
である式Iを有する化合物が好ましい。
【０１４８】
　更に、Bが2位に置換基L1及び3個の追加の置換基Lを含有しているフェニル、すなわち
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【化３８】

【０１４９】
(式中、#はフェニル環のオキシラン環への結合点であり;L1はLの意味を有している)
である式Iを有する化合物が好ましい。
【０１５０】
　好ましい実施形態によれば、BはフェニルB-6:

【化３９】

【０１５１】
(式中、
#はフェニル環のオキシラン環への結合点であり;
L-m1、L-p、L-m2及びL-o2がすべて同時に水素でない条件で、
L-o1はLであり、
L-m1はLまたは水素であり、
L-pはL＊または水素であり、
L-m2はLまたは水素であり、
L-o2はLまたは水素である)
である。
【０１５２】
L-o1は、好ましくはF、Cl、CH3、C2H5、CF3、OCH3、OC2H5、OCF3、OCHF2、SCF3、特に好
ましくはF、Cl、CH3、OCH3、CF3、CHF2、OCF3及びOCHF2、特に好ましくはF、Cl、CH3であ
る。
【０１５３】
L-m1は、好ましくは水素、F、Cl、CH3、C2H5、CF3、OCH3、OC2H5、OCF3、OCHF2、SCF3、
特に好ましくは水素、F、Cl、CH3、OCH3、CF3、CHF2、OCF3及びOCHF2、特に好ましくは水
素、F、Cl、CH3である。
【０１５４】
L-pは、好ましくは水素、F、CH3、C2H5、CF3、OCH3、OC2H5、OCF3、OCHF2、SCF3、特に好
ましくは水素、F、CH3、OCH3、CF3、CHF2、OCF3及びOCHF2、特に好ましくはF、CH3である
。
【０１５５】
L-m2は、好ましくは水素、F、Cl、CH3、C2H5、CF3、OCH3、OC2H5、OCF3、OCHF2、SCF3、
特に好ましくは水素、F、Cl、CH3、特に好ましくは水素である。
【０１５６】
L-o2は、好ましくは水素、F、Cl、CH3、C2H5、CF3、OCH3、OC2H5、OCF3、OCHF2、SCF3、
特に好ましくは水素、F、Cl、CH3、特に好ましくは水素である。
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【０１５７】
L-m2及びL-o2が水素であるB-6の意味が特に好ましい。
【０１５８】
　Lについて好ましいと挙げられている意味がL＊についても好ましいと見なされるが、た
だし塩素ではない。
【０１５９】
　特に好ましい実施形態によれば、それぞれ独立して選択される置換基LはF、Cl、CH3、O
CH3、CF3、CHF2、OCF3及びOCHF2からなる群から選択されるが、Bの4位のLは塩素でない。
【０１６０】
　更に好ましい実施形態によれば、AはC1-C8-ハロアルキル、特にCF3である。
【０１６１】
　更なる実施形態によれば、Aは未置換フェニルである。
【０１６２】
　なお更なる実施形態によれば、Aは1、2、3または4個、特に1、2または3個の独立して選
択される置換基Lを含有しているフェニルである。
【０１６３】
　更なる実施形態によれば、フェニル環は置換基Lでモノ置換されており、この実施形態
の具体的態様によればLはフェニル環のオキシラン環への結合点に対してパラ位に位置し
ている。
【０１６４】
　更なる実施形態によれば、フェニル環は2個の独立して選択される置換基Lによりジ置換
されている。本発明の更なる実施形態によれば、Aはパラ位に置換基Lを含有し、更に追加
の独立して選択される置換基Lを有しているフェニル環である。1つの態様によれば、フェ
ニル環は2,4-ジ置換されている。更なる態様によれば、フェニル環は3,4-ジ置換されてい
る。
【０１６５】
　本発明の更なる実施形態によれば、Aはパラ位に置換基Lを含有し、更に2個の追加の独
立して選択される置換基Lを含有しているフェニル環である。1つの態様によれば、フェニ
ル環は2,3,4-トリ置換されている。なお更なる態様によれば、フェニル環は2,4,6-トリ置
換されている。
【０１６６】
　他の方法で示されていない限り、Lは独立して以下の意味を有している。
【０１６７】
　1つの実施形態によれば、Lは独立してハロゲン、シアノ、ニトロ、シアナト(OCN)、C1-
C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロアルコキシ、C3-C6-
シクロアルキル、C3-C6-ハロシクロアルキル、S-A1、C(=O)A2、C(=S)A2、NA3A4

(ここで、
　　A1は水素、ヒドロキシル、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキルであり、
　　A2はA1について挙げた基の1つ、或いはC1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロアルコキシ、C

3-C6-シクロアルキル、C3-C6-ハロシクロアルキル、C3-C6-シクロアルコキシまたはC3-C6
-ハロシクロアルコキシであり、
　　A1及びA2は相互に独立して水素、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキルである)
からなる群から選択され、Lの基定義の一部についての脂肪族及び/または脂環式基は1、2
、3または4個の同一または異なる基RL

(ここで、RLはハロゲン、シアノ、ニトロ、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4
-アルコキシ、C1-C4-ハロアルコキシ、C3-C6-シクロアルキル、C3-C6-ハロシクロアルキ
ル、アミノ、C1-C8-アルキルアミノ、ジ-C1-C8-アルキルアミノである)
を有し得る。
【０１６８】
　更に好ましくは、Lは独立してハロゲン、NO2、アミノ、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロア
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アルキルアミノ、チオ及びC1-C4-アルキルチオからなる群から選択される。
【０１６９】
　更に好ましくは、Lは独立してハロゲン、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4
-アルコキシ、C1-C4-ハロアルコキシ及びC1-C4-ハロアルキルチオからなる群から選択さ
れる。
【０１７０】
　更に好ましい実施形態によれば、Lは独立してF、Cl、Br、CH3、C2H5、i-C3H7、t-C4H9
、OCH3、OC2H5、CF3、CCl3、CHF2、CClF2、OCF3、OCHF2及びSCF3からなる群から選択され
、特にF、Cl、CH3、C2H5、OCH3、OC2H5、CF3、CHF2、OCF3、OCHF2及びSCF3からなる群か
ら選択され、特にF、Cl、CH3、C2H5、CF3、OCH3、OC2H5、OCF3、OCHF2及びSCF3からなる
群から選択される。1つの態様によれば、Lは独立してF、Cl、CH3、OCH3、CF3、OCF3及びO
CHF2からなる群から選択される。Lが独立してFまたはClであることが好ましいことがある
。
【０１７１】
　化合物Iについての可変部A、B及びLの上記した意味は、他の方法での指示がない限り本
発明の化合物の中間体に対しても同様に当てはまる。
【０１７２】
　本発明の1つの実施形態によれば、Dは基SR(ここで、Rは水素である)である(化合物I-1)
。更なる実施形態によれば、Dは基SR(ここで、RはC1-C4-アルキル、特にメチルまたはエ
チル、好ましくはメチルである)である。
【０１７３】
　本発明の更なる実施形態によれば、Dは基SR{ここで、RはC(=O)R3(ここで、R3はNA3A4(
ここで、A3及びA4は相互に独立して水素またはC1-C8-アルキルである)である)である}で
ある。
【０１７４】
　本発明の更なる実施形態によれば、Dは基SR{ここで、RはC(=O)R3(ここで、R3は水素、C

1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロアルコキシ、フェ
ニルまたはベンジルである)である}である。その具体的態様によれば、R3は水素である。
その更なる態様によれば、R3はC1-C4-アルキル、特にメチルまたはエチル、好ましくはメ
チルである。なお更なる態様によれば、R3はC1-C4-ハロアルキル、特にトリフルオロメチ
ルである。なお更なる態様によれば、R3はC1-C4-アルコキシ、特にメトキシまたはエトキ
シである。
【０１７５】
　本発明の更なる実施形態によれば、Dは基SR{ここで、RはC(=O)R3(ここで、R3は(C1-C4)
アルキルアミノ、ジ(C1-C4)アルキルアミノまたはフェニルアミノである)である}である
。その1つの態様によれば、R3はメチルアミノ、ジメチルアミノ、エチルアミノ、ジエチ
ルアミノまたはフェニルアミノである。
【０１７６】
　本発明の更なる実施形態によれば、Dは基SR(ここで、RはCNである)である。
【０１７７】
　本発明の更なる実施形態によれば、Dは基SR{ここで、RはSO2R

4(ここで、R4はC1-C4-ア
ルキル、フェニル-C1-C4-アルキルまたはフェニルであり、前記フェニル基はそれぞれ未
置換であるかまたは1、2または3個のハロゲン及びC1-C4-アルキルからなる群から独立し
て選択される基で置換されている)である}である。
【０１７８】
　本発明の更なる実施形態によれば、Dは基SM{ここで、Mはアルカリ金属カチオン、アル
カリ土類金属カチオンの当量、銅、亜鉛、鉄またはニッケルカチオンの当量、または式(E
):
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【０１７９】
(式中、
Z1及びZ2は相互に独立して水素またはC1-C4-アルキルであり、
Z3及びZ4は相互に独立して水素、C1-C4-アルキル、ベンジルまたはフェニルである)
を有するアンモニウムカチオンである}
である。
【０１８０】
　1つの実施形態によれば、MはNa、1/2 Cu、1/3 Fe、HN(CH3)3、HN(C2H5)3、N(CH3)4、ま
たはH2N(C3H7)2、特にNa、1/2 Cu、HN(CH3)3、またはHN(C2H5)3、特にNa、1/2 Cu、HN(CH

3)3、またはHN(C2H5)3である。
【０１８１】
　本発明の更なる実施形態によれば、Dは基DI:

【化４１】

【０１８２】
(式中、A及びBは本明細書中に独立して定義されている通りであり、または好ましく定義
されている通りである)
である(化合物I-2)。
【０１８３】
　好ましくは、化合物I-2中の両方のA及び両方のBが同一の意味を有している。
【０１８４】
　本発明の更なる実施形態によれば、Dは基DII(ここで、#はトリアゾリル環への結合点で
あり、Q、R1及びR2は本明細書中に定義されている通りであり、または好ましく定義され
ている通りである)である。
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【化４２】

【０１８５】
　特にその使用の目的で、以下の表1a～162a及び表1b～162bに列挙されている本発明の化
合物Iが好ましい。表中に置換基に対して挙げられている基は更にそれ自体、挙げられて
いる組合せとは無関係に当該置換基の特に好ましい態様である。
【０１８６】
　表1a
Bが2,3-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する
化合物I(化合物I.1aA-1～I.1aA-2295)
　表2a
Bが2,4-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する
化合物I(化合物I.2aA-1～I.2aA-2295)
　表3a
Bが2,5-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する
化合物I(化合物I.3aA-1～I.3aA-2295)
　表4a
Bが2,6-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する
化合物I(化合物I.4aA-1～I.4aA-2295)
　表5a
Bが2-フルオロ-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.5aA-1～I.5aA-2295)
　表6a
Bが2-フルオロ-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.6aA-1～I.6aA-2295)
　表7a
Bが2-フルオロ-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.7aA-1～I.7aA-2295)
　表8a
Bが2-フルオロ-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.8aA-1～I.8aA-2295)
　表9a
Bが2-クロロ-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.9aA-1～I.9aA-2295)
　表10a
Bが2-クロロ-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.10aA-1～I.10aA-2295)
　表11a
Bが2-クロロ-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
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する化合物I(化合物I.11aA-1～I.11aA-2295)
　表12a
Bが2-メチル-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.12aA-1～I.12aA-2295)
　表13a
Bが2-メチル-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.13aA-1～I.13aA-2295)
　表14a
Bが2-メチル-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.14aA-1～I.14aA-2295)
　表15a
Bが2-メチル-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.15aA-1～I.15aA-2295)
　表16a
Bが2-フルオロ-3-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.16aA-1～I.16aA-2295)
　表17a
Bが2-フルオロ-4-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.17aA-1～I.17aA-2295)
　表18a
Bが2-フルオロ-5-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.18aA-1～I.18aA-2295)
　表19a
Bが2-エチル-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.19aA-1～I.19aA-2295)
　表20a
Bが2-エチル-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.20aA-1～I.20aA-2295)
　表21a
Bが2-エチル-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.21aA-1～I.21aA-2295)
　表22a
Bが2-エチル-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.22aA-1～I.22aA-2295)
　表23a
Bが2-フルオロ-3-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.23aA-1～I.23aA-2295)
　表24a
Bが2-フルオロ-4-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.24aA-1～I.24aA-2295)
　表25a
Bが2-メトキシ-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相
当する化合物I(化合物I.25aA-1～I.25aA-2295)
　表26a
Bが2-メトキシ-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相
当する化合物I(化合物I.26aA-1～I.26aA-2295)
　表27a
Bが2-メトキシ-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相
当する化合物I(化合物I.27aA-1～I.27aA-2295)
　表28a
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Bが2-メトキシ-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相
当する化合物I(化合物I.28aA-1～I.28aA-2295)
　表29a
Bが2-フルオロ-3-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相
当する化合物I(化合物I.29aA-1～I.29aA-2295)
　表30a
Bが2-フルオロ-4-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相
当する化合物I(化合物I.30aA-1～I.30aA-2295)
　表31a
Bが2-フルオロ-5-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相
当する化合物I(化合物I.31aA-1～I.31aA-2295)
　表32a
Bが2-(トリフルオロメチル)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.32aA-1～I.32aA-2295)
　表33a
Bが2,4,5-トリメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.33aA-1～I.33aA-2295)
　表34a
Bが2,4,6-トリメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.34aA-1～I.34aA-2295)
　表35a
Bが2-フルオロ-5-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.35aA-1～I.35aA-2295)
　表36a
Bが2-(トリフルオロメチル)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.36aA-1～I.36aA-2295)
　表37a
Bが2-(トリフルオロメチル)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.37aA-1～I.37aA-2295)
　表38a
Bが2-(トリフルオロメチル)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.38aA-1～I.38aA-2295)
　表39a
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.39aA-1～I.39aA-2295)
　表40a
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.40aA-1～I.40aA-2295)
　表41a
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.41aA-1～I.41aA-2295)
　表42a
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.42aA-1～I.42aA-2295)
　表43a
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.43aA-1～I.43aA-2295)
　表44a
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.44aA-1～I.44aA-2295)
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　表45a
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.45aA-1～I.45aA-2295)
　表46a
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.46aA-1～I.46aA-2295)
　表47a
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.47aA-1～I.47aA-2295)
　表48a
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.48aA-1～I.48aA-2295)
　表49a
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.49aA-1～I.49aA-2295)
　表50a
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.50aA-1～I.50aA-2295)
　表51a
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.51aA-1～I.51aA-2295)
　表52a
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.52aA-1～I.52aA-2295)
　表53a
Bが2-フルオロ-3-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.53aA-1～I.53aA-2295)
　表54a
Bが2-フルオロ-4-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.54aA-1～I.54aA-2295)
　表55a
Bが2-フルオロ-5-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.55aA-1～I.55aA-2295)
　表56a
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.56aA-1～I.56aA-2295)
　表57a
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.57aA-1～I.57aA-2295)
　表58a
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.58aA-1～I.58aA-2295)
　表59a
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.59aA-1～I.59aA-2295)
　表60a
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.60aA-1～I.60aA-2295)
　表61a
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
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表Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.61aA-1～I.61aA-2295)
　表62a
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.62aA-1～I.62aA-2295)
　表63a
Bが2,3,4-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.63aA-1～I.63aA-2295)
　表64a
Bが2,3,5-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.64aA-1～I.64aA-2295)
　表65a
Bが2,3,6-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.65aA-1～I.65aA-2295)
　表66a
Bが2,4,5-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.66aA-1～I.66aA-2295)
　表67a
Bが2,4,6-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.67aA-1～I.67aA-2295)
　表68a
Bが2,3-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する化
合物I(化合物I.68aA-1～I.68aA-2295)
　表69a
Bが2,4-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する化
合物I(化合物I.69aA-1～I.69aA-2295)
　表70a
Bが2,5-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する化
合物I(化合物I.70aA-1～I.70aA-2295)
　表71a
Bが2,6-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する化
合物I(化合物I.71aA-1～I.71aA-2295)
　表72a
Bが2,3-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する化
合物I(化合物I.72aA-1～I.72aA-2295)
　表73a
Bが2,4-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する化
合物I(化合物I.73aA-1～I.73aA-2295)
　表74a
Bが2,5-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する化
合物I(化合物I.74aA-1～I.74aA-2295)
　表75a
Bが2,6-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する化
合物I(化合物I.75aA-1～I.75aA-2295)
　表76a
Bが2,3-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する化
合物I(化合物I.76aA-1～I.76aA-2295)
　表77a
Bが2,4-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する化
合物I(化合物I.77aA-1～I.77aA-2295)
　表78a
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Bが2,5-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する化
合物I(化合物I.78aA-1～I.78aA-2295)
　表79a
Bが2,6-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する化
合物I(化合物I.79aA-1～I.79aA-2295)
　表80a
Bが2,3-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する
化合物I(化合物I.80aA-1～I.80aA-2295)
　表81a
Bが2,4-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する
化合物I(化合物I.81aA-1～I.81aA-2295)
　表82a
Bが2,5-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する
化合物I(化合物I.82aA-1～I.82aA-2295)
　表83a
Bが2,6-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当する
化合物I(化合物I.83aA-1～I.83aA-2295)
　表84a
Bが2,3-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの
行に相当する化合物I(化合物I.84aA-1～I.84aA-2295)
　表85a
Bが2,4-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの
行に相当する化合物I(化合物I.85aA-1～I.85aA-2295)
　表86a
Bが2,5-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの
行に相当する化合物I(化合物I.86aA-1～I.86aA-2295)
　表87a
Bが2,6-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの
行に相当する化合物I(化合物I.87aA-1～I.87aA-2295)
　表88a
Bが2,3-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つ
の行に相当する化合物I(化合物I.88aA-1～I.88aA-2295)
　表89a
Bが2,4-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つ
の行に相当する化合物I(化合物I.89aA-1～I.89aA-2295)
　表90a
Bが2,5-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つ
の行に相当する化合物I(化合物I.90aA-1～I.90aA-2295)
　表91a
Bが2,6-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つ
の行に相当する化合物I(化合物I.91aA-1～I.91aA-2295)
　表92a
Bが2,3-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの
行に相当する化合物I(化合物I.92aA-1～I.92aA-2295)
　表93a
Bが2,4-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの
行に相当する化合物I(化合物I.93aA-1～I.93aA-2295)
　表94a
Bが2,5-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの
行に相当する化合物I(化合物I.94aA-1～I.94aA-2295)
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　表95a
Bが2,6-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの
行に相当する化合物I(化合物I.95aA-1～I.95aA-2295)
　表96a
Bが2,3-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.96aA-1～I.96aA-2295)
　表97a
Bが2,4-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.97aA-1～I.97aA-2295)
　表98a
Bが2,5-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.98aA-1～I.98aA-2295)
　表99a
Bが2,6-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.99aA-1～I.99aA-2295)
　表100a
Bが2-メチル-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.100aA-1～I.100aA-2295)
　表101a
Bが2-メチル-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.101aA-1～I.101aA-2295)
　表102a
Bが2-メチル-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.102aA-1～I.102aA-2295)
　表103a
Bが2-メチル-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.103aA-1～I.103aA-2295)
　表104a
Bが2-クロロ-3-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.104aA-1～I.104aA-2295)
　表105a
Bが2-クロロ-4-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.105aA-1～I.105aA-2295)
　表106a
Bが2-クロロ-5-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.106aA-1～I.106aA-2295)
　表107a
Bが2-クロロ-3-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.107aA-1～I.107aA-2295)
　表108a
Bが2-クロロ-4-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.108aA-1～I.108aA-2295)
　表109a
Bが2-クロロ-5-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.109aA-1～I.109aA-2295)
　表110a
Bが2-エチル-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.110aA-1～I.110aA-2295)
　表111a
Bが2-エチル-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
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る化合物I(化合物I.111aA-1～I.111aA-2295)
　表112a
Bが2-エチル-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.112aA-1～I.112aA-2295)
　表113a
Bが2-エチル-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.113aA-1～I.113aA-2295)
　表114a
Bが2-メトキシ-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.114aA-1～I.114aA-2295)
　表115a
Bが2-メトキシ-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.115aA-1～I.115aA-2295)
　表116a
Bが2-メトキシ-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.116aA-1～I.116aA-2295)
　表117a
Bが2-メトキシ-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.117aA-1～I.117aA-2295)
　表118a
Bが2-クロロ-3-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.118aA-1～I.118aA-2295)
　表119a
Bが2-クロロ-4-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.119aA-1～I.119aA-2295)
　表120a
Bが2-クロロ-5-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当
する化合物I(化合物I.120aA-1～I.120aA-2295)
　表121a
Bが2-(トリフルオロメチル)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.121aA-1～I.121aA-2295)
　表122a
Bが2-(トリフルオロメチル)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.122aA-1～I.122aA-2295)
　表123a
Bが2-(トリフルオロメチル)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.123aA-1～I.123aA-2295)
　表124a
Bが2-(トリフルオロメチル)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.124aA-1～I.124aA-2295)
　表125a
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.125aA-1～I.125aA-2295)
　表126a
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.126aA-1～I.126aA-2295)
　表127a
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.127aA-1～I.127aA-2295)
　表128a
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Bが2-(トリフルオロメトキシ)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.128aA-1～I.128aA-2295)
　表129a
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.129aA-1～I.129aA-2295)
　表130a
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.130aA-1～I.130aA-2295)
　表131a
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.131aA-1～I.131aA-2295)
　表132a
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.132aA-1～I.132aA-2295)
　表133a
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.133aA-1～I.133aA-2295)
　表134a
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表A
の1つの行に相当する化合物I(化合物I.134aA-1～I.134aA-2295)
　表135a
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.135aA-1～I.135aA-2295)
　表136a
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.136aA-1～I.136aA-2295)
　表137a
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.137aA-1～I.137aA-2295)
　表138a
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.138aA-1～I.138aA-2295)
　表139a
Bが3-(ジフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.139aA-1～I.139aA-2295)
　表140a
Bが2-クロロ-3-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.140aA-1～I.140aA-2295)
　表141a
Bが2-クロロ-4-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.141aA-1～I.141aA-2295)
　表142a
Bが2-クロロ-5-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1
つの行に相当する化合物I(化合物I.142aA-1～I.142aA-2295)
　表143a
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.143aA-1～I.143aA-2295)
　表144a
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.144aA-1～I.144aA-2295)
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　表145a
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.145aA-1～I.145aA-2295)
　表146a
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.146aA-1～I.146aA-2295)
　表147a
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.147aA-1～I.147aA-2295)
　表148a
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.148aA-1～I.148aA-2295)
　表149a
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Aの1つの行に相当する化合物I(化合物I.149aA-1～I.149aA-2295)
　表150a
Bが2,3,4-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.150aA-1～I.150aA-2295)
　表151a
Bが2,3,5-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.151aA-1～I.151aA-2295)
　表152a
Bが2,3,6-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.152aA-1～I.152aA-2295)
　表153a
Bが2,4,5-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.153aA-1～I.153aA-2295)
　表154a
Bが2,4,6-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Aの1つの行に相当す
る化合物I(化合物I.154aA-1～I.154aA-2295)
　表155a
Bが2,3,4-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Aの1つの行の1つの基に相当する化
合物I(化合物I.155aA-1～I.155aA-2295)
　表156a
Bが2,3,5-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Aの1つの行の1つの基に相当する化
合物I(化合物I.156aA-1～I.156aA-2295)
　表157a
Bが2,3,6-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Aの1つの行の1つの基に相当する化
合物I(化合物I.157aA-1～I.157aA-2295)
　表158a
Bが2,4,5-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Aの1つの行の1つの基に相当する化
合物I(化合物I.158aA-1～I.158aA-2295)
　表159a
Bが2,4,6-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Aの1つの行の1つの基に相当する化
合物I(化合物I.159aA-1～I.159aA-2295)
　表160a
Bが2,3,4-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Aの1つの行の1つの基に相当する
化合物I(化合物I.160aA-1～I.160aA-2295)
　表161a
Bが2,3,5-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Aの1つの行の1つの基に相当する
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化合物I(化合物I.161aA-1～I.161aA-2295)
　表162a
Bが2,3,6-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Aの1つの行の1つの基に相当する
化合物I(化合物I.162aA-1～I.162aA-2295)。
【化４３】

【０１８７】
　表1b
両方のBが2,3-ジフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-
2(化合物I-2.1bB-1～I-2.1bB-255)
　表2b
両方のBが2,4-ジフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-
2(化合物I-2.2bB-1～I-2.2bB-255)
　表3b
両方のBが2,5-ジフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-
2(化合物I-2.3bB-1～I-2.3bB-255)
　表4b
両方のBが2,6-ジフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-
2(化合物I-2.4bB-1～I-2.4bB-255)
　表5b
両方のBが2-フルオロ-3-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.5bB-1～I-2.5bB-255)
　表6b
両方のBが2-フルオロ-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.6bB-1～I-2.6bB-255)
　表7b
両方のBが2-フルオロ-5-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.7bB-1～I-2.7bB-255)
　表8b
両方のBが2-フルオロ-6-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.8bB-1～I-2.8bB-255)
　表9b
両方のBが2-クロロ-3-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.9bB-1～I-2.9bB-255)
　表10b
両方のBが2-クロロ-4-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.10bB-1～I-2.10bB-255)
　表11b
両方のBが2-クロロ-5-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.11bB-1～I-2.11bB-255)
　表12b
両方のBが2-メチル-3-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.12bB-1～I-2.12bB-255)
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　表13b
両方のBが2-メチル-4-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.13bB-1～I-2.13bB-255)
　表14b
両方のBが2-メチル-5-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.14bB-1～I-2.14bB-255)
　表15b
両方のBが2-メチル-6-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.15bB-1～I-2.15bB-255)
　表16b
両方のBが2-フルオロ-3-メチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.16bB-1～I-2.16bB-255)
　表17b
両方のBが2-フルオロ-4-メチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.17bB-1～I-2.17bB-255)
　表18b
両方のBが2-フルオロ-5-メチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.18bB-1～I-2.18bB-255)
　表19b
両方のBが2-エチル-3-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.19bB-1～I-2.19bB-255)
　表20b
両方のBが2-エチル-4-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.20bB-1～I-2.20bB-255)
　表21b
両方のBが2-エチル-5-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.21bB-1～I-2.21bB-255)
　表22b
両方のBが2-エチル-6-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.22bB-1～I-2.22bB-255)
　表23b
両方のBが2-フルオロ-3-エチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.23bB-1～I-2.23bB-255)
　表24b
両方のBが2-フルオロ-4-エチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.24bB-1～I-2.24bB-255)
　表25b
両方のBが2-メトキシ-3-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物I-2(化合物I-2.25bB-1～I-2.25bB-255)
　表26b
両方のBが2-メトキシ-4-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物I-2(化合物I-2.26bB-1～I-2.26bB-255)
　表27b
両方のBが2-メトキシ-5-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物I-2(化合物I-2.27bB-1～I-2.27bB-255)
　表28b
両方のBが2-メトキシ-6-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物I-2(化合物I-2.28bB-1～I-2.28bB-255)
　表29b
両方のBが2-フルオロ-3-メトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
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化合物I-2(化合物I-2.29bB-1～I-2.29bB-255)
　表30b
両方のBが2-フルオロ-4-メトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物I-2(化合物I-2.30bB-1～I-2.30bB-255)
　表31b
両方のBが2-フルオロ-5-メトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物I-2(化合物I-2.31bB-1～I-2.31bB-255)
　表32b
両方のBが2-(トリフルオロメチル)-3-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.32bB-1～I-2.32bB-255)
　表33b
両方のBが2,4,5-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.33bB-1～I-2.33bB-255)
　表34b
両方のBが2,4,6-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.34bB-1～I-2.34bB-255)
　表35b
両方のBが2-フルオロ-5-エチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.35bB-1～I-2.35bB-255)
　表36b
両方のBが2-(トリフルオロメチル)-4-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.36bB-1～I-2.36bB-255)
　表37b
両方のBが2-(トリフルオロメチル)-5-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.37bB-1～I-2.37bB-255)
　表38b
両方のBが2-(トリフルオロメチル)-6-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.38bB-1～I-2.38bB-255)
　表39b
両方のBが2-フルオロ-3-(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.39bB-1～I-2.39bB-255)
　表40b
両方のBが2-フルオロ-4-(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.40bB-1～I-2.40bB-255)
　表41b
両方のBが2-フルオロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.41bB-1～I-2.41bB-255)
　表42b
両方のBが2-(トリフルオロメトキシ)-3-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物I-2(化合物I-2.42bB-1～I-2.42bB-255)
　表43b
両方のBが2-(トリフルオロメトキシ)-4-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物I-2(化合物I-2.43bB-1～I-2.43bB-255)
　表44b
両方のBが2-(トリフルオロメトキシ)-5-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物I-2(化合物I-2.44bB-1～I-2.44bB-255)
　表45b
両方のBが2-(トリフルオロメトキシ)-6-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物I-2(化合物I-2.45bB-1～I-2.45bB-255)
　表46b
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両方のBが2-フルオロ-3-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物I-2(化合物I-2.46bB-1～I-2.46bB-255)
　表47b
両方のBが2-フルオロ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物I-2(化合物I-2.47bB-1～I-2.47bB-255)
　表48b
両方のBが2-フルオロ-5-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物I-2(化合物I-2.48bB-1～I-2.48bB-255)
　表49b
両方のBが2-(ジフルオロメトキシ)-3-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.49bB-1～I-2.49bB-255)
　表50b
両方のBが2-(ジフルオロメトキシ)-4-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.50bB-1～I-2.50bB-255)
　表51b
両方のBが2-(ジフルオロメトキシ)-5-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.51bB-1～I-2.51bB-255)
　表52b
両方のBが2-(ジフルオロメトキシ)-6-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.52bB-1～I-2.52bB-255)
　表53b
両方のBが2-フルオロ-3-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.53bB-1～I-2.53bB-255)
　表54b
両方のBが2-フルオロ-4-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.54bB-1～I-2.54bB-255)
　表55b
両方のBが2-フルオロ-5-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.55bB-1～I-2.55bB-255)
　表56b
両方のBが2-(トリフルオロメチルチオ)-3-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物I-2(化合物I-2.56bB-1～I-2.56bB-255)
　表57b
両方のBが2-(トリフルオロメチルチオ)-4-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物I-2(化合物I-2.57bB-1～I-2.57bB-255)
　表58b
両方のBが2-(トリフルオロメチルチオ)-5-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物I-2(化合物I-2.58bB-1～I-2.58bB-255)
　表59b
両方のBが2-(トリフルオロメチルチオ)-6-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物I-2(化合物I-2.59bB-1～I-2.59bB-255)
　表60b
両方のBが2-フルオロ-3-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物I-2(化合物I-2.60bB-1～I-2.60bB-255)
　表61b
両方のBが2-フルオロ-4-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物I-2(化合物I-2.61bB-1～I-2.61bB-255)
　表62b
両方のBが2-フルオロ-5-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物I-2(化合物I-2.62bB-1～I-2.62bB-255)
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　表63b
両方のBが2,3,4-トリフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.63bB-1～I-2.63bB-255)
　表64b
両方のBが2,3,5-トリフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.64bB-1～I-2.64bB-255)
　表65b
両方のBが2,3,6-トリフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.65bB-1～I-2.65bB-255)
　表66b
両方のBが2,4,5-トリフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.66bB-1～I-2.66bB-255)
　表67b
両方のBが2,4,6-トリフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.67bB-1～I-2.67bB-255)
　表68b
両方のBが2,3-ジクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-2(
化合物I-2.68bB-1～I-2.68bB-255)
　表69b
両方のBが2,4-ジクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-2(
化合物I-2.69bB-1～I-2.69bB-255)
　表70b
両方のBが2,5-ジクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-2(
化合物I-2.70bB-1～I-2.70bB-255)
　表71b
両方のBが2,6-ジクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-2(
化合物I-2.71bB-1～I-2.71bB-255)
　表72b
両方のBが2,3-ジメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-2(
化合物I-2.72bB-1～I-2.72bB-255)
　表73b
両方のBが2,4-ジメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-2(
化合物I-2.73bB-1～I-2.73bB-255)
　表74b
両方のBが2,5-ジメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-2(
化合物I-2.74bB-1～I-2.74bB-255)
　表75b
両方のBが2,6-ジメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-2(
化合物I-2.75bB-1～I-2.75bB-255)
　表76b
両方のBが2,3-ジエチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-2(
化合物I-2.76bB-1～I-2.76bB-255)
　表77b
両方のBが2,4-ジエチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-2(
化合物I-2.77bB-1～I-2.77bB-255)
　表78b
両方のBが2,5-ジエチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-2(
化合物I-2.78bB-1～I-2.78bB-255)
　表79b
両方のBが2,6-ジエチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-2(
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化合物I-2.79bB-1～I-2.79bB-255)
　表80b
両方のBが2,3-ジメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-
2(化合物I-2.80bB-1～I-2.80bB-255)
　表81b
両方のBが2,4-ジメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-
2(化合物I-2.81bB-1～I-2.81bB-255)
　表82b
両方のBが2,5-ジメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-
2(化合物I-2.82bB-1～I-2.82bB-255)
　表83b
両方のBが2,6-ジメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I-
2(化合物I-2.83bB-1～I-2.83bB-255)
　表84b
両方のBが2,3-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物I-2(化合物I-2.84bB-1～I-2.84bB-255)
　表85b
両方のBが2,4-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物I-2(化合物I-2.85bB-1～I-2.85bB-255)
　表86b
両方のBが2,5-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物I-2(化合物I-2.86bB-1～I-2.86bB-255)
　表87b
両方のBが2,6-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物I-2(化合物I-2.87bB-1～I-2.87bB-255)
　表88b
両方のBが2,3-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物I-2(化合物I-2.88bB-1～I-2.88bB-255)
　表89b
両方のBが2,4-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物I-2(化合物I-2.89bB-1～I-2.89bB-255)
　表90b
両方のBが2,5-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物I-2(化合物I-2.90bB-1～I-2.90bB-255)
　表91b
両方のBが2,6-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物I-2(化合物I-2.91bB-1～I-2.91bB-255)
　表92b
両方のBが2,3-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物I-2(化合物I-2.92bB-1～I-2.92bB-255)
　表93b
両方のBが2,4-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物I-2(化合物I-2.93bB-1～I-2.93bB-255)
　表94b
両方のBが2,5-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物I-2(化合物I-2.94bB-1～I-2.94bB-255)
　表95b
両方のBが2,6-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物I-2(化合物I-2.95bB-1～I-2.95bB-255)
　表96b
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両方のBが2,3-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
相当する化合物I-2(化合物I-2.96bB-1～I-2.96bB-255)
　表97b
両方のBが2,4-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
相当する化合物I-2(化合物I-2.97bB-1～I-2.97bB-255)
　表98b
両方のBが2,5-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
相当する化合物I-2(化合物I-2.98bB-1～I-2.98bB-255)
　表99b
両方のBが2,6-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
相当する化合物I-2(化合物I-2.99bB-1～I-2.99bB-255)
　表100b
両方のBが2-メチル-3-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.100bB-1～I-2.100bB-255)
　表101b
両方のBが2-メチル-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.101bB-1～I-2.101bB-255)
　表102b
両方のBが2-メチル-5-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.102bB-1～I-2.102bB-255)
　表103b
両方のBが2-メチル-6-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.103bB-1～I-2.103bB-255)
　表104b
両方のBが2-クロロ-3-メチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.104bB-1～I-2.104bB-255)
　表105b
両方のBが2-クロロ-4-メチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.105bB-1～I-2.105bB-255)
　表106b
両方のBが2-クロロ-5-メチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.106bB-1～I-2.106bB-255)
　表107b
両方のBが2-クロロ-3-エチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.107bB-1～I-2.107bB-255)
　表108b
両方のBが2-クロロ-4-エチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.108bB-1～I-2.108bB-255)
　表109b
両方のBが2-クロロ-5-エチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.109bB-1～I-2.109bB-255)
　表110b
両方のBが2-エチル-3-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.110bB-1～I-2.110bB-255)
　表111b
両方のBが2-エチル-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.111bB-1～I-2.111bB-255)
　表112b
両方のBが2-エチル-5-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.112bB-1～I-2.112bB-255)
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　表113b
両方のBが2-エチル-6-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.113bB-1～I-2.113bB-255)
　表114b
両方のBが2-メトキシ-3-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.114bB-1～I-2.114bB-255)
　表115b
両方のBが2-メトキシ-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.115bB-1～I-2.115bB-255)
　表116b
両方のBが2-メトキシ-5-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.116bB-1～I-2.116bB-255)
　表117b
両方のBが2-メトキシ-6-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.117bB-1～I-2.117bB-255)
　表118b
両方のBが2-クロロ-3-メトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.118bB-1～I-2.118bB-255)
　表119b
両方のBが2-クロロ-4-メトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.119bB-1～I-2.119bB-255)
　表120b
両方のBが2-クロロ-5-メトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物I-2(化合物I-2.120bB-1～I-2.120bB-255)
　表121b
両方のBが2-(トリフルオロメチル)-3-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物I-2(化合物I-2.121bB-1～I-2.121bB-255)
　表122b
両方のBが2-(トリフルオロメチル)-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物I-2(化合物I-2.122bB-1～I-2.122bB-255)
　表123b
両方のBが2-(トリフルオロメチル)-5-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物I-2(化合物I-2.123bB-1～I-2.123bB-255)
　表124b
両方のBが2-(トリフルオロメチル)-6-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物I-2(化合物I-2.124bB-1～I-2.124bB-255)
　表125b
両方のBが2-クロロ-3-(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物I-2(化合物I-2.125bB-1～I-2.125bB-255)
　表126b
両方のBが2-クロロ-4-(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物I-2(化合物I-2.126bB-1～I-2.126bB-255)
　表127b
両方のBが2-クロロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物I-2(化合物I-2.127bB-1～I-2.127bB-255)
　表128b
両方のBが2-(トリフルオロメトキシ)-3-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.128bB-1～I-2.128bB-255)
　表129b
両方のBが2-(トリフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
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行に相当する化合物I-2(化合物I-2.129bB-1～I-2.129bB-255)
　表130b
両方のBが2-(トリフルオロメトキシ)-5-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.130bB-1～I-2.130bB-255)
　表131b
両方のBが2-(トリフルオロメトキシ)-6-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.131bB-1～I-2.131bB-255)
　表132b
両方のBが2-クロロ-3-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.132bB-1～I-2.132bB-255)
　表133b
両方のBが2-クロロ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.133bB-1～I-2.133bB-255)
　表134b
両方のBが2-クロロ-5-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物I-2(化合物I-2.134bB-1～I-2.134bB-255)
　表135b
両方のBが2-(ジフルオロメトキシ)-3-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物I-2(化合物I-2.135bB-1～I-2.135bB-255)
　表136b
両方のBが2-(ジフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物I-2(化合物I-2.136bB-1～I-2.136bB-255)
　表137b
両方のBが2-(ジフルオロメトキシ)-5-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物I-2(化合物I-2.137bB-1～I-2.137bB-255)
　表138b
両方のBが2-(ジフルオロメトキシ)-6-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物I-2(化合物I-2.138bB-1～I-2.138bB-255)
　表139b
両方のBが3-(ジフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物I-2(化合物I-2.139bB-1～I-2.139bB-255)
　表140b
両方のBが2-クロロ-3-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物I-2(化合物I-2.140bB-1～I-2.140bB-255)
　表141b
両方のBが2-クロロ-4-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物I-2(化合物I-2.141bB-1～I-2.141bB-255)
　表142b
両方のBが2-クロロ-5-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物I-2(化合物I-2.142bB-1～I-2.142bB-255)
　表143b
両方のBが2-(トリフルオロメチルチオ)-3-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物I-2(化合物I-2.143bB-1～I-2.143bB-255)
　表144b
両方のBが2-(トリフルオロメチルチオ)-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物I-2(化合物I-2.144bB-1～I-2.144bB-255)
　表145b
両方のBが2-(トリフルオロメチルチオ)-5-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物I-2(化合物I-2.145bB-1～I-2.145bB-255)
　表146b
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両方のBが2-(トリフルオロメチルチオ)-6-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物I-2(化合物I-2.146bB-1～I-2.146bB-255)
　表147b
両方のBが2-クロロ-3-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物I-2(化合物I-2.147bB-1～I-2.147bB-255)
　表148b
両方のBが2-クロロ-4-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物I-2(化合物I-2.148bB-1～I-2.148bB-255)
　表149b
両方のBが2-クロロ-5-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物I-2(化合物I-2.149bB-1～I-2.149bB-255)
　表150b
両方のBが2,3,4-トリクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物
I-2(化合物I-2.150bB-1～I-2.150bB-255)
　表151b
両方のBが2,3,5-トリクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物
I-2(化合物I-2.151bB-1～I-2.151bB-255)
　表152b
両方のBが2,3,6-トリクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物
I-2(化合物I-2.152bB-1～I-2.152bB-255)
　表153b
両方のBが2,4,5-トリクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物
I-2(化合物I-2.153bB-1～I-2.153bB-255)
　表154b
両方のBが2,4,6-トリクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物
I-2(化合物I-2.154bB-1～I-2.154bB-255)
　表155b
両方のBが2,3,4-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物
I-2(化合物I-2.155bB-1～I-2.155bB-255)
　表156b
両方のBが2,3,5-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物
I-2(化合物I-2.156bB-1～I-2.156bB-255)
　表157b
両方のBが2,3,6-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物
I-2(化合物I-2.157bB-1～I-2.157bB-255)
　表158b
両方のBが2,4,5-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物
I-2(化合物I-2.158bB-1～I-2.158bB-255)
　表159b
両方のBが2,4,6-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物
I-2(化合物I-2.159bB-1～I-2.159bB-255)
　表160b
両方のBが2,3,4-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.160bB-1～I-2.160bB-255)
　表161b
両方のBが2,3,5-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.161bB-1～I-2.161bB-255)
　表162b
両方のBが2,3,6-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合
物I-2(化合物I-2.162bB-1～I-2.162bB-255)。
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【化４４】

【０１８８】
　特にその使用の目的で、以下の表1c～162cに列挙されている化合物IIが好ましい。表中
に置換基に対して挙げられている基は更にそれ自体、挙げられている組合せとは無関係に
当該置換基の特に好ましい態様である。
【０１８９】
　表1c
Bが2,3-ジフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合
物II.1cB-1～II.1cB-255)
　表2c
Bが2,4-ジフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合
物II.2cB-1～II.2cB-255)
　表3c
Bが2,5-ジフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合
物II.3cB-1～II.3cB-255)
　表4c
Bが2,6-ジフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合
物II.4cB-1～II.4cB-255)
　表5c
Bが2-フルオロ-3-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.5cB-1～II.5cB-255)
　表6c
Bが2-フルオロ-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.6cB-1～II.6cB-255)
　表7c
Bが2-フルオロ-5-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.7cB-1～II.7cB-255)
　表8c
Bが2-フルオロ-6-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.8cB-1～II.8cB-255)
　表9c
Bが2-クロロ-3-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.9cB-1～II.9cB-255)
　表10c
Bが2-クロロ-4-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.10cB-1～II.10cB-255)
　表11c
Bが2-クロロ-5-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.11cB-1～II.11cB-255)
　表12c
Bが2-メチル-3-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.12cB-1～II.12cB-255)
　表13c
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Bが2-メチル-4-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.13cB-1～II.13cB-255)
　表14c
Bが2-メチル-5-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.14cB-1～II.14cB-255)
　表15c
Bが2-メチル-6-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.15cB-1～II.15cB-255)
　表16c
Bが2-フルオロ-3-メチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.16cB-1～II.16cB-255)
　表17c
Bが2-フルオロ-4-メチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.17cB-1～II.17cB-255)
　表18c
Bが2-フルオロ-5-メチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.18cB-1～II.18cB-255)
　表19c
Bが2-エチル-3-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.19cB-1～II.19cB-255)
　表20c
Bが2-エチル-4-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.20cB-1～II.20cB-255)
　表21c
Bが2-エチル-5-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.21cB-1～II.21cB-255)
　表22c
Bが2-エチル-6-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.22cB-1～II.22cB-255)
　表23c
Bが2-フルオロ-3-エチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.23cB-1～II.23cB-255)
　表24c
Bが2-フルオロ-4-エチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.24cB-1～II.24cB-255)
　表25c
Bが2-メトキシ-3-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I
I(化合物II.25cB-1～II.25cB-255)
　表26c
Bが2-メトキシ-4-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I
I(化合物II.26cB-1～II.26cB-255)
　表27c
Bが2-メトキシ-5-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I
I(化合物II.27cB-1～II.27cB-255)
　表28c
Bが2-メトキシ-6-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I
I(化合物II.28cB-1～II.28cB-255)
　表29c
Bが2-フルオロ-3-メトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I
I(化合物II.29cB-1～II.29cB-255)
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　表30c
Bが2-フルオロ-4-メトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I
I(化合物II.30cB-1～II.30cB-255)
　表31c
Bが2-フルオロ-5-メトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物I
I(化合物II.31cB-1～II.31cB-255)
　表32c
Bが2-(トリフルオロメチル)-3-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.32cB-1～II.32cB-255)
　表33c
Bが2,4,5-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.33cB-1～II.33cB-255)
　表34c
Bが2,4,6-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.34cB-1～II.34cB-255)
　表35c
Bが2-フルオロ-5-エチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.35cB-1～II.35cB-255)
　表36c
Bが2-(トリフルオロメチル)-4-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.36cB-1～II.36cB-255)
　表37c
Bが2-(トリフルオロメチル)-5-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.37cB-1～II.37cB-255)
　表38c
Bが2-(トリフルオロメチル)-6-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.38cB-1～II.38cB-255)
　表39c
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.39cB-1～II.39cB-255)
　表40c
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.40cB-1～II.40cB-255)
　表41c
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.41cB-1～II.41cB-255)
　表42c
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-3-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
相当する化合物II(化合物II.42cB-1～II.42cB-255)
　表43c
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-4-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
相当する化合物II(化合物II.43cB-1～II.43cB-255)
　表44c
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-5-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
相当する化合物II(化合物II.44cB-1～II.44cB-255)
　表45c
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-6-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
相当する化合物II(化合物II.45cB-1～II.45cB-255)
　表46c
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
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相当する化合物II(化合物II.46cB-1～II.46cB-255)
　表47c
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
相当する化合物II(化合物II.47cB-1～II.47cB-255)
　表48c
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
相当する化合物II(化合物II.48cB-1～II.48cB-255)
　表49c
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-3-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.49cB-1～II.49cB-255)
　表50c
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-4-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.50cB-1～II.50cB-255)
　表51c
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-5-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.51cB-1～II.51cB-255)
　表52c
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-6-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.52cB-1～II.52cB-255)
　表53c
Bが2-フルオロ-3-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.53cB-1～II.53cB-255)
　表54c
Bが2-フルオロ-4-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.54cB-1～II.54cB-255)
　表55c
Bが2-フルオロ-5-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.55cB-1～II.55cB-255)
　表56c
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-3-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物II(化合物II.56cB-1～II.56cB-255)
　表57c
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-4-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物II(化合物II.57cB-1～II.57cB-255)
　表58c
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-5-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物II(化合物II.58cB-1～II.58cB-255)
　表59c
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-6-フルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物II(化合物II.59cB-1～II.59cB-255)
　表60c
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物II(化合物II.60cB-1～II.60cB-255)
　表61c
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物II(化合物II.61cB-1～II.61cB-255)
　表62c
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行
に相当する化合物II(化合物II.62cB-1～II.62cB-255)
　表63c
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Bが2,3,4-トリフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.63cB-1～II.63cB-255)
　表64c
Bが2,3,5-トリフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.64cB-1～II.64cB-255)
　表65c
Bが2,3,6-トリフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.65cB-1～II.65cB-255)
　表66c
Bが2,4,5-トリフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.66cB-1～II.66cB-255)
　表67c
Bが2,4,6-トリフルオロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.67cB-1～II.67cB-255)
　表68c
Bが2,3-ジクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合物I
I.68cB-1～II.68cB-255)
　表69c
Bが2,4-ジクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合物I
I.69cB-1～II.69cB-255)
　表70c
Bが2,5-ジクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合物I
I.70cB-1～II.70cB-255)
　表71c
Bが2,6-ジクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合物I
I.71cB-1～II.71cB-255)
　表72c
Bが2,3-ジメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合物I
I.72cB-1～II.72cB-255)
　表73c
Bが2,4-ジメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合物I
I.73cB-1～II.73cB-255)
　表74c
Bが2,5-ジメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合物I
I.74cB-1～II.74cB-255)
　表75c
Bが2,6-ジメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合物I
I.75cB-1～II.75cB-255)
　表76c
Bが2,3-ジエチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合物I
I.76cB-1～II.76cB-255)
　表77c
Bが2,4-ジエチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合物I
I.77cB-1～II.77cB-255)
　表78c
Bが2,5-ジエチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合物I
I.78cB-1～II.78cB-255)
　表79c
Bが2,6-ジエチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合物I
I.79cB-1～II.79cB-255)
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　表80c
Bが2,3-ジメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合
物II.80cB-1～II.80cB-255)
　表81c
Bが2,4-ジメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合
物II.81cB-1～II.81cB-255)
　表82c
Bが2,5-ジメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合
物II.82cB-1～II.82cB-255)
　表83c
Bが2,6-ジメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化合
物II.83cB-1～II.83cB-255)
　表84c
Bが2,3-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物II(化合物II.84cB-1～II.84cB-255)
　表85c
Bが2,4-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物II(化合物II.85cB-1～II.85cB-255)
　表86c
Bが2,5-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物II(化合物II.86cB-1～II.86cB-255)
　表87c
Bが2,6-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物II(化合物II.87cB-1～II.87cB-255)
　表88c
Bが2,3-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物II(化合物II.88cB-1～II.88cB-255)
　表89c
Bが2,4-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物II(化合物II.89cB-1～II.89cB-255)
　表90c
Bが2,5-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物II(化合物II.90cB-1～II.90cB-255)
　表91c
Bが2,6-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物II(化合物II.91cB-1～II.91cB-255)
　表92c
Bが2,3-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物II(化合物II.92cB-1～II.92cB-255)
　表93c
Bが2,4-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物II(化合物II.93cB-1～II.93cB-255)
　表94c
Bが2,5-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物II(化合物II.94cB-1～II.94cB-255)
　表95c
Bが2,6-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物II(化合物II.95cB-1～II.95cB-255)
　表96c
Bが2,3-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
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る化合物II(化合物II.96cB-1～II.96cB-255)
　表97c
Bが2,4-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物II(化合物II.97cB-1～II.97cB-255)
　表98c
Bが2,5-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物II(化合物II.98cB-1～II.98cB-255)
　表99c
Bが2,6-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物II(化合物II.99cB-1～II.99cB-255)
　表100c
Bが2-メチル-3-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.100cB-1～II.100cB-255)
　表101c
Bが2-メチル-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.101cB-1～II.101cB-255)
　表102c
Bが2-メチル-5-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.102cB-1～II.102cB-255)
　表103c
Bが2-メチル-6-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.103cB-1～II.103cB-255)
　表104c
Bが2-クロロ-3-メチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.104cB-1～II.104cB-255)
　表105c
Bが2-クロロ-4-メチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.105cB-1～II.105cB-255)
　表106c
Bが2-クロロ-5-メチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.106cB-1～II.106cB-255)
　表107c
Bが2-クロロ-3-エチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.107cB-1～II.107cB-255)
　表108c
Bが2-クロロ-4-エチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.108cB-1～II.108cB-255)
　表109c
Bが2-クロロ-5-エチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.109cB-1～II.109cB-255)
　表110c
Bが2-エチル-3-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.110cB-1～II.110cB-255)
　表111c
Bが2-エチル-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.111cB-1～II.111cB-255)
　表112c
Bが2-エチル-5-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.112cB-1～II.112cB-255)
　表113c
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Bが2-エチル-6-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.113cB-1～II.113cB-255)
　表114c
Bが2-メトキシ-3-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.114cB-1～II.114cB-255)
　表115c
Bが2-メトキシ-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.115cB-1～II.115cB-255)
　表116c
Bが2-メトキシ-5-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.116cB-1～II.116cB-255)
　表117c
Bが2-メトキシ-6-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.117cB-1～II.117cB-255)
　表118c
Bが2-クロロ-3-メトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.118cB-1～II.118cB-255)
　表119c
Bが2-クロロ-4-メトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.119cB-1～II.119cB-255)
　表120c
Bが2-クロロ-5-メトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(
化合物II.120cB-1～II.120cB-255)
　表121c
Bが2-(トリフルオロメチル)-3-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物II(化合物II.121cB-1～II.121cB-255)
　表122c
Bが2-(トリフルオロメチル)-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物II(化合物II.122cB-1～II.122cB-255)
　表123c
Bが2-(トリフルオロメチル)-5-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物II(化合物II.123cB-1～II.123cB-255)
　表124c
Bが2-(トリフルオロメチル)-6-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物II(化合物II.124cB-1～II.124cB-255)
　表125c
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物II(化合物II.125cB-1～II.125cB-255)
　表126c
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物II(化合物II.126cB-1～II.126cB-255)
　表127c
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物II(化合物II.127cB-1～II.127cB-255)
　表128c
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-3-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.128cB-1～II.128cB-255)
　表129c
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.129cB-1～II.129cB-255)
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　表130c
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-5-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.130cB-1～II.130cB-255)
　表131c
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-6-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.131cB-1～II.131cB-255)
　表132c
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.132cB-1～II.132cB-255)
　表133c
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.133cB-1～II.133cB-255)
　表134c
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物II(化合物II.134cB-1～II.134cB-255)
　表135c
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-3-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物II(化合物II.135cB-1～II.135cB-255)
　表136c
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物II(化合物II.136cB-1～II.136cB-255)
　表137c
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-5-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物II(化合物II.137cB-1～II.137cB-255)
　表138c
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-6-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物II(化合物II.138cB-1～II.138cB-255)
　表139c
Bが3-(ジフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物II(化合物II.139cB-1～II.139cB-255)
　表140c
Bが2-クロロ-3-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物II(化合物II.140cB-1～II.140cB-255)
　表141c
Bが2-クロロ-4-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物II(化合物II.141cB-1～II.141cB-255)
　表142c
Bが2-クロロ-5-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物II(化合物II.142cB-1～II.142cB-255)
　表143c
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-3-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
相当する化合物II(化合物II.143cB-1～II.143cB-255)
　表144c
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-4-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
相当する化合物II(化合物II.144cB-1～II.144cB-255)
　表145c
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-5-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
相当する化合物II(化合物II.145cB-1～II.145cB-255)
　表146c
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-6-クロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
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　表147c
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
相当する化合物II(化合物II.147cB-1～II.147cB-255)
　表148c
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
相当する化合物II(化合物II.148cB-1～II.148cB-255)
　表149c
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に
相当する化合物II(化合物II.149cB-1～II.149cB-255)
　表150c
Bが2,3,4-トリクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.150cB-1～II.150cB-255)
　表151c
Bが2,3,5-トリクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.151cB-1～II.151cB-255)
　表152c
Bが2,3,6-トリクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.152cB-1～II.152cB-255)
　表153c
Bが2,4,5-トリクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.153cB-1～II.153cB-255)
　表154c
Bが2,4,6-トリクロロフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化合物II(化
合物II.154cB-1～II.154cB-255)
　表155c
Bが2,3,4-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物II(化合物II.155cB-1～II.155cB-255)
　表156c
Bが2,3,5-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物II(化合物II.156cB-1～II.156cB-255)
　表157c
Bが2,3,6-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物II(化合物II.157cB-1～II.157cB-255)
　表158c
Bが2,4,5-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物II(化合物II.158cB-1～II.158cB-255)
　表159c
Bが2,4,6-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物II(化合物II.159cB-1～II.159cB-255)
　表160c
Bが2,3,4-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する
化合物II(化合物II.160cB-1～II.160cB-255)
　表161c
Bが2,3,5-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する
化合物II(化合物II.161cB-1～II.161cB-255)
　表162c
Bが2,3,6-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する
化合物II(化合物II.162cB-1～II.162cB-255)。
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【化４５】

【０１９０】
　特にその使用の目的で、以下の表1d～162dに列挙されている化合物IIIが好ましい。表
中に置換基に対して挙げられている基は更にそれ自体、挙げられている組合せとは無関係
に当該置換基の特に好ましい態様である。
【０１９１】
　表1d
Bが2,3-ジフルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する
化合物III(化合物III.1dC-1～III.1dC-1275)
　表2d
Bが2,4-ジフルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する
化合物III(化合物III.2dC-1～III.2dC-1275)
　表3d
Bが2,5-ジフルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する
化合物III(化合物III.3dC-1～III.3dC-1275)
　表4d
Bが2,6-ジフルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する
化合物III(化合物III.4dC-1～III.4dC-1275)
　表5d
Bが2-フルオロ-3-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.5dC-1～III.5dC-1275)
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　表6d
Bが2-フルオロ-4-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.6dC-1～III.6dC-1275)
　表7d
Bが2-フルオロ-5-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.7dC-1～III.7dC-1275)
　表8d
Bが2-フルオロ-6-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.8dC-1～III.8dC-1275)
　表9d
Bが2-クロロ-3-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.9dC-1～III.9dC-1275)
　表10d
Bが2-クロロ-4-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.10dC-1～III.10dC-1275)
　表11d
Bが2-クロロ-5-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.11dC-1～III.11dC-1275)
　表12d
Bが2-メチル-3-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.12dC-1～III.12dC-1275)
　表13d
Bが2-メチル-4-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.13dC-1～III.13dC-1275)
　表14d
Bが2-メチル-5-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.14dC-1～III.14dC-1275)
　表15d
Bが2-メチル-6-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.15dC-1～III.15dC-1275)
　表16d
Bが2-フルオロ-3-メチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.16dC-1～III.16dC-1275)
　表17d
Bが2-フルオロ-4-メチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.17dC-1～III.17dC-1275)
　表18d
Bが2-フルオロ-5-メチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.18dC-1～III.18dC-1275)
　表19d
Bが2-エチル-3-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.19dC-1～III.19dC-1275)
　表20d
Bが2-エチル-4-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.20dC-1～III.20dC-1275)
　表21d
Bが2-エチル-5-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.21dC-1～III.21dC-1275)
　表22d
Bが2-エチル-6-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
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する化合物III(化合物III.22dC-1～III.22dC-1275)
　表23d
Bが2-フルオロ-3-エチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.23dC-1～III.23dC-1275)
　表24d
Bが2-フルオロ-4-エチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.24dC-1～III.24dC-1275)
　表25d
Bが2-メトキシ-3-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相
当する化合物III(化合物III.25dC-1～III.25dC-1275)
　表26d
Bが2-メトキシ-4-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相
当する化合物III(化合物III.26dC-1～III.26dC-1275)
　表27d
Bが2-メトキシ-5-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相
当する化合物III(化合物III.27dC-1～III.27dC-1275)
　表28d
Bが2-メトキシ-6-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相
当する化合物III(化合物III.28dC-1～III.28dC-1275)
　表29d
Bが2-フルオロ-3-メトキシフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相
当する化合物III(化合物III.29dC-1～III.29dC-1275)
　表30d
Bが2-フルオロ-4-メトキシフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相
当する化合物III(化合物III.30dC-1～III.30dC-1275)
　表31d
Bが2-フルオロ-5-メトキシフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相
当する化合物III(化合物III.31dC-1～III.31dC-1275)
　表32d
Bが2-(トリフルオロメチル)-3-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.32dC-1～III.32dC-1275)
　表33d
Bが2,4,5-トリメトキシフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.33dC-1～III.33dC-1275)
　表34d
Bが2,4,6-トリメトキシフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.34dC-1～III.34dC-1275)
　表35d
Bが2-フルオロ-5-エチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.35dC-1～III.35dC-1275)
　表36d
Bが2-(トリフルオロメチル)-4-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.36dC-1～III.36dC-1275)
　表37d
Bが2-(トリフルオロメチル)-5-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.37dC-1～III.37dC-1275)
　表38d
Bが2-(トリフルオロメチル)-6-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.38dC-1～III.38dC-1275)
　表39d
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Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.39dC-1～III.39dC-1275)
　表40d
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.40dC-1～III.40dC-1275)
　表41d
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.41dC-1～III.41dC-1275)
　表42d
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-3-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表
Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.42dC-1～III.42dC-1275)
　表43d
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-4-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表
Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.43dC-1～III.43dC-1275)
　表44d
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-5-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表
Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.44dC-1～III.44dC-1275)
　表45d
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-6-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表
Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.45dC-1～III.45dC-1275)
　表46d
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表
Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.46dC-1～III.46dC-1275)
　表47d
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表
Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.47dC-1～III.47dC-1275)
　表48d
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表
Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.48dC-1～III.48dC-1275)
　表49d
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-3-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.49dC-1～III.49dC-1275)
　表50d
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-4-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.50dC-1～III.50dC-1275)
　表51d
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-5-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.51dC-1～III.51dC-1275)
　表52d
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-6-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.52dC-1～III.52dC-1275)
　表53d
Bが2-フルオロ-3-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.53dC-1～III.53dC-1275)
　表54d
Bが2-フルオロ-4-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.54dC-1～III.54dC-1275)
　表55d
Bが2-フルオロ-5-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.55dC-1～III.55dC-1275)
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　表56d
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-3-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ
表Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.56dC-1～III.56dC-1275)
　表57d
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-4-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ
表Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.57dC-1～III.57dC-1275)
　表58d
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-5-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ
表Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.58dC-1～III.58dC-1275)
　表59d
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-6-フルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ
表Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.59dC-1～III.59dC-1275)
　表60d
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ
表Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.60dC-1～III.60dC-1275)
　表61d
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ
表Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.61dC-1～III.61dC-1275)
　表62d
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ
表Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.62dC-1～III.62dC-1275)
　表63d
Bが2,3,4-トリフルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.63dC-1～III.63dC-1275)
　表64d
Bが2,3,5-トリフルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.64dC-1～III.64dC-1275)
　表65d
Bが2,3,6-トリフルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.65dC-1～III.65dC-1275)
　表66d
Bが2,4,5-トリフルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.66dC-1～III.66dC-1275)
　表67d
Bが2,4,6-トリフルオロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.67dC-1～III.67dC-1275)
　表68d
Bが2,3-ジクロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する化
合物III(化合物III.68dC-1～III.68dC-1275)
　表69d
Bが2,4-ジクロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する化
合物III(化合物III.69dC-1～III.69dC-1275)
　表70d
Bが2,5-ジクロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する化
合物III(化合物III.70dC-1～III.70dC-1275)
　表71d
Bが2,6-ジクロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する化
合物III(化合物III.71dC-1～III.71dC-1275)
　表72d
Bが2,3-ジメチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する化
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合物III(化合物III.72dC-1～III.72dC-1275)
　表73d
Bが2,4-ジメチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する化
合物III(化合物III.73dC-1～III.73dC-1275)
　表74d
Bが2,5-ジメチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する化
合物III(化合物III.74dC-1～III.74dC-1275)
　表75d
Bが2,6-ジメチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する化
合物III(化合物III.75dC-1～III.75dC-1275)
　表76d
Bが2,3-ジエチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する化
合物III(化合物III.76dC-1～III.76dC-1275)
　表77d
Bが2,4-ジエチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する化
合物III(化合物III.77dC-1～III.77dC-1275)
　表78d
Bが2,5-ジエチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する化
合物III(化合物III.78dC-1～III.78dC-1275)
　表79d
Bが2,6-ジエチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する化
合物III(化合物III.79dC-1～III.79dC-1275)
　表80d
Bが2,3-ジメトキシフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する
化合物III(化合物III.80dC-1～III.80dC-1275)
　表81d
Bが2,4-ジメトキシフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する
化合物III(化合物III.81dC-1～III.81dC-1275)
　表82d
Bが2,5-ジメトキシフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する
化合物III(化合物III.82dC-1～III.82dC-1275)
　表83d
Bが2,6-ジメトキシフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当する
化合物III(化合物III.83dC-1～III.83dC-1275)
　表84d
Bが2,3-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの
行に相当する化合物III(化合物III.84dC-1～III.84dC-1275)
　表85d
Bが2,4-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの
行に相当する化合物III(化合物III.85dC-1～III.85dC-1275)
　表86d
Bが2,5-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの
行に相当する化合物III(化合物III.86dC-1～III.86dC-1275)
　表87d
Bが2,6-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの
行に相当する化合物III(化合物III.87dC-1～III.87dC-1275)
　表88d
Bが2,3-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つ
の行に相当する化合物III(化合物III.88dC-1～III.88dC-1275)
　表89d
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Bが2,4-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つ
の行に相当する化合物III(化合物III.89dC-1～III.89dC-1275)
　表90d
Bが2,5-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つ
の行に相当する化合物III(化合物III.90dC-1～III.90dC-1275)
　表91d
Bが2,6-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つ
の行に相当する化合物III(化合物III.91dC-1～III.91dC-1275)
　表92d
Bが2,3-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの
行に相当する化合物III(化合物III.92dC-1～III.92dC-1275)
　表93d
Bが2,4-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの
行に相当する化合物III(化合物III.93dC-1～III.93dC-1275)
　表94d
Bが2,5-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの
行に相当する化合物III(化合物III.94dC-1～III.94dC-1275)
　表95d
Bが2,6-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの
行に相当する化合物III(化合物III.95dC-1～III.95dC-1275)
　表96d
Bが2,3-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.96dC-1～III.96dC-1275)
　表97d
Bが2,4-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.97dC-1～III.97dC-1275)
　表98d
Bが2,5-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.98dC-1～III.98dC-1275)
　表99d
Bが2,6-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.99dC-1～III.99dC-1275)
　表100d
Bが2-メチル-3-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.100dC-1～III.100dC-1275)
　表101d
Bが2-メチル-4-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.101dC-1～III.101dC-1275)
　表102d
Bが2-メチル-5-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.102dC-1～III.102dC-1275)
　表103d
Bが2-メチル-6-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.103dC-1～III.103dC-1275)
　表104d
Bが2-クロロ-3-メチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.104dC-1～III.104dC-1275)
　表105d
Bが2-クロロ-4-メチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.105dC-1～III.105dC-1275)
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　表106d
Bが2-クロロ-5-メチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.106dC-1～III.106dC-1275)
　表107d
Bが2-クロロ-3-エチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.107dC-1～III.107dC-1275)
　表108d
Bが2-クロロ-4-エチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.108dC-1～III.108dC-1275)
　表109d
Bが2-クロロ-5-エチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.109dC-1～III.109dC-1275)
　表110d
Bが2-エチル-3-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.110dC-1～III.110dC-1275)
　表111d
Bが2-エチル-4-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.111dC-1～III.111dC-1275)
　表112d
Bが2-エチル-5-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.112dC-1～III.112dC-1275)
　表113d
Bが2-エチル-6-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.113dC-1～III.113dC-1275)
　表114d
Bが2-メトキシ-3-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.114dC-1～III.114dC-1275)
　表115d
Bが2-メトキシ-4-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.115dC-1～III.115dC-1275)
　表116d
Bが2-メトキシ-5-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.116dC-1～III.116dC-1275)
　表117d
Bが2-メトキシ-6-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.117dC-1～III.117dC-1275)
　表118d
Bが2-クロロ-3-メトキシフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.118dC-1～III.118dC-1275)
　表119d
Bが2-クロロ-4-メトキシフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.119dC-1～III.119dC-1275)
　表120d
Bが2-クロロ-5-メトキシフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当
する化合物III(化合物III.120dC-1～III.120dC-1275)
　表121d
Bが2-(トリフルオロメチル)-3-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.121dC-1～III.121dC-1275)
　表122d
Bが2-(トリフルオロメチル)-4-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
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つの行に相当する化合物III(化合物III.122dC-1～III.122dC-1275)
　表123d
Bが2-(トリフルオロメチル)-5-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.123dC-1～III.123dC-1275)
　表124d
Bが2-(トリフルオロメチル)-6-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.124dC-1～III.124dC-1275)
　表125d
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.125dC-1～III.125dC-1275)
　表126d
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.126dC-1～III.126dC-1275)
　表127d
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.127dC-1～III.127dC-1275)
　表128d
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-3-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.128dC-1～III.128dC-1275)
　表129d
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.129dC-1～III.129dC-1275)
　表130d
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-5-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.130dC-1～III.130dC-1275)
　表131d
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-6-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.131dC-1～III.131dC-1275)
　表132d
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.132dC-1～III.132dC-1275)
　表133d
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.133dC-1～III.133dC-1275)
　表134d
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表C
の1つの行に相当する化合物III(化合物III.134dC-1～III.134dC-1275)
　表135d
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-3-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.135dC-1～III.135dC-1275)
　表136d
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.136dC-1～III.136dC-1275)
　表137d
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-5-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.137dC-1～III.137dC-1275)
　表138d
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-6-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.138dC-1～III.138dC-1275)
　表139d
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Bが3-(ジフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.139dC-1～III.139dC-1275)
　表140d
Bが2-クロロ-3-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.140dC-1～III.140dC-1275)
　表141d
Bが2-クロロ-4-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.141dC-1～III.141dC-1275)
　表142d
Bが2-クロロ-5-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1
つの行に相当する化合物III(化合物III.142dC-1～III.142dC-1275)
　表143d
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-3-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表
Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.143dC-1～III.143dC-1275)
　表144d
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-4-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表
Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.144dC-1～III.144dC-1275)
　表145d
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-5-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表
Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.145dC-1～III.145dC-1275)
　表146d
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-6-クロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表
Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.146dC-1～III.146dC-1275)
　表147d
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表
Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.147dC-1～III.147dC-1275)
　表148d
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表
Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.148dC-1～III.148dC-1275)
　表149d
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表
Cの1つの行に相当する化合物III(化合物III.149dC-1～III.149dC-1275)
　表150d
Bが2,3,4-トリクロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.150dC-1～III.150dC-1275)
　表151d
Bが2,3,5-トリクロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.151dC-1～III.151dC-1275)
　表152d
Bが2,3,6-トリクロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.152dC-1～III.152dC-1275)
　表153d
Bが2,4,5-トリクロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.153dC-1～III.153dC-1275)
　表154d
Bが2,4,6-トリクロロフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行に相当す
る化合物III(化合物III.154dC-1～III.154dC-1275)
　表155d
Bが2,3,4-トリメチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行の1つの基
に相当する化合物III(化合物III.155dC-1～III.155dC-1275)
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　表156d
Bが2,3,5-トリメチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行の1つの基
に相当する化合物III(化合物III.156dC-1～III.156dC-1275)
　表157d
Bが2,3,6-トリメチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行の1つの基
に相当する化合物III(化合物III.157dC-1～III.157dC-1275)
　表158d
Bが2,4,5-トリメチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行の1つの基
に相当する化合物III(化合物III.158dC-1～III.158dC-1275)
　表159d
Bが2,4,6-トリメチルフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行の1つの基
に相当する化合物III(化合物III.159dC-1～III.159dC-1275)
　表160d
Bが2,3,4-トリメトキシフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行の1つの
基に相当する化合物III(化合物III.160dC-1～III.160dC-1275)
　表161d
Bが2,3,5-トリメトキシフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行の1つの
基に相当する化合物III(化合物III.161dC-1～III.161dC-1275)
　表162d
Bが2,3,6-トリメトキシフェニルであり、A及びZの組合せがそれぞれ表Cの1つの行の1つの
基に相当する化合物III(化合物III.162dC-1～III.162dC-1275)。



(134) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40

【表３】



(135) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(136) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(137) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(138) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(139) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(140) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(141) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(142) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(143) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(144) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(145) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(146) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(147) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(148) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(149) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(150) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(151) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(152) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(153) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(154) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(155) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(156) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(157) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(158) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(159) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(160) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40



(161) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40

50

【化４６】

【０１９２】
　特にその使用の目的で、それぞれ表1e～162e、表1f～162f、表1g～162g及び表1h～162h
に列挙されている本発明の化合物IIIa、IIIb、IIIc及びIIId-1が好ましい。表中に置換基
に対して挙げられている基は更にそれ自体、挙げられている組合せとは無関係に当該置換
基の特に好ましい態様である。
【０１９３】
　表1e
Bが2,3-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIa(化合物IIIa.1eB-1～IIIa.1eB-255)
　表2e
Bが2,4-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIa(化合物IIIa.2eB-1～IIIa.2eB-255)
　表3e
Bが2,5-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIa(化合物IIIa.3eB-1～IIIa.3eB-255)
　表4e
Bが2,6-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIa(化合物IIIa.4eB-1～IIIa.4eB-255)
　表5e
Bが2-フルオロ-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.5eB-1～IIIa.5eB-255)
　表6e
Bが2-フルオロ-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.6eB-1～IIIa.6eB-255)
　表7e
Bが2-フルオロ-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.7eB-1～IIIa.7eB-255)
　表8e
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Bが2-フルオロ-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.8eB-1～IIIa.8eB-255)
　表9e
Bが2-クロロ-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.9eB-1～IIIa.9eB-255)
　表10e
Bが2-クロロ-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.10eB-1～IIIa.10eB-255)
　表11e
Bが2-クロロ-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.11eB-1～IIIa.11eB-255)
　表12e
Bが2-メチル-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.12eB-1～IIIa.12eB-255)
　表13e
Bが2-メチル-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.13eB-1～IIIa.13eB-255)
　表14e
Bが2-メチル-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.14eB-1～IIIa.14eB-255)
　表15e
Bが2-メチル-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.15eB-1～IIIa.15eB-255)
　表16e
Bが2-フルオロ-3-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.16eB-1～IIIa.16eB-255)
　表17e
Bが2-フルオロ-4-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.17eB-1～IIIa.17eB-255)
　表18e
Bが2-フルオロ-5-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.18eB-1～IIIa.18eB-255)
　表19e
Bが2-エチル-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.19eB-1～IIIa.19eB-255)
　表20e
Bが2-エチル-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.20eB-1～IIIa.20eB-255)
　表21e
Bが2-エチル-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.21eB-1～IIIa.21eB-255)
　表22e
Bが2-エチル-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.22eB-1～IIIa.22eB-255)
　表23e
Bが2-フルオロ-3-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.23eB-1～IIIa.23eB-255)
　表24e
Bが2-フルオロ-4-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.24eB-1～IIIa.24eB-255)
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　表25e
Bが2-メトキシ-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIa(化合物IIIa.25eB-1～IIIa.25eB-255)
　表26e
Bが2-メトキシ-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIa(化合物IIIa.26eB-1～IIIa.26eB-255)
　表27e
Bが2-メトキシ-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIa(化合物IIIa.27eB-1～IIIa.27eB-255)
　表28e
Bが2-メトキシ-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIa(化合物IIIa.28eB-1～IIIa.28eB-255)
　表29e
Bが2-フルオロ-3-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIa(化合物IIIa.29eB-1～IIIa.29eB-255)
　表30e
Bが2-フルオロ-4-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIa(化合物IIIa.30eB-1～IIIa.30eB-255)
　表31e
Bが2-フルオロ-5-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIa(化合物IIIa.31eB-1～IIIa.31eB-255)
　表32e
Bが2-(トリフルオロメチル)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.32eB-1～IIIa.32eB-255)
　表33e
Bが2,4,5-トリメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.33eB-1～IIIa.33eB-255)
　表34e
Bが2,4,6-トリメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.34eB-1～IIIa.34eB-255)
　表35e
Bが2-フルオロ-5-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.35eB-1～IIIa.35eB-255)
　表36e
Bが2-(トリフルオロメチル)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.36eB-1～IIIa.36eB-255)
　表37e
Bが2-(トリフルオロメチル)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.37eB-1～IIIa.37eB-255)
　表38e
Bが2-(トリフルオロメチル)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.38eB-1～IIIa.38eB-255)
　表39e
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.39eB-1～IIIa.39eB-255)
　表40e
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.40eB-1～IIIa.40eB-255)
　表41e
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
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の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.41eB-1～IIIa.41eB-255)
　表42e
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.42eB-1～IIIa.42eB-255)
　表43e
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.43eB-1～IIIa.43eB-255)
　表44e
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.44eB-1～IIIa.44eB-255)
　表45e
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.45eB-1～IIIa.45eB-255)
　表46e
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.46eB-1～IIIa.46eB-255)
　表47e
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.47eB-1～IIIa.47eB-255)
　表48e
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.48eB-1～IIIa.48eB-255)
　表49e
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.49eB-1～IIIa.49eB-255)
　表50e
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.50eB-1～IIIa.50eB-255)
　表51e
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.51eB-1～IIIa.51eB-255)
　表52e
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.52eB-1～IIIa.52eB-255)
　表53e
Bが2-フルオロ-3-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.53eB-1～IIIa.53eB-255)
　表54e
Bが2-フルオロ-4-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.54eB-1～IIIa.54eB-255)
　表55e
Bが2-フルオロ-5-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.55eB-1～IIIa.55eB-255)
　表56e
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.56eB-1～IIIa.56eB-255)
　表57e
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.57eB-1～IIIa.57eB-255)
　表58e
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Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.58eB-1～IIIa.58eB-255)
　表59e
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.59eB-1～IIIa.59eB-255)
　表60e
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.60eB-1～IIIa.60eB-255)
　表61e
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.61eB-1～IIIa.61eB-255)
　表62e
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.62eB-1～IIIa.62eB-255)
　表63e
Bが2,3,4-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.63eB-1～IIIa.63eB-255)
　表64e
Bが2,3,5-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.64eB-1～IIIa.64eB-255)
　表65e
Bが2,3,6-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.65eB-1～IIIa.65eB-255)
　表66e
Bが2,4,5-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.66eB-1～IIIa.66eB-255)
　表67e
Bが2,4,6-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.67eB-1～IIIa.67eB-255)
　表68e
Bが2,3-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.68eB-1～IIIa.68eB-255)
　表69e
Bが2,4-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.69eB-1～IIIa.69eB-255)
　表70e
Bが2,5-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.70eB-1～IIIa.70eB-255)
　表71e
Bが2,6-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.71eB-1～IIIa.71eB-255)
　表72e
Bが2,3-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.72eB-1～IIIa.72eB-255)
　表73e
Bが2,4-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.73eB-1～IIIa.73eB-255)
　表74e
Bが2,5-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.74eB-1～IIIa.74eB-255)
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　表75e
Bが2,6-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.75eB-1～IIIa.75eB-255)
　表76e
Bが2,3-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.76eB-1～IIIa.76eB-255)
　表77e
Bが2,4-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.77eB-1～IIIa.77eB-255)
　表78e
Bが2,5-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.78eB-1～IIIa.78eB-255)
　表79e
Bが2,6-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.79eB-1～IIIa.79eB-255)
　表80e
Bが2,3-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIa(化合物IIIa.80eB-1～IIIa.80eB-255)
　表81e
Bが2,4-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIa(化合物IIIa.81eB-1～IIIa.81eB-255)
　表82e
Bが2,5-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIa(化合物IIIa.82eB-1～IIIa.82eB-255)
　表83e
Bが2,6-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIa(化合物IIIa.83eB-1～IIIa.83eB-255)
　表84e
Bが2,3-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.84eB-1～IIIa.84eB-255)
　表85e
Bが2,4-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.85eB-1～IIIa.85eB-255)
　表86e
Bが2,5-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.86eB-1～IIIa.86eB-255)
　表87e
Bが2,6-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.87eB-1～IIIa.87eB-255)
　表88e
Bが2,3-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.88eB-1～IIIa.88eB-255)
　表89e
Bが2,4-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.89eB-1～IIIa.89eB-255)
　表90e
Bが2,5-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.90eB-1～IIIa.90eB-255)
　表91e
Bが2,6-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つ
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の行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.91eB-1～IIIa.91eB-255)
　表92e
Bが2,3-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.92eB-1～IIIa.92eB-255)
　表93e
Bが2,4-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.93eB-1～IIIa.93eB-255)
　表94e
Bが2,5-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.94eB-1～IIIa.94eB-255)
　表95e
Bが2,6-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.95eB-1～IIIa.95eB-255)
　表96e
Bが2,3-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.96eB-1～IIIa.96eB-255)
　表97e
Bが2,4-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.97eB-1～IIIa.97eB-255)
　表98e
Bが2,5-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.98eB-1～IIIa.98eB-255)
　表99e
Bが2,6-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.99eB-1～IIIa.99eB-255)
　表100e
Bが2-メチル-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.100eB-1～IIIa.100eB-255)
　表101e
Bが2-メチル-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.101eB-1～IIIa.101eB-255)
　表102e
Bが2-メチル-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.102eB-1～IIIa.102eB-255)
　表103e
Bが2-メチル-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.103eB-1～IIIa.103eB-255)
　表104e
Bが2-クロロ-3-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.104eB-1～IIIa.104eB-255)
　表105e
Bが2-クロロ-4-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.105eB-1～IIIa.105eB-255)
　表106e
Bが2-クロロ-5-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.106eB-1～IIIa.106eB-255)
　表107e
Bが2-クロロ-3-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.107eB-1～IIIa.107eB-255)
　表108e
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Bが2-クロロ-4-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.108eB-1～IIIa.108eB-255)
　表109e
Bが2-クロロ-5-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.109eB-1～IIIa.109eB-255)
　表110e
Bが2-エチル-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.110eB-1～IIIa.110eB-255)
　表111e
Bが2-エチル-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.111eB-1～IIIa.111eB-255)
　表112e
Bが2-エチル-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.112eB-1～IIIa.112eB-255)
　表113e
Bが2-エチル-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.113eB-1～IIIa.113eB-255)
　表114e
Bが2-メトキシ-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.114eB-1～IIIa.114eB-255)
　表115e
Bが2-メトキシ-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.115eB-1～IIIa.115eB-255)
　表116e
Bが2-メトキシ-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.116eB-1～IIIa.116eB-255)
　表117e
Bが2-メトキシ-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.117eB-1～IIIa.117eB-255)
　表118e
Bが2-クロロ-3-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.118eB-1～IIIa.118eB-255)
　表119e
Bが2-クロロ-4-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.119eB-1～IIIa.119eB-255)
　表120e
Bが2-クロロ-5-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIa(化合物IIIa.120eB-1～IIIa.120eB-255)
　表121e
Bが2-(トリフルオロメチル)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.121eB-1～IIIa.121eB-255)
　表122e
Bが2-(トリフルオロメチル)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.122eB-1～IIIa.122eB-255)
　表123e
Bが2-(トリフルオロメチル)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.123eB-1～IIIa.123eB-255)
　表124e
Bが2-(トリフルオロメチル)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.124eB-1～IIIa.124eB-255)
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　表125e
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.125eB-1～IIIa.125eB-255)
　表126e
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.126eB-1～IIIa.126eB-255)
　表127e
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.127eB-1～IIIa.127eB-255)
　表128e
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.128eB-1～IIIa.128eB-255)
　表129e
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.129eB-1～IIIa.129eB-255)
　表130e
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.130eB-1～IIIa.130eB-255)
　表131e
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.131eB-1～IIIa.131eB-255)
　表132e
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.132eB-1～IIIa.132eB-255)
　表133e
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.133eB-1～IIIa.133eB-255)
　表134e
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.134eB-1～IIIa.134eB-255)
　表135e
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.135eB-1～IIIa.135eB-255)
　表136e
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.136eB-1～IIIa.136eB-255)
　表137e
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.137eB-1～IIIa.137eB-255)
　表138e
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.138eB-1～IIIa.138eB-255)
　表139e
Bが3-(ジフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.139eB-1～IIIa.139eB-255)
　表140e
Bが2-クロロ-3-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.140eB-1～IIIa.140eB-255)
　表141e
Bが2-クロロ-4-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
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つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.141eB-1～IIIa.141eB-255)
　表142e
Bが2-クロロ-5-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.142eB-1～IIIa.142eB-255)
　表143e
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.143eB-1～IIIa.143eB-255)
　表144e
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.144eB-1～IIIa.144eB-255)
　表145e
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.145eB-1～IIIa.145eB-255)
　表146e
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.146eB-1～IIIa.146eB-255)
　表147e
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.147eB-1～IIIa.147eB-255)
　表148e
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.148eB-1～IIIa.148eB-255)
　表149e
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIa(化合物IIIa.149eB-1～IIIa.149eB-255)
　表150e
Bが2,3,4-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.150eB-1～IIIa.150eB-255)
　表151e
Bが2,3,5-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.151eB-1～IIIa.151eB-255)
　表152e
Bが2,3,6-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.152eB-1～IIIa.152eB-255)
　表153e
Bが2,4,5-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.153eB-1～IIIa.153eB-255)
　表154e
Bが2,4,6-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIa(化合物IIIa.154eB-1～IIIa.154eB-255)
　表155e
Bが2,3,4-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.155eB-1～IIIa.155eB-255)
　表156e
Bが2,3,5-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.156eB-1～IIIa.156eB-255)
　表157e
Bが2,3,6-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.157eB-1～IIIa.157eB-255)
　表158e
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Bが2,4,5-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.158eB-1～IIIa.158eB-255)
　表159e
Bが2,4,6-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物IIIa(化合物IIIa.159eB-1～IIIa.159eB-255)
　表160e
Bが2,3,4-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する
化合物IIIa(化合物IIIa.160eB-1～IIIa.160eB-255)
　表161e
Bが2,3,5-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する
化合物IIIa(化合物IIIa.161eB-1～IIIa.161eB-255)
　表162e
Bが2,3,6-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する
化合物IIIa(化合物IIIa.162eB-1～IIIa.162eB-255)。
【０１９４】
　表1f
Bが2,3-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIb(化合物IIIb.1fB-1～IIIb.1fB-255)
　表2f
Bが2,4-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIb(化合物IIIb.2fB-1～IIIb.2fB-255)
　表3f
Bが2,5-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIb(化合物IIIb.3fB-1～IIIb.3fB-255)
　表4f
Bが2,6-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIb(化合物IIIb.4fB-1～IIIb.4fB-255)
　表5f
Bが2-フルオロ-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.5fB-1～IIIb.5fB-255)
　表6f
Bが2-フルオロ-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.6fB-1～IIIb.6fB-255)
　表7f
Bが2-フルオロ-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.7fB-1～IIIb.7fB-255)
　表8f
Bが2-フルオロ-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.8fB-1～IIIb.8fB-255)
　表9f
Bが2-クロロ-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.9fB-1～IIIb.9fB-255)
　表10f
Bが2-クロロ-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.10fB-1～IIIb.10fB-255)
　表11f
Bが2-クロロ-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.11fB-1～IIIb.11fB-255)
　表12f
Bが2-メチル-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
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する化合物IIIb(化合物IIIb.12fB-1～IIIb.12fB-255)
　表13f
Bが2-メチル-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.13fB-1～IIIb.13fB-255)
　表14f
Bが2-メチル-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.14fB-1～IIIb.14fB-255)
　表15f
Bが2-メチル-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.15fB-1～IIIb.15fB-255)
　表16f
Bが2-フルオロ-3-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.16fB-1～IIIb.16fB-255)
　表17f
Bが2-フルオロ-4-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.17fB-1～IIIb.17fB-255)
　表18f
Bが2-フルオロ-5-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.18fB-1～IIIb.18fB-255)
　表19f
Bが2-エチル-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.19fB-1～IIIb.19fB-255)
　表20f
Bが2-エチル-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.20fB-1～IIIb.20fB-255)
　表21f
Bが2-エチル-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.21fB-1～IIIb.21fB-255)
　表22f
Bが2-エチル-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.22fB-1～IIIb.22fB-255)
　表23f
Bが2-フルオロ-3-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.23fB-1～IIIb.23fB-255)
　表24f
Bが2-フルオロ-4-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.24fB-1～IIIb.24fB-255)
　表25f
Bが2-メトキシ-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIb(化合物IIIb.25fB-1～IIIb.25fB-255)
　表26f
Bが2-メトキシ-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIb(化合物IIIb.26fB-1～IIIb.26fB-255)
　表27f
Bが2-メトキシ-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIb(化合物IIIb.27fB-1～IIIb.27fB-255)
　表28f
Bが2-メトキシ-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIb(化合物IIIb.28fB-1～IIIb.28fB-255)
　表29f
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Bが2-フルオロ-3-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIb(化合物IIIb.29fB-1～IIIb.29fB-255)
　表30f
Bが2-フルオロ-4-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIb(化合物IIIb.30fB-1～IIIb.30fB-255)
　表31f
Bが2-フルオロ-5-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIb(化合物IIIb.31fB-1～IIIb.31fB-255)
　表32f
Bが2-(トリフルオロメチル)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.32fB-1～IIIb.32fB-255)
　表33f
Bが2,4,5-トリメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.33fB-1～IIIb.33fB-255)
　表34f
Bが2,4,6-トリメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.34fB-1～IIIb.34fB-255)
　表35f
Bが2-フルオロ-5-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.35fB-1～IIIb.35fB-255)
　表36f
Bが2-(トリフルオロメチル)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.36fB-1～IIIb.36fB-255)
　表37f
Bが2-(トリフルオロメチル)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.37fB-1～IIIb.37fB-255)
　表38f
Bが2-(トリフルオロメチル)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.38fB-1～IIIb.38fB-255)
　表39f
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.39fB-1～IIIb.39fB-255)
　表40f
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.40fB-1～IIIb.40fB-255)
　表41f
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.41fB-1～IIIb.41fB-255)
　表42f
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.42fB-1～IIIb.42fB-255)
　表43f
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.43fB-1～IIIb.43fB-255)
　表44f
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.44fB-1～IIIb.44fB-255)
　表45f
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.45fB-1～IIIb.45fB-255)
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　表46f
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.46fB-1～IIIb.46fB-255)
　表47f
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.47fB-1～IIIb.47fB-255)
　表48f
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.48fB-1～IIIb.48fB-255)
　表49f
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.49fB-1～IIIb.49fB-255)
　表50f
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.50fB-1～IIIb.50fB-255)
　表51f
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.51fB-1～IIIb.51fB-255)
　表52f
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.52fB-1～IIIb.52fB-255)
　表53f
Bが2-フルオロ-3-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.53fB-1～IIIb.53fB-255)
　表54f
Bが2-フルオロ-4-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.54fB-1～IIIb.54fB-255)
　表55f
Bが2-フルオロ-5-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.55fB-1～IIIb.55fB-255)
　表56f
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.56fB-1～IIIb.56fB-255)
　表57f
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.57fB-1～IIIb.57fB-255)
　表58f
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.58fB-1～IIIb.58fB-255)
　表59f
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.59fB-1～IIIb.59fB-255)
　表60f
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.60fB-1～IIIb.60fB-255)
　表61f
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.61fB-1～IIIb.61fB-255)
　表62f
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
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表Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.62fB-1～IIIb.62fB-255)
　表63f
Bが2,3,4-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.63fB-1～IIIb.63fB-255)
　表64f
Bが2,3,5-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.64fB-1～IIIb.64fB-255)
　表65f
Bが2,3,6-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.65fB-1～IIIb.65fB-255)
　表66f
Bが2,4,5-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.66fB-1～IIIb.66fB-255)
　表67f
Bが2,4,6-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.67fB-1～IIIb.67fB-255)
　表68f
Bが2,3-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIb(化合物IIIb.68fB-1～IIIb.68fB-255)
　表69f
Bが2,4-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIb(化合物IIIb.69fB-1～IIIb.69fB-255)
　表70f
Bが2,5-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIb(化合物IIIb.70fB-1～IIIb.70fB-255)
　表71f
Bが2,6-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIb(化合物IIIb.71fB-1～IIIb.71fB-255)
　表72f
Bが2,3-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIb(化合物IIIb.72fB-1～IIIb.72fB-255)
　表73f
Bが2,4-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIb(化合物IIIb.73fB-1～IIIb.73fB-255)
　表74f
Bが2,5-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIb(化合物IIIb.74fB-1～IIIb.74fB-255)
　表75f
Bが2,6-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIb(化合物IIIb.75fB-1～IIIb.75fB-255)
　表76f
Bが2,3-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIb(化合物IIIb.76fB-1～IIIb.76fB-255)
　表77f
Bが2,4-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIb(化合物IIIb.77fB-1～IIIb.77fB-255)
　表78f
Bが2,5-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIb(化合物IIIb.78fB-1～IIIb.78fB-255)
　表79f
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Bが2,6-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIb(化合物IIIb.79fB-1～IIIb.79fB-255)
　表80f
Bが2,3-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIb(化合物IIIb.80fB-1～IIIb.80fB-255)
　表81f
Bが2,4-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIb(化合物IIIb.81fB-1～IIIb.81fB-255)
　表82f
Bが2,5-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIb(化合物IIIb.82fB-1～IIIb.82fB-255)
　表83f
Bが2,6-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIb(化合物IIIb.83fB-1～IIIb.83fB-255)
　表84f
Bが2,3-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.84fB-1～IIIb.84fB-255)
　表85f
Bが2,4-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.85fB-1～IIIb.85fB-255)
　表86f
Bが2,5-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.86fB-1～IIIb.86fB-255)
　表87f
Bが2,6-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.87fB-1～IIIb.87fB-255)
　表88f
Bが2,3-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.88fB-1～IIIb.88fB-255)
　表89f
Bが2,4-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.89fB-1～IIIb.89fB-255)
　表90f
Bが2,5-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.90fB-1～IIIb.90fB-255)
　表91f
Bが2,6-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.91fB-1～IIIb.91fB-255)
　表92f
Bが2,3-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.92fB-1～IIIb.92fB-255)
　表93f
Bが2,4-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.93fB-1～IIIb.93fB-255)
　表94f
Bが2,5-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.94fB-1～IIIb.94fB-255)
　表95f
Bが2,6-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.95fB-1～IIIb.95fB-255)



(177) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40

50

　表96f
Bが2,3-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.96fB-1～IIIb.96fB-255)
　表97f
Bが2,4-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.97fB-1～IIIb.97fB-255)
　表98f
Bが2,5-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.98fB-1～IIIb.98fB-255)
　表99f
Bが2,6-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.99fB-1～IIIb.99fB-255)
　表100f
Bが2-メチル-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.100fB-1～IIIb.100fB-255)
　表101f
Bが2-メチル-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.101fB-1～IIIb.101fB-255)
　表102f
Bが2-メチル-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.102fB-1～IIIb.102fB-255)
　表103f
Bが2-メチル-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.103fB-1～IIIb.103fB-255)
　表104f
Bが2-クロロ-3-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.104fB-1～IIIb.104fB-255)
　表105f
Bが2-クロロ-4-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.105fB-1～IIIb.105fB-255)
　表106f
Bが2-クロロ-5-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.106fB-1～IIIb.106fB-255)
　表107f
Bが2-クロロ-3-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.107fB-1～IIIb.107fB-255)
　表108f
Bが2-クロロ-4-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.108fB-1～IIIb.108fB-255)
　表109f
Bが2-クロロ-5-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.109fB-1～IIIb.109fB-255)
　表110f
Bが2-エチル-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.110fB-1～IIIb.110fB-255)
　表111f
Bが2-エチル-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.111fB-1～IIIb.111fB-255)
　表112f
Bが2-エチル-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
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る化合物IIIb(化合物IIIb.112fB-1～IIIb.112fB-255)
　表113f
Bが2-エチル-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.113fB-1～IIIb.113fB-255)
　表114f
Bが2-メトキシ-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.114fB-1～IIIb.114fB-255)
　表115f
Bが2-メトキシ-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.115fB-1～IIIb.115fB-255)
　表116f
Bが2-メトキシ-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.116fB-1～IIIb.116fB-255)
　表117f
Bが2-メトキシ-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.117fB-1～IIIb.117fB-255)
　表118f
Bが2-クロロ-3-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.118fB-1～IIIb.118fB-255)
　表119f
Bが2-クロロ-4-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.119fB-1～IIIb.119fB-255)
　表120f
Bが2-クロロ-5-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIb(化合物IIIb.120fB-1～IIIb.120fB-255)
　表121f
Bが2-(トリフルオロメチル)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.121fB-1～IIIb.121fB-255)
　表122f
Bが2-(トリフルオロメチル)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.122fB-1～IIIb.122fB-255)
　表123f
Bが2-(トリフルオロメチル)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.123fB-1～IIIb.123fB-255)
　表124f
Bが2-(トリフルオロメチル)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.124fB-1～IIIb.124fB-255)
　表125f
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.125fB-1～IIIb.125fB-255)
　表126f
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.126fB-1～IIIb.126fB-255)
　表127f
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.127fB-1～IIIb.127fB-255)
　表128f
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.128fB-1～IIIb.128fB-255)
　表129f
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Bが2-(トリフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.129fB-1～IIIb.129fB-255)
　表130f
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.130fB-1～IIIb.130fB-255)
　表131f
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.131fB-1～IIIb.131fB-255)
　表132f
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.132fB-1～IIIb.132fB-255)
　表133f
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.133fB-1～IIIb.133fB-255)
　表134f
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.134fB-1～IIIb.134fB-255)
　表135f
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.135fB-1～IIIb.135fB-255)
　表136f
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.136fB-1～IIIb.136fB-255)
　表137f
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.137fB-1～IIIb.137fB-255)
　表138f
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.138fB-1～IIIb.138fB-255)
　表139f
Bが3-(ジフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.139fB-1～IIIb.139fB-255)
　表140f
Bが2-クロロ-3-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.140fB-1～IIIb.140fB-255)
　表141f
Bが2-クロロ-4-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.141fB-1～IIIb.141fB-255)
　表142f
Bが2-クロロ-5-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.142fB-1～IIIb.142fB-255)
　表143f
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.143fB-1～IIIb.143fB-255)
　表144f
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.144fB-1～IIIb.144fB-255)
　表145f
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.145fB-1～IIIb.145fB-255)
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　表146f
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.146fB-1～IIIb.146fB-255)
　表147f
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.147fB-1～IIIb.147fB-255)
　表148f
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.148fB-1～IIIb.148fB-255)
　表149f
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIb(化合物IIIb.149fB-1～IIIb.149fB-255)
　表150f
Bが2,3,4-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.150fB-1～IIIb.150fB-255)
　表151f
Bが2,3,5-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.151fB-1～IIIb.151fB-255)
　表152f
Bが2,3,6-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.152fB-1～IIIb.152fB-255)
　表153f
Bが2,4,5-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.153fB-1～IIIb.153fB-255)
　表154f
Bが2,4,6-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIb(化合物IIIb.154fB-1～IIIb.154fB-255)
　表155f
Bが2,3,4-トリメチルフェニルであり、Aが表Bの1つの行の1つの基に相当する化合物IIIb(
化合物IIIb.155fB-1～IIIb.155fB-255)
　表156f
Bが2,3,5-トリメチルフェニルであり、Aが表Bの1つの行の1つの基に相当する化合物IIIb(
化合物IIIb.156fB-1～IIIb.156fB-255)
　表157f
Bが2,3,6-トリメチルフェニルであり、Aが表Bの1つの行の1つの基に相当する化合物IIIb(
化合物IIIb.157fB-1～IIIb.157fB-255)
　表158f
Bが2,4,5-トリメチルフェニルであり、Aが表Bの1つの行の1つの基に相当する化合物IIIb(
化合物IIIb.158fB-1～IIIb.158fB-255)
　表159f
Bが2,4,6-トリメチルフェニルであり、Aが表Bの1つの行の1つの基に相当する化合物IIIb(
化合物IIIb.159fB-1～IIIb.159fB-255)
　表160f
Bが2,3,4-トリメトキシフェニルであり、Aが表Bの1つの行の1つの基に相当する化合物III
b(化合物IIIb.160fB-1～IIIb.160fB-255)
　表161f
Bが2,3,5-トリメトキシフェニルであり、Aが表Bの1つの行の1つの基に相当する化合物III
b(化合物IIIb.161fB-1～IIIb.161fB-255)
　表162f
Bが2,3,6-トリメトキシフェニルであり、Aが表Bの1つの行の1つの基に相当する化合物III
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b(化合物IIIb.162fB-1～IIIb.162fB-255)。
【０１９５】
　表1g
Bが2,3-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIc(化合物IIIc.1gB-1～IIIc.1gB-255)
　表2g
Bが2,4-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIc(化合物IIIc.2gB-1～IIIc.2gB-255)
　表3g
Bが2,5-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIc(化合物IIIc.3gB-1～IIIc.3gB-255)
　表4g
Bが2,6-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIc(化合物IIIc.4gB-1～IIIc.4gB-255)
　表5g
Bが2-フルオロ-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.5gB-1～IIIc.5gB-255)
　表6g
Bが2-フルオロ-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.6gB-1～IIIc.6gB-255)
　表7g
Bが2-フルオロ-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.7gB-1～IIIc.7gB-255)
　表8g
Bが2-フルオロ-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.8gB-1～IIIc.8gB-255)
　表9g
Bが2-クロロ-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.9gB-1～IIIc.9gB-255)
　表10g
Bが2-クロロ-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.10gB-1～IIIc.10gB-255)
　表11g
Bが2-クロロ-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.11gB-1～IIIc.11gB-255)
　表12g
Bが2-メチル-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.12gB-1～IIIc.12gB-255)
　表13g
Bが2-メチル-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.13gB-1～IIIc.13gB-255)
　表14g
Bが2-メチル-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.14gB-1～IIIc.14gB-255)
　表15g
Bが2-メチル-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.15gB-1～IIIc.15gB-255)
　表16g
Bが2-フルオロ-3-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.16gB-1～IIIc.16gB-255)
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　表17g
Bが2-フルオロ-4-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.17gB-1～IIIc.17gB-255)
　表18g
Bが2-フルオロ-5-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.18gB-1～IIIc.18gB-255)
　表19g
Bが2-エチル-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.19gB-1～IIIc.19gB-255)
　表20g
Bが2-エチル-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.20gB-1～IIIc.20gB-255)
　表21g
Bが2-エチル-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.21gB-1～IIIc.21gB-255)
　表22g
Bが2-エチル-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.22gB-1～IIIc.22gB-255)
　表23g
Bが2-フルオロ-3-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.23gB-1～IIIc.23gB-255)
　表24g
Bが2-フルオロ-4-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.24gB-1～IIIc.24gB-255)
　表25g
Bが2-メトキシ-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIc(化合物IIIc.25gB-1～IIIc.25gB-255)
　表26g
Bが2-メトキシ-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIc(化合物IIIc.26gB-1～IIIc.26gB-255)
　表27g
Bが2-メトキシ-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIc(化合物IIIc.27gB-1～IIIc.27gB-255)
　表28g
Bが2-メトキシ-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIc(化合物IIIc.28gB-1～IIIc.28gB-255)
　表29g
Bが2-フルオロ-3-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIc(化合物IIIc.29gB-1～IIIc.29gB-255)
　表30g
Bが2-フルオロ-4-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIc(化合物IIIc.30gB-1～IIIc.30gB-255)
　表31g
Bが2-フルオロ-5-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIIc(化合物IIIc.31gB-1～IIIc.31gB-255)
　表32g
Bが2-(トリフルオロメチル)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.32gB-1～IIIc.32gB-255)
　表33g
Bが2,4,5-トリメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
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する化合物IIIc(化合物IIIc.33gB-1～IIIc.33gB-255)
　表34g
Bが2,4,6-トリメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.34gB-1～IIIc.34gB-255)
　表35g
Bが2-フルオロ-5-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.35gB-1～IIIc.35gB-255)
　表36g
Bが2-(トリフルオロメチル)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.36gB-1～IIIc.36gB-255)
　表37g
Bが2-(トリフルオロメチル)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.37gB-1～IIIc.37gB-255)
　表38g
Bが2-(トリフルオロメチル)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.38gB-1～IIIc.38gB-255)
　表39g
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.39gB-1～IIIc.39gB-255)
　表40
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.40gB-1～IIIc.40gB-255)
　表41g
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.41gB-1～IIIc.41gB-255)
　表42g
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.42gB-1～IIIc.42gB-255)
　表43g
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.43gB-1～IIIc.43gB-255)
　表44g
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.44gB-1～IIIc.44gB-255)
　表45g
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.45gB-1～IIIc.45gB-255)
　表46g
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.46gB-1～IIIc.46gB-255)
　表47g
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.47gB-1～IIIc.47gB-255)
　表48g
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.48gB-1～IIIc.48gB-255)
　表49g
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.49gB-1～IIIc.49gB-255)
　表50g



(184) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40

50

Bが2-(ジフルオロメトキシ)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.50gB-1～IIIc.50gB-255)
　表51g
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.51gB-1～IIIc.51gB-255)
　表52g
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.52gB-1～IIIc.52gB-255)
　表53g
Bが2-フルオロ-3-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.53gB-1～IIIc.53gB-255)
　表54g
Bが2-フルオロ-4-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.54gB-1～IIIc.54gB-255)
　表55g
Bが2-フルオロ-5-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.55gB-1～IIIc.55gB-255)
　表56g
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.56gB-1～IIIc.56gB-255)
　表57g
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.57gB-1～IIIc.57gB-255)
　表58g
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.58gB-1～IIIc.58gB-255)
　表59g
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.59gB-1～IIIc.59gB-255)
　表60g
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.60gB-1～IIIc.60gB-255)
　表61g
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.61gB-1～IIIc.61gB-255)
　表62g
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.62gB-1～IIIc.62gB-255)
　表63g
Bが2,3,4-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.63gB-1～IIIc.63gB-255)
　表64g
Bが2,3,5-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.64gB-1～IIIc.64gB-255)
　表65g
Bが2,3,6-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.65gB-1～IIIc.65gB-255)
　表66g
Bが2,4,5-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.66gB-1～IIIc.66gB-255)
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　表67g
Bが2,4,6-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.67gB-1～IIIc.67gB-255)
　表68g
Bが2,3-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.68gB-1～IIIc.68gB-255)
　表69g
Bが2,4-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.69gB-1～IIIc.69gB-255)
　表70g
Bが2,5-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.70gB-1～IIIc.70gB-255)
　表71g
Bが2,6-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.71gB-1～IIIc.71gB-255)
　表72g
Bが2,3-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.72gB-1～IIIc.72gB-255)
　表73g
Bが2,4-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.73gB-1～IIIc.73gB-255)
　表74g
Bが2,5-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.74gB-1～IIIc.74gB-255)
　表75g
Bが2,6-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.75gB-1～IIIc.75gB-255)
　表76g
Bが2,3-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.76gB-1～IIIc.76gB-255)
　表77g
Bが2,4-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.77gB-1～IIIc.77gB-255)
　表78g
Bが2,5-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.78gB-1～IIIc.78gB-255)
　表79g
Bが2,6-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.79gB-1～IIIc.79gB-255)
　表80g
Bが2,3-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIc(化合物IIIc.80gB-1～IIIc.80gB-255)
　表81g
Bが2,4-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIc(化合物IIIc.81gB-1～IIIc.81gB-255)
　表82g
Bが2,5-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIIc(化合物IIIc.82gB-1～IIIc.82gB-255)
　表83g
Bが2,6-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
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化合物IIIc(化合物IIIc.83gB-1～IIIc.83gB-255)
　表84g
Bが2,3-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.84gB-1～IIIc.84gB-255)
　表85g
Bが2,4-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.85gB-1～IIIc.85gB-255)
　表86g
Bが2,5-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.86gB-1～IIIc.86gB-255)
　表87g
Bが2,6-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.87gB-1～IIIc.87gB-255)
　表88g
Bが2,3-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.88gB-1～IIIc.88gB-255)
　表89g
Bが2,4-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.89gB-1～IIIc.89gB-255)
　表90g
Bが2,5-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.90gB-1～IIIc.90gB-255)
　表91g
Bが2,6-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.91gB-1～IIIc.91gB-255)
　表92g
Bが2,3-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.92gB-1～IIIc.92gB-255)
　表93g
Bが2,4-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.93gB-1～IIIc.93gB-255)
　表94g
Bが2,5-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.94gB-1～IIIc.94gB-255)
　表95g
Bが2,6-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.95gB-1～IIIc.95gB-255)
　表96g
Bが2,3-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.96gB-1～IIIc.96gB-255)
　表97g
Bが2,4-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.97gB-1～IIIc.97gB-255)
　表98g
Bが2,5-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.98gB-1～IIIc.98gB-255)
　表99g
Bが2,6-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.99gB-1～IIIc.99gB-255)
　表100g



(187) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40

50

Bが2-メチル-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.100gB-1～IIIc.100gB-255)
　表101g
Bが2-メチル-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.101gB-1～IIIc.101gB-255)
　表102g
Bが2-メチル-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.102gB-1～IIIc.102gB-255)
　表103g
Bが2-メチル-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.103gB-1～IIIc.103gB-255)
　表104g
Bが2-クロロ-3-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.104gB-1～IIIc.104gB-255)
　表105g
Bが2-クロロ-4-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.105gB-1～IIIc.105gB-255)
　表106g
Bが2-クロロ-5-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.106gB-1～IIIc.106gB-255)
　表107g
Bが2-クロロ-3-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.107gB-1～IIIc.107gB-255)
　表108g
Bが2-クロロ-4-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.108gB-1～IIIc.108gB-255)
　表109g
Bが2-クロロ-5-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.109gB-1～IIIc.109gB-255)
　表110g
Bが2-エチル-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.110gB-1～IIIc.110gB-255)
　表111g
Bが2-エチル-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.111gB-1～IIIc.111gB-255)
　表112g
Bが2-エチル-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.112gB-1～IIIc.112gB-255)
　表113g
Bが2-エチル-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.113gB-1～IIIc.113gB-255)
　表114g
Bが2-メトキシ-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.114gB-1～IIIc.114gB-255)
　表115g
Bが2-メトキシ-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.115gB-1～IIIc.115gB-255)
　表116g
Bが2-メトキシ-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.116gB-1～IIIc.116gB-255)
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　表117g
Bが2-メトキシ-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.117gB-1～IIIc.117gB-255)
　表118g
Bが2-クロロ-3-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.118gB-1～IIIc.118gB-255)
　表119g
Bが2-クロロ-4-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.119gB-1～IIIc.119gB-255)
　表120g
Bが2-クロロ-5-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIIc(化合物IIIc.120gB-1～IIIc.120gB-255)
　表121g
Bが2-(トリフルオロメチル)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.121gB-1～IIIc.121gB-255)
　表122g
Bが2-(トリフルオロメチル)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.122gB-1～IIIc.122gB-255)
　表123g
Bが2-(トリフルオロメチル)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.123gB-1～IIIc.123gB-255)
　表124g
Bが2-(トリフルオロメチル)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.124gB-1～IIIc.124gB-255)
　表125g
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.125gB-1～IIIc.125gB-255)
　表126g
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.126gB-1～IIIc.126gB-255)
　表127g
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.127gB-1～IIIc.127gB-255)
　表128g
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.128gB-1～IIIc.128gB-255)
　表129g
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.129gB-1～IIIc.129gB-255)
　表130g
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.130gB-1～IIIc.130gB-255)
　表131g
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.131gB-1～IIIc.131gB-255)
　表132g
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.132gB-1～IIIc.132gB-255)
　表133g
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B



(189) JP 2011-506543 A 2011.3.3

10

20

30

40

50

の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.133gB-1～IIIc.133gB-255)
　表134g
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.134gB-1～IIIc.134gB-255)
　表135g
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.135gB-1～IIIc.135gB-255)
　表136g
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.136gB-1～IIIc.136gB-255)
　表137g
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.137gB-1～IIIc.137gB-255)
　表138g
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.138gB-1～IIIc.138gB-255)
　表139g
Bが3-(ジフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.139gB-1～IIIc.139gB-255)
　表140g
Bが2-クロロ-3-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.140gB-1～IIIc.140gB-255)
　表141g
Bが2-クロロ-4-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.141gB-1～IIIc.141gB-255)
　表142g
Bが2-クロロ-5-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.142gB-1～IIIc.142gB-255)
　表143g
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.143gB-1～IIIc.143gB-255)
　表144g
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.144gB-1～IIIc.144gB-255)
　表145g
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.145gB-1～IIIc.145gB-255)
　表146g
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.146gB-1～IIIc.146gB-255)
　表147g
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.147gB-1～IIIc.147gB-255)
　表148g
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.148gB-1～IIIc.148gB-255)
　表149g
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIIc(化合物IIIc.149gB-1～IIIc.149gB-255)
　表150g
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Bが2,3,4-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.150gB-1～IIIc.150gB-255)
　表151g
Bが2,3,5-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.151gB-1～IIIc.151gB-255)
　表152g
Bが2,3,6-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.152gB-1～IIIc.152gB-255)
　表153g
Bが2,4,5-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.153gB-1～IIIc.153gB-255)
　表154g
Bが2,4,6-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIIc(化合物IIIc.154gB-1～IIIc.154gB-255)
　表155g
Bが2,3,4-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.155gB-1～IIIc.155gB-255)
　表156g
Bが2,3,5-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.156gB-1～IIIc.156gB-255)
　表157g
Bが2,3,6-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.157gB-1～IIIc.157gB-255)
　表158g
Bが2,4,5-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.158gB-1～IIIc.158gB-255)
　表159g
Bが2,4,6-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物IIIc(化合物IIIc.159gB-1～IIIc.159gB-255)
　表160g
Bが2,3,4-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する
化合物IIIc(化合物IIIc.160gB-1～IIIc.160gB-255)
　表161g
Bが2,3,5-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する
化合物IIIc(化合物IIIc.161gB-1～IIIc.161gB-255)
　表162g
Bが2,3,6-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する
化合物IIIc(化合物IIIc.162gB-1～IIIc.162gB-255)。
【０１９６】
　表1h
Bが2,3-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIId-1(化合物IIId-1.1hB-1～IIId-1.1hB-255)
　表2h
Bが2,4-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIId-1(化合物IIId-1.2hB-1～IIId-1.2hB-255)
　表3h
Bが2,5-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIId-1(化合物IIId-1.3hB-1～IIId-1.3hB-255)
　表4h
Bが2,6-ジフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
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化合物IIId-1(化合物IIId-1.4hB-1～IIId-1.4hB-255)
　表5h
Bが2-フルオロ-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.5hB-1～IIId-1.5hB-255)
　表6h
Bが2-フルオロ-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.6hB-1～IIId-1.6hB-255)
　表7h
Bが2-フルオロ-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.7hB-1～IIId-1.7hB-255)
　表8h
Bが2-フルオロ-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.8hB-1～IIId-1.8hB-255)
　表9h
Bが2-クロロ-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.9hB-1～IIId-1.9hB-255)
　表10h
Bが2-クロロ-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.10hB-1～IIId-1.10hB-255)
　表11h
Bが2-クロロ-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.11hB-1～IIId-1.11hB-255)
　表12h
Bが2-メチル-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.12hB-1～IIId-1.12hB-255)
　表13h
Bが2-メチル-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.13hB-1～IIId-1.13hB-255)
　表14h
Bが2-メチル-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.14hB-1～IIId-1.14hB-255)
　表15h
Bが2-メチル-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.15hB-1～IIId-1.15hB-255)
　表16h
Bが2-フルオロ-3-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.16hB-1～IIId-1.16hB-255)
　表17h
Bが2-フルオロ-4-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.17hB-1～IIId-1.17hB-255)
　表18h
Bが2-フルオロ-5-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.18hB-1～IIId-1.18hB-255)
　表19h
Bが2-エチル-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.19hB-1～IIId-1.19hB-255)
　表20h
Bが2-エチル-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.20hB-1～IIId-1.20hB-255)
　表21h
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Bが2-エチル-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.21hB-1～IIId-1.21hB-255)
　表22h
Bが2-エチル-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.22hB-1～IIId-1.22hB-255)
　表23h
Bが2-フルオロ-3-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.23hB-1～IIId-1.23hB-255)
　表24h
Bが2-フルオロ-4-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.24hB-1～IIId-1.24hB-255)
　表25h
Bが2-メトキシ-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.25hB-1～IIId-1.25hB-255)
　表26h
Bが2-メトキシ-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.26hB-1～IIId-1.26hB-255)
　表27h
Bが2-メトキシ-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.27hB-1～IIId-1.27hB-255)
　表28h
Bが2-メトキシ-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.28hB-1～IIId-1.28hB-255)
　表29h
Bが2-フルオロ-3-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.29hB-1～IIId-1.29hB-255)
　表30h
Bが2-フルオロ-4-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.30hB-1～IIId-1.30hB-255)
　表31h
Bが2-フルオロ-5-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相
当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.31hB-1～IIId-1.31hB-255)
　表32h
Bが2-(トリフルオロメチル)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.32hB-1～IIId-1.32hB-255)
　表33h
Bが2,4,5-トリメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.33hB-1～IIId-1.33hB-255)
　表34h
Bが2,4,6-トリメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.34hB-1～IIId-1.34hB-255)
　表35h
Bが2-フルオロ-5-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.35hB-1～IIId-1.35hB-255)
　表36h
Bが2-(トリフルオロメチル)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.36hB-1～IIId-1.36hB-255)
　表37h
Bが2-(トリフルオロメチル)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.37hB-1～IIId-1.37hB-255)
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　表38h
Bが2-(トリフルオロメチル)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.38hB-1～IIId-1.38hB-255)
　表39h
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.39hB-1～IIId-1.39hB-255)
　表40h
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.40hB-1～IIId-1.40hB-255)
　表41h
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.41hB-1～IIId-1.41hB-255)
　表42h
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.42hB-1～IIId-1.42hB-255)
　表43h
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.43hB-1～IIId-1.43hB-255)
　表44h
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.44hB-1～IIId-1.44hB-255)
　表45h
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.45hB-1～IIId-1.45hB-255)
　表46h
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.46hB-1～IIId-1.46hB-255)
　表47h
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.47hB-1～IIId-1.47hB-255)
　表48h
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.48hB-1～IIId-1.48hB-255)
　表49h
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.49hB-1～IIId-1.49hB-255)
　表50h
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.50hB-1～IIId-1.50hB-255)
　表51h
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.51hB-1～IIId-1.51hB-255)
　表52h
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.52hB-1～IIId-1.52hB-255)
　表53h
Bが2-フルオロ-3-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.53hB-1～IIId-1.53hB-255)
　表54h
Bが2-フルオロ-4-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
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の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.54hB-1～IIId-1.54hB-255)
　表55h
Bが2-フルオロ-5-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.55hB-1～IIId-1.55hB-255)
　表56h
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-3-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.56hB-1～IIId-1.56hB-255)
　表57h
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-4-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.57hB-1～IIId-1.57hB-255)
　表58h
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-5-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.58hB-1～IIId-1.58hB-255)
　表59h
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-6-フルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.59hB-1～IIId-1.59hB-255)
　表60h
Bが2-フルオロ-3-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.60hB-1～IIId-1.60hB-255)
　表61h
Bが2-フルオロ-4-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.61hB-1～IIId-1.61hB-255)
　表62h
Bが2-フルオロ-5-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ
表Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.62hB-1～IIId-1.62hB-255)
　表63h
Bが2,3,4-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.63hB-1～IIId-1.63hB-255)
　表64h
Bが2,3,5-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.64hB-1～IIId-1.64hB-255)
　表65h
Bが2,3,6-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.65hB-1～IIId-1.65hB-255)
　表66h
Bが2,4,5-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.66hB-1～IIId-1.66hB-255)
　表67h
Bが2,4,6-トリフルオロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.67hB-1～IIId-1.67hB-255)
　表68h
Bが2,3-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.68hB-1～IIId-1.68hB-255)
　表69h
Bが2,4-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.69hB-1～IIId-1.69hB-255)
　表70h
Bが2,5-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.70hB-1～IIId-1.70hB-255)
　表71h
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Bが2,6-ジクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.71hB-1～IIId-1.71hB-255)
　表72h
Bが2,3-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.72hB-1～IIId-1.72hB-255)
　表73h
Bが2,4-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.73hB-1～IIId-1.73hB-255)
　表74h
Bが2,5-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.74hB-1～IIId-1.74hB-255)
　表75h
Bが2,6-ジメチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.75hB-1～IIId-1.75hB-255)
　表76h
Bが2,3-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.76hB-1～IIId-1.76hB-255)
　表77h
Bが2,4-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.77hB-1～IIId-1.77hB-255)
　表78h
Bが2,5-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.78hB-1～IIId-1.78hB-255)
　表79h
Bが2,6-ジエチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.79hB-1～IIId-1.79hB-255)
　表80h
Bが2,3-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIId-1(化合物IIId-1.80hB-1～IIId-1.80hB-255)
　表81h
Bが2,4-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIId-1(化合物IIId-1.81hB-1～IIId-1.81hB-255)
　表82h
Bが2,5-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIId-1(化合物IIId-1.82hB-1～IIId-1.82hB-255)
　表83h
Bが2,6-ジメトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当する
化合物IIId-1(化合物IIId-1.83hB-1～IIId-1.83hB-255)
　表84h
Bが2,3-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.84hB-1～IIId-1.84hB-255)
　表85h
Bが2,4-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.85hB-1～IIId-1.85hB-255)
　表86h
Bが2,5-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.86hB-1～IIId-1.86hB-255)
　表87h
Bが2,6-ジ(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.87hB-1～IIId-1.87hB-255)
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　表88h
Bが2,3-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.88hB-1～IIId-1.88hB-255)
　表89h
Bが2,4-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.89hB-1～IIId-1.89hB-255)
　表90h
Bが2,5-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.90hB-1～IIId-1.90hB-255)
　表91h
Bが2,6-ジ(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つ
の行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.91hB-1～IIId-1.91hB-255)
　表92h
Bが2,3-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.92hB-1～IIId-1.92hB-255)
　表93h
Bが2,4-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.93hB-1～IIId-1.93hB-255)
　表94h
Bが2,5-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.94hB-1～IIId-1.94hB-255)
　表95h
Bが2,6-ジ(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの
行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.95hB-1～IIId-1.95hB-255)
　表96h
Bが2,3-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.96hB-1～IIId-1.96hB-255)
　表97h
Bが2,4-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.97hB-1～IIId-1.97hB-255)
　表98h
Bが2,5-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.98hB-1～IIId-1.98hB-255)
　表99h
Bが2,6-ジ(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.99hB-1～IIId-1.99hB-255)
　表100h
Bが2-メチル-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.100hB-1～IIId-1.100hB-255)
　表101h
Bが2-メチル-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.101hB-1～IIId-1.101hB-255)
　表102h
Bが2-メチル-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.102hB-1～IIId-1.102hB-255)
　表103h
Bが2-メチル-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.103hB-1～IIId-1.103hB-255)
　表104h
Bが2-クロロ-3-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
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る化合物IIId-1(化合物IIId-1.104hB-1～IIId-1.104hB-255)
　表105h
Bが2-クロロ-4-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.105hB-1～IIId-1.105hB-255)
　表106h
Bが2-クロロ-5-メチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.106hB-1～IIId-1.106hB-255)
　表107h
Bが2-クロロ-3-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.107hB-1～IIId-1.107hB-255)
　表108h
Bが2-クロロ-4-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.108hB-1～IIId-1.108hB-255)
　表109h
Bが2-クロロ-5-エチルフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.109hB-1～IIId-1.109hB-255)
　表110h
Bが2-エチル-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.110hB-1～IIId-1.110hB-255)
　表111h
Bが2-エチル-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.111hB-1～IIId-1.111hB-255)
　表112h
Bが2-エチル-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.112hB-1～IIId-1.112hB-255)
　表113h
Bが2-エチル-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.113hB-1～IIId-1.113hB-255)
　表114h
Bが2-メトキシ-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.114hB-1～IIId-1.114hB-255)
　表115h
Bが2-メトキシ-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.115hB-1～IIId-1.115hB-255)
　表116h
Bが2-メトキシ-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.116hB-1～IIId-1.116hB-255)
　表117h
Bが2-メトキシ-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.117hB-1～IIId-1.117hB-255)
　表118h
Bが2-クロロ-3-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.118hB-1～IIId-1.118hB-255)
　表119h
Bが2-クロロ-4-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.119hB-1～IIId-1.119hB-255)
　表120h
Bが2-クロロ-5-メトキシフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当
する化合物IIId-1(化合物IIId-1.120hB-1～IIId-1.120hB-255)
　表121h
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Bが2-(トリフルオロメチル)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.121hB-1～IIId-1.121hB-255)
　表122h
Bが2-(トリフルオロメチル)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.122hB-1～IIId-1.122hB-255)
　表123h
Bが2-(トリフルオロメチル)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.123hB-1～IIId-1.123hB-255)
　表124h
Bが2-(トリフルオロメチル)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.124hB-1～IIId-1.124hB-255)
　表125h
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.125hB-1～IIId-1.125hB-255)
　表126h
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.126hB-1～IIId-1.126hB-255)
　表127h
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメチル)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.127hB-1～IIId-1.127hB-255)
　表128h
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.128hB-1～IIId-1.128hB-255)
　表129h
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.129hB-1～IIId-1.129hB-255)
　表130h
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.130hB-1～IIId-1.130hB-255)
　表131h
Bが2-(トリフルオロメトキシ)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.131hB-1～IIId-1.131hB-255)
　表132h
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.132hB-1～IIId-1.132hB-255)
　表133h
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.133hB-1～IIId-1.133hB-255)
　表134h
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表B
の1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.134hB-1～IIId-1.134hB-255)
　表135h
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.135hB-1～IIId-1.135hB-255)
　表136h
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.136hB-1～IIId-1.136hB-255)
　表137h
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.137hB-1～IIId-1.137hB-255)
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　表138h
Bが2-(ジフルオロメトキシ)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.138hB-1～IIId-1.138hB-255)
　表139h
Bが3-(ジフルオロメトキシ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.139hB-1～IIId-1.139hB-255)
　表140h
Bが2-クロロ-3-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.140hB-1～IIId-1.140hB-255)
　表141h
Bが2-クロロ-4-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.141hB-1～IIId-1.141hB-255)
　表142h
Bが2-クロロ-5-(ジフルオロメトキシ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1
つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.142hB-1～IIId-1.142hB-255)
　表143h
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-3-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.143hB-1～IIId-1.143hB-255)
　表144h
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-4-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.144hB-1～IIId-1.144hB-255)
　表145h
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-5-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.145hB-1～IIId-1.145hB-255)
　表146h
Bが2-(トリフルオロメチルチオ)-6-クロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.146hB-1～IIId-1.146hB-255)
　表147h
Bが2-クロロ-3-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.147hB-1～IIId-1.147hB-255)
　表148h
Bが2-クロロ-4-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.148hB-1～IIId-1.148hB-255)
　表149h
Bが2-クロロ-5-(トリフルオロメチルチオ)フェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表
Bの1つの行に相当する化合物IIId-1(化合物IIId-1.149hB-1～IIId-1.149hB-255)
　表150h
Bが2,3,4-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.150hB-1～IIId-1.150hB-255)
　表151h
Bが2,3,5-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.151hB-1～IIId-1.151hB-255)
　表152h
Bが2,3,6-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.152hB-1～IIId-1.152hB-255)
　表153h
Bが2,4,5-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
る化合物IIId-1(化合物IIId-1.153hB-1～IIId-1.153hB-255)
　表154h
Bが2,4,6-トリクロロフェニルであり、A及びDの組合せがそれぞれ表Bの1つの行に相当す
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る化合物IIId-1(化合物IIId-1.154hB-1～IIId-1.154hB-255)
　表155h
Bが2,3,4-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.155hB-1～IIId-1.155hB-255)
　表156h
Bが2,3,5-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.156hB-1～IIId-1.156hB-255)
　表157h
Bが2,3,6-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.157hB-1～IIId-1.157hB-255)
　表158h
Bが2,4,5-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.158hB-1～IIId-1.158hB-255)
　表159h
Bが2,4,6-トリメチルフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する化
合物IIId-1(化合物IIId-1.159hB-1～IIId-1.159hB-255)
　表160h
Bが2,3,4-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する
化合物IIId-1(化合物IIId-1.160hB-1～IIId-1.160hB-255)
　表161h
Bが2,3,5-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する
化合物IIId-1(化合物IIId-1.161hB-1～IIId-1.161hB-255)
　表162h
Bが2,3,6-トリメトキシフェニルであり、Aがそれぞれ表Bの1つの行の1つの基に相当する
化合物IIId-1(化合物IIId-1.162hB-1～IIId-1.162hB-255)。
【０１９７】
　上表から、個々の化合物についての化合物名は次のように誘導され得る。例えば、「化
合物I-3aA-10」(強調が加えられている)は本発明の式I(式中、Bは2,5-ジフルオロフェニ
ル(表3aに挙げられている)、Aは4-メチルフェニルであり、DはSH(表Aの行10に挙げられて
いる)である)を有する化合物である。
【０１９８】
　本発明の化合物、特に式I及びIIを有する化合物及び本発明のその組成物は有害真菌を
防除するための殺真菌剤として適当である。これらは、特にネコブカビ網(Plasmodiophor
omycetes)、卵菌網(Peronosporomycetes)(卵菌類(Oomycetes)と同義語)、ツボカビ網(Chy
tridiomycetes)、接合菌網(Zygomycetes)、子のう菌網(Ascomycetes)、担子菌網(Basidio
mycetes)及び不完全菌網(Deuteromycetes)(不完全菌(Fungi imperfecti)と同義語)の網の
土壌伝染性病原体を含めた広スペクトルの植物病原性真菌に対する優れた活性により区別
される。これらの幾つかは浸透活性であり、茎葉殺真菌剤、種子粉衣用殺真菌剤及び土壌
殺真菌剤として作物保護において使用され得る。加えて、これらは真菌、特に木材または
植物の根を攻撃する真菌を防除するために適している。
【０１９９】
　本発明の化合物は、各種作物、例えば穀物、例えば小麦、ライ麦、大麦、ライ小麦、オ
ート麦またはイネ;ビート、例えばテンサイまたは飼料用ビート;任果類、核果類及び小果
類、例えばリンゴ、セイヨウナシ、プラム、モモ、アーモンド、サクランボ、イチゴ、ラ
ズベリー、カラントまたはグースベリー;マメ科植物、例えばインゲンマメ、ヒラマメ、
エンドウマメ、アルファルファまたは大豆;油科植物、例えばセイヨウアブラナ、マスタ
ード、オリーブ、ヒマワリ、ココナツ、ココア、トウゴマ、アブラヤシ、落花生または大
豆;ウリ科植物、例えばカボチャ、キュウリまたはメロン;繊維植物、例えばワタ、アマ、
アサまたはジュート;柑橘類果物、例えばオレンジ、レモン、グレープフルーツまたはマ
ンダリン;野菜植物、例えばホウレンソウ、レタス、アスパラガス、キャベツ、ニンジン
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、タマネギ、トマト、ジャガイモ、カボチャまたはシシトウガラシ;月桂樹植物、例えば
アボカド、シナモンまたはショウノウ;エネルギー及び原材料植物、例えばトウモロコシ
、大豆、小麦、セイヨウアブラナ、サトウキビまたはアブラヤシ;トウモロコシ;タバコ;
堅果類;コーヒー;チャ;バナナ;ブドウ(食用ブドウ及びワイン製造用ワイン);ホップ;牧草
、例えば芝生;ゴム植物;観賞及び森林植物、例えば花、低木、落葉樹及び針葉樹;繁殖材
料(例えば、種子)、並びにこれらの植物の収穫材料についている多数の病原性真菌を防除
するために特に重要である。
【０２００】
　好ましくは、本発明の化合物I及び本発明の組成物は、農作物、例えばジャガイモ、テ
ンサイ、タバコ、小麦、ライ麦、大麦、オート麦、イネ、トウモロコシ、ワタ、大豆、セ
イヨウアブラナ、マメ科植物、ヒマワリ、コーヒーまたはサトウキビ;果物植物、ブドウ
、観賞植物及び野菜(例えば、キュウリ、トマト、インゲンマメ及びウリ科植物)、繁殖材
料(例えば、種子)、並びにこれらの植物の収穫物中の多数の真菌病原体を防除するために
使用される。
【０２０１】
　用語「植物繁殖材料」は、植物を繁殖させるために利用され得る植物のすべての生殖部
分、例えば種子;及び栄養植物部分、例えば苗及び塊茎(例えば、ジャガイモ)を含む。こ
れらには、種子、根、実、塊茎、鱗茎、根茎、苗条、及び発芽後または発生後移植される
苗及び幼植物を含めた他の植物部分が含まれる。幼植物は、例えば浸漬または灌水により
部分的または完全に処理することにより有害真菌から保護され得る。
【０２０２】
　植物繁殖材料の本発明の化合物または組成物による処理は禾穀物(例えば、小麦、ライ
麦、大麦またはオート麦)、イネ、トウモロコシ、ワタ及び大豆中の多数の真菌病原体を
防除するために使用される。
【０２０３】
　用語「作物」は、市販されているかまたは開発中のバイオテクノロジーを利用した農産
物を含めた育種、突然変異誘発または遺伝子工学方法により組換えた上記植物をも含む(
例えば、http://www.bio.org/speeches/pubs/er/agri_products.aspを参照されたい)。遺
伝子組換え植物は、自然状態では生じない方法で交雑、突然変異または天然組換え(すな
わち、遺伝情報の組換え)により遺伝材料を組換えた物質である。通常、植物の特性を改
善するために1つ以上の遺伝子が植物の遺伝材料に組み込まれている。遺伝子工学による
組換えにはタンパク質、オリゴペプチドまたはポリペプチドの例えばグリコシル化または
ポリマーの結合による翻訳後組換え、例えばプレニル化、アセチル化またはファルネシル
化ラジカルまたはPEGラジカルが含まれる。
【０２０４】
　例として、育種及び遺伝子工学により、特定クラスの除草剤、例えばヒドロキシフェニ
ルピルビン酸ジオキシゲナーゼ(HPPD)阻害剤、スルホニル尿素(欧州特許出願公開第257 9
93号、米国特許第5,013,659号)またはイミダゾリノン(例えば、米国特許第6,222,100号、
国際公開第01/82685号、国際公開第00/26390号、国際公開第97/41218号、国際公開第98/0
2526号、国際公開第98/02527号、国際公開第04/106529号、国際公開第05/20673号、国際
公開第03/14357号、国際公開第03/13225号、国際公開第03/14356号、国際公開第04/16073
号)のようなアセト乳酸シンターゼ(ALS)阻害剤、グリホサートのようなエノールピルビル
シキミ酸3-リン酸シンターゼ(EPSPS)阻害剤(例えば、国際公開第92/00377号を参照された
い)、グルホシネートのようなグルタミンシンテターゼ(GS)阻害剤(例えば、欧州特許出願
公開第242 236号、欧州特許出願公開第242 246号を参照されたい)、またはオキシニル除
草剤(例えば、米国特許第5,559,024号を参照されたい)に対して耐性の植物も挙げられ得
る。イミダゾリノン(例えば、イマザモックス)に対して耐性のClearfield(登録商標)セイ
ヨウアブラナ(独国のBASF SE)は育種及び突然変異誘発により作成された。遺伝子工学方
法により、グリホサートまたはグルホシネートに対して耐性であり、RoundupReady(登録
商標)(グリホサート耐性、米国Monsanto社)及びLibertyLink(登録商標)(グルホシネート
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耐性、独国Bayer CropScience社)の商標で入手可能な作物、例えば大豆、ワタ、トウモロ
コシ、ビート及びセイヨウアブラナも作成された。
【０２０５】
　遺伝子工学による介入により1つ以上の毒素(例えば、細菌株バシラス(Bacillus)の毒素
)を産生する植物も含まれる。遺伝子組換え植物が産生する毒素の例には、バシラス属の
種(Bacillus spp.)、特にバシラス・チューリンゲンシス(B.thuringiensis)の殺虫タンパ
ク質、例えば内毒素Cry1Ab、Cry1Ac、Cry1F、Cry1Fa2、Cry2Ab、Cry3A、Cry3Bb1、Cry9c
、Cry34Ab1またはCry35Ab1;または栄養成長期殺虫タンパク質(VIP)、例えばVIP1、VIP2、
VIP3またはVIP3A;線虫コロニー化細菌の殺虫タンパク質、例えばフォトラブダス属の種(P
hotorhabdus spp.)またはゼノラブダス属の種(Xenorhabdus spp.);動物の毒素、例えばハ
チ、クモまたはサソリ毒;真菌毒、例えばストレプトマイセス由来の真菌毒;植物レクチン
、例えばセイヨウナシまたは大麦由来のレクチン;アグルチニン;プロテアーゼ阻害剤、例
えばトリプシン阻害剤、セリンプロテアーゼ阻害剤、パタチン、シスタチンまたはパパイ
ン阻害剤;リボソーム不活性化タンパク質(RIP)、例えばリシン、コーン-RIP、アブリン、
ルフィン、サポリンまたはブリョジン;ステロイド代謝酵素、例えば3-ヒドロキシステロ
イドオキシダーゼ、エクジステロイド-IDPグリコシルトランスフェラーゼ、コレステロー
ルオキシダーゼ、エクジソン阻害剤またはHMG-CoAレダクターゼ;イオンチャネルブロッカ
ー、例えばナトリウムチャネルまたはカルシウムチャネルのインヒビター;幼若ホルモン
エステラーゼ;利尿ホルモンの受容体(ヘリコキニン受容体);スチルベンシンターゼ、ビベ
ンジルベンシンターゼ、キチナーゼ及びグルカナーゼが含まれる。これらの毒素は植物中
でプレトキシン、ハイプリッドタンパク質、或いは末端切断型または他の方法で組換えた
タンパク質としても産生され得る。ハイブリッドタンパク質は、異なるタンパク質ドメイ
ンの新規組合せを特徴とする(例えば、国際公開第2002/015701号を参照されたい)。前記
毒素、または前記毒素を産生する遺伝子組換え植物の更なる例は欧州特許出願公開第3747
53号、国際公開第93/07278号、国際公開第95/34656号、欧州特許出願公開第427529号、欧
州特許出願公開第451878号、国際公開第03/18810号及び国際公開第03/52073号に開示され
ている。これらの遺伝子組換え植物を作成する方法は当業者に公知であり、例えば先に挙
げた刊行物に開示されている。上記した毒素の多くは、該毒素を産生する植物に対して節
足動物のすべての分類網の有害生物、特に甲虫(鞘翅目)、双翅目の昆虫(双翅目)及びチョ
ウ(鱗翅目)、並びに線虫(線虫網)に対する耐性を与える。殺虫毒素をコードする1つ以上
の遺伝子を産生する遺伝子組換え植物は、例えば先に挙げた刊行物に記載されており、こ
れらの幾つか、例えばYieldGard(登録商標)(毒素Cry1Abを産生するトウモロコシ品種)、Y
ieldGard(登録商標)Plus(毒素Cry1Ab及びCry3Bb1を産生するトウモロコシ品種)、Starlin
k(登録商標)(毒素Cry9cを産生するトウモロコシ品種)、Herculex(登録商標)RW(毒素Cry34
Ab1、Cry35Ab1及び酵素ホスフィノトリシン-N-アセチルトランスフェラーゼ[PAT]を産生
するトウモロコシ品種);NuCOTN(登録商標)33B(毒素Cry1Acを産生するワタ品種)、Bollgar
d(登録商標)I(毒素Cry1Acを産生するワタ品種)、Bollgard(登録商標)II(毒素Cry1Ac及びC
ry2Ab2を産生するワタ品種);VIPCOT(登録商標)(VIP毒素を産生するワタ品種);NewLeaf(登
録商標)(毒素Cry3Aを産生するジャガイモ品種);Bt-Xtra(登録商標)、NatureGard(登録商
標)、KnockOut(登録商標)、BiteGard(登録商標)、Protecta(登録商標)、仏国Syngenta Se
eds SAS社のBt11(例えば、Agrisure(登録商標)CB)及びBt176(毒素Cry1Ab及びPAT酵素を産
生するトウモロコシ品種)、仏国Syngenta Seeds SAS社のMIR604(毒素Cry3Aの組換え体を
産生するトウモロコシ品種、国際公開第03/018810号を参照されたい)、ベルギー国Monsan
to Europe S.A.社のMON 863(毒素Cry3Bb1を産生するトウモロコシ品種)、ベルギー国Mons
anto Europe S.A.社のIPC 531(毒素Cry1Acの組換え体を産生するワタ品種)、及びベルギ
ー国Pioneer Overseas Corporation社の1507(毒素Cry1F及びPAT酵素を産生するトウモロ
コシ品種)は市販されている。
【０２０６】
　遺伝子工学を利用してよりローバストであるかまたは細菌、ウイルスまたは真菌病原体
に対してより高い耐性を有している1つ以上のタンパク質、例えば病原性関連タンパク質(
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PRタンパク質、欧州特許出願公開第0 392 225号を参照されたい)、耐性タンパク質(例え
ば、野生Mexican potato Solanum bulbocastanum由来のフィトテトラ・インフェスタンス
(Phytophthora infestans)に対する耐性遺伝子を2つ産生するジャガイモ品種)、またはT4
リゾチーム(例えば、このタンパク質を産生することによりエルウィニア・アミロボラ(Er
winia amylvora)のような細菌に対して耐性であるジャガイモ品種)を産生する植物も含ま
れる。
【０２０７】
　遺伝子工学方法を用いて、例えば可能性ある収率(例えば、バイオマス、粒収率、デン
プン、油またはタンパク質含量)、干ばつ、塩または他の限定環境因子に対する耐性、或
いは有害生物並びに真菌、細菌及びウイルス病原体に対する耐性を高めることにより生産
性を向上させた植物も含まれる。
【０２０８】
　特にヒトまたは動物食を改善するために成分を遺伝子工学方法を用いて組換えた植物、
例えば健康を増進させる長鎖ω-3脂肪酸またはモノ不飽和ω-9脂肪酸を産生する油科植物
(例えば、カナダ国DOW Agro Sciences社のNexera(登録商標)セイヨウアブラナ)も含まれ
る。
【０２０９】
　原材料の生成を向上させるために、例えばジャガイモのアミロペクチン含量を増加させ
ることにより遺伝子工学方法により組換えた植物(独国BASF SE社のAmflora(登録商標)ジ
ャガイモ)も含まれる。
【０２１０】
　従って、本発明は、トランスジェニック植物、特にトランスジェニック大豆植物または
トランスジェニックトウモロコシ植物を処理するための本発明の化合物またはその組成物
の使用をも包含する。トランスジェニック植物は、遺伝子工学方法を用いて改変させた上
記した植物、特にその特性を遺伝子工学方法を用いて改良した植物である。本発明は、特
にグリホサート、グルホシネートまたはグルホシネートアンモニウムに対して耐性である
トランスジェニック植物を処理するための本発明の化合物またはその組成物の使用を包含
する。更なる実施形態において、本発明は、除草剤耐性植物を処理するための本発明の化
合物またはその組成物の使用をも包含する。更なる実施形態において、本発明は、除草剤
感受性植物を処理するための本発明の化合物またはその組成物の使用をも包含する。
【０２１１】
　具体的には、本発明の化合物及び本発明のその組成物は以下の植物病を防除するために
適している:
観賞植物、野菜作物(例えば、アルブゴ・カンディダ(A.candida))及びヒマワリ(例えば、
アルブゴ・トラゴポゴニス(A.tragopogonis))につくアルブゴ属の種(Albugo spp.)(白さ
び病);野菜、セイヨウアブラナ(例えば、アルテルナリア・ブラシイコラ(A.brassicola)
またはアルテルナリア・ブラシカエ(A.brassicae))、テンサイ(例えば、アルテルナリア
・テヌイス(A.tenuis))、果物、イネ、大豆、ジャガイモ(例えば、アルテルナリア・ソラ
ニ(A.solani)またはアルテルナリア・アルテルナタ(A.alternata))及びトマト(例えば、
アルテルナリア・ソラニ(A.solani)またはアルテルナリア・アルテルナタ(A.alternata))
につくアルテルナリア属の種(Alternaria spp.)(黒星病、黒あざ病)、並びに小麦につく
アルテルナリア属の種(Alternaria spp.)(黒頭病);テンサイ及び野菜につくアファノマイ
セス属の種(Aphanomyces spp.);穀物及び野菜につくアスコチタ属の種(Ascochyta spp.)
、例えば小麦につくアスコチタ・トリティシ(A.tritici)(アスコチタ葉枯病)及び大麦に
つくアスコチタ・ホルディ(A.hordei);トウモロコシにつくビポラリス属の種(Bipolaris 
spp.)及びドレクスレラ属の種(Drechslera spp.)(テレオモルフ:コクリオボーラス属の種
(Cochliobolus spp.))、例えば斑点病(ドレクスレラ・マイディス(D.maydis)及びビポラ
リス・ゼイコラ(B.zeicola))、例えば穀物につくふ枯病(ビポラリス・ソロキニアナ(B.so
rokiniana))、イネ及び芝生につくビポラリス・オリザエ(B.oryzae);穀物(例えば、小麦
または大麦)につくブルメリア・グラミニス(Blumeria graminis)(旧名:エリシフェ・グラ
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ミニス(Erysiphe graminis))(うどんこ病);ブドウにつくボトリオスファエリア属の種(Bo
tryosphaeria spp.)(‘黒色つる割り病')(例えば、ボトリオスファエリア・オブツサ(B.o
btusa));小果類や任果類(特に、イチゴ)、野菜(特に、レタス、ニンジン、セロリ及びキ
ャベツ)、セイヨウアブラナ、花、ブドウ、森林作物及び小麦につくボトリティス・シネ
レア(Botrytis cinerea)(テレオモルフ:ボトリオティニア・フケリアナ(Botryotinia fuc
keliana):灰色かび病、灰色腐敗病)(穂かび病);レタスにつくブレミア・ラクツカエ(Brem
ia lactucae)(べと病);落葉樹及び針葉樹につくセラトシスチス属の種(Ceratocystis spp
.)(オフィオストマ属の種(Ophiostoma spp.)と同義語(青変菌)、例えばニレにつくセラト
シスチス・ウルミ(C.ulmi)(ニレ立枯病);トウモロコシ(例えば、サーコスポラ・ゼアエ-
マイディス(C.zeae-maydis))、イネ、テンサイ(例えば、サーコスポラ・ベティコラ(C.be
ticola))、サトウキビ、野菜、コーヒー、大豆(例えば、サーコスポラ・ソジナ(C.sojina
)またはサーコスポラ・キクチイ(C.kikuchii))及びイネにつくサーコスポラ属の種(Cerco
spora spp.)(サーコスポラ斑点病);トマト(例えば、クラドスポリウム・フルブム(C.fulv
um):トマト葉かび病)及び穀物につくクラドスポリウム属の種(Cladosporium spp.)、例え
ば小麦につくクラドスポリウム・ヘルバルム(C.herbarum)(穂腐敗病);穀物につくクラビ
セプス・プルプレア(Claviceps purpurea)(麦角病);トウモロコシ(例えば、コクリオボー
ラス・カルボヌム(C.carbonum))、穀物(例えば、コクリオボーラス・サティブス(C.sativ
us)、アナモルフ:ビポラリス・ソロキニアナ(B.sorokiniana):ふ枯病)及びイネ(例えば、
コクリオボーラス・ミヤビアヌス(C.miyabeanus)、アナモルフ:ヘルミントスポリウム・
オリザエ(H.oryzae))につくコクリオボーラス属の種(Cochliobolus spp.)(アナモルフ:ヘ
ルミントスポリウム属の種(Helminthosporium spp.)またはビポラリス属の種(Bipolaris 
spp.))(斑点病);ワタ(例えば、コレトトリカム・ゴシピイ(C.gossypii)、トウモロコシ(
例えば、コレトトリカム・グラミニコラ(C.graminicola):茎腐病及び炭疽病)、小果類、
ジャガイモ(例えば、コレトトリカム・ココデス(C.coccodes):立枯病)、インゲンマメ(例
えば、コレトトリカム・リンデムチアヌム(C.lindemuthianum)及び大豆(例えば、コレト
トリカム・トルンカツム(C.truncatum))につくコレトトリカム属の種(Colletotrichum sp
p.)(テレオモルフ:グロメレラ属の種(Glomerella spp.)(炭疽病);コルティシウム属の種(
Corticium spp)、例えばイネにつくコルティシウム・ササキイ(C.sasaki)(紋枯病);大豆
及び観賞植物につくコリネスポラ・カシイコラ(Corynespora cassiicola)(斑点病);オリ
ーブにつくシクロコニウム属の種(Cycloconium spp.)、例えばシクロコニウム・オレアギ
ヌム(C.oleaginum);果樹、ブドウ(例えば、シリンドロカルポン・リリオデンドリ(C.liri
odendri)、テレオモルフ:ネオネクトリア・リリオデンドリ(Neonectria liriodendri)、
黒足病)及び多くの装飾用樹木につくシリンドロカルポン属の種(Cylindrocarpon spp.)(
例えば、果樹かいよう病またはブドウの黒足病、テレオモルフ:ネクトリア属の種(Nectri
a spp.)またはネオネクトリア属の種(Neonectria spp.));大豆につくデマトホラ・ネカト
リクス(Dematophora necatrix)(テレオモルフ:ロセリニア・ネカトリクス(Rosellinia ne
catrix)(茎根腐病);ディアポルテ属の種(Diaporthe spp.)、例えば大豆につくディアポル
テ・ファセオロラム(D.phaseolorum)(茎病);トウモロコシ、穀物、例えば大麦(例えば、
ドレスクレラ・テレス(D.teres)、網斑病)及び小麦(例えば、ドレスクレラ・トリフィシ-
レペンティス(D.tritici-repentis):DTR斑点病)、イネ及び芝生につくドレスクレラ属の
種(Drechslera spp.)(ヘルミントスポリウム属の種(Helminthosporium spp.)と同義語、
テレオモルフ:フィレノホラ属の種(Pyrenophora spp.));ホルミチポリア・プンクタタ(Fo
rmitiporia punctata)(フェリヌス・プンクタタ(Phellinus punctata)と同義語)、ホルミ
チポリア・メディテラネア(F.mediterranea)、ファエオモニエラ・クラミドスポラ(Phaeo
moniella chlamydospora)(旧名:ファエオクレモニウム・クラミドスポラム(Phaeoacremon
ium chlamydosporum))、ファエオクレモニウム・アレオフィルム(Phaeoacremonium aleop
hilum)及び/またはボトリオスファエリア・オブツサ(Botryosphaeria obtusa)に起因する
ブドウにつくエスカ病(ブドウの枝枯れ病、アポプレキシア);任果類(エルシノエ・ピリ(E
.pyri))及び小果類(エルシノエ・ベネタ(E.veneta):炭疽病)及びブドウ(エルシノエ・ア
メペリナ(E.ampelina):炭疽病)につくエルシノエ属の種(Elsinoe spp.);イネにつくエン
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チロマ・オリザエ(Entyloma oryzae)(斑葉病);小麦につくエピコッカム属の種(Epicoccum
 spp.)(黒頭病);テンサイ(エリシフェ・ベタエ(E.betae))、野菜(例えば、エリシフェ・
ピシ(E.pisi))、例えばキュウリ種(例えば、エリシフェ・シコラセアルム(E.cichoracear
um))及びセイヨウアブラナのようなキャベツ種(例えば、エリシフェ・クルシフェラルム(
E.cruciferarum))につくエリシフェ属の種(Erysiphe spp.)(うどんこ病);果樹、ブドウ及
び多くの装飾用樹木につくエウティパ・ラタ(Eutypa lata)(エウティパしゅよう病または
枝枯れ病、アナモルフ:シトスポリナ・ラタ(Cytosporina lata)、リベルテラ・ブレファ
リス(Libertella blepharis)と同義語);トウモロコシ(例えば、エクセロヒルム・ツルシ
クム(E.turcicum))につくエクセロヒルム属の種(Exserohilum spp.)(ヘルミントスポリウ
ム属の種(Helminthosporium spp.)と同義語);各種植物につくフザリウム属の種(Fusarium
 spp.)(テレオモルフ:ジベレラ属の種(Gibberella spp.)(立枯病、茎根腐病)、例えば穀
物(例えば、小麦または大麦)につくフザリウム・グラミネアルム(F.graminearum)または
フザリウム・クラモルム(F.culmorum)(赤かび病及びシルバートップ(silver-top)、トマ
トにつくフザリウム・オキシスポルム(F.oxysporum)、大豆につくフザリウム・ソラニ(F.
solani)及びトウモロコシにつくフザリウム・ベルティシロイデス(F.verticillioides);
穀物(例えば、小麦または大麦)及びトウモロコシにつくガエウノマノマイセス・グラミニ
ス(Gaeumannomyces graminis)(立枯病);穀物(例えば、ジベレラ・ゼアエ(G.zeae))及びイ
ネ(例えば、ジベレラ・フジクロイ(G.fujikuroi):馬鹿苗病)につくジベレラ属の種(Gibbe
rella spp.);ブドウ、梨果及び他の植物につくグロメレラ・シングラタ(Glomerella cing
ulata)及びワタにつくグロメレラ・ゴシピイ(G.gossypii);イネにつく穀粒染色複合体(Gr
ainstaining complex);ブドウにつくグイグナルジア・ビドウェリイ(Guignardia bidwell
ii)(黒腐病);バラ科植物及びビャクシンにつくギムノスポランギウム属の種(Gymnosporan
gium spp.)、例えばセイヨウナシにつくギムノスポランギウム・サビナエ(G.sabinae)(ナ
シさび病);トウモロコシ、穀物及びイネにつくヘルミントスポリウム属の種(Helminthosp
orium spp.)(ドレスクレラ(Drechslera)と同義語、テレオモルフ:コクリオボーラス(Coch
liobolus));ヘミレイア属の種(Hemileia spp.)、例えばコーヒーにつくヘミレイア・バス
タトリックス(H.vastatrix)(コーヒー葉さび病);ブドウにつくイサリオプシス・クラビス
ポラ(Isariopsis clavispora)(クラドスポリウム・ビチス(Cladosporium vitis)と同義語
);大豆及びワタにつくマクロホミナ・ファセオリナ(Macrophomina phaseolina)(ファセオ
リ(phaseoli)と同義語)(茎根腐病);穀物(例えば、小麦または大麦)につくミクロドシウム
・ニバレ(Microdochium nivale)(フザリウム・ニバレ(Fusarium nivale)と同義語)(紅色
雪腐病);大豆につくミクロスファエラ・ジフーザ(Microsphaera diffusa)(うどんこ病);
核果類及び他のバラ科植物につくモニリニア属の種(Monilinia spp.)、例えば、モニリニ
ア・ラクサ(M.Laxa)、モニリニア・フルクチコラ(M.fructicola)及びモニリニア・フルク
チゲナ(M.fructigen)(モニリア病及び芽枯病);穀物、バナナ、小果類及び落花生につくマ
イコスファエレラ属の種(Mycosphaerella spp.)、例えば小麦につくマイコスファエレラ
・グラミニコラ(M.graminicola)(アナモルフ:セプトリア・トリティシ(Septoria tritici
)、セプトリア斑葉病)またはバナナにつくマイコスファエレラ・フィジエンシス(M.fijie
nsis)(シガトカ病);キャベツ(例えば、ペロノスポラ・ブラシカエ(P.brassicae))、セイ
ヨウアブラナ(例えば、ペロノスポラ・パラサイティカ(P.parasitica))、鱗茎植物(例え
ば、ペロノスポラ・デストルクトル(P.destructor))、タバコ(ペロノスポラ・タバシナ(P
.tabacina))及び大豆(例えば、ペロノスポラ・マンシュリカ(P.manshurica))につくペロ
ノスポラ属の種(Peronospora spp.)(べと病);大豆につくファコプソラ・パシリジィ(Phak
opsora pachyrhizi)及びファコプソラ・メイボミアエ(P.meibomiae)(大豆さび病);例えば
ブドウ(例えば、フィアロフォラ・トラケイフィラ(P.tracheiphila)及びフィアロフォラ
・テトラスポラ(P.tetraspora))及び大豆(例えば、フィアロフォラ・グレガタ(P.gregata
):茎病)につくフィアロフォラ属の種(Phialophora spp.);セイヨウアブラナ及びキャベツ
につくフォーマ・リンガム(Phoma lingam)(茎根腐病)及びテンサイにつくフォーマ・ベタ
エ(P.betae)(斑点病);ヒマワリ、ブドウ(例えば、ホモプシス・ビチコラ(P.viticola):つ
る割れ病)及び大豆(例えば、茎かいよう病/茎枯病:ホモプシス・ファセオリ(P.phaseoli)
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、テレオモルフ:ディアポルテ・ファゼオロラム(Diaporthe phaseolorum))につくホモプ
シス属の種(Phomopsis spp.);トウモロコシにつくフィソデルマ・マイディス(Physoderma
 maydis)(赤斑病);各種植物、例えばシシトウガラシ及びキュウリ種(例えば、フィトフト
ラ・カプシシ(P.capsici))、大豆(例えば、フィトフトラ・メガスペルマ(P.megasperma)
、フィトフトラ・ソジャエ(P.sojae)と同義語)、ジャガイモ及びトマト(例えば、フィト
フトラ・インフェスタンス(P.infestans):黒葉枯病及び灰星病)及び落葉樹(例えば、フィ
トフトラ・ラモルム(P.ramorum):オーク突然死病)につくフィトフトラ属の種(Phytophtho
ra spp.)(立枯病、根腐病、葉腐病、茎腐病及び実腐病);キャベツ、セイヨウアブラナ、
ラディッシュ及び他の植物につくプラスモジオフォラ・ブラシカエ(Plasmodiophora bras
sicae)(根こぶ病);プラスモパラ属の種(Plasmopara spp.)、例えばブドウにつくプラスモ
パラ・ビチコラ(P.viticola)(ブドウのペロノスポラ、べと病)及びヒマワリにつくプラス
モパラ・ハルステディイ(P.halstedii);バラ科の植物、ホップ、任果類及び小果類につく
ポドスファエラ属の種(Podosphaera spp.)(うどんこ病)、例えばリンゴにつくポドスファ
エラ・ロイコトリカ(P.leucotricha);例えば大麦や小麦のような穀物(ポリミキサ・グラ
ミニス(P.graminis))及びテンサイ(ポリミキサ・ベタエ(P.betae))につくポリミキサ属の
種(Polymyxa spp.)、並びにこれらにより伝染する菌病;小麦または大麦のような穀物につ
くシュードセルコスポレラ・ヘルポトリコイデス(Pseudocercosporella herpotrichoides
)(眼紋病/茎斑病(stem break)、テレオモルフ:タペシス・ヤルンダエ(Tapesia yallundae
));各種植物につくシュードペロノスポラ(Pseudoperonospora)(べと病)、例えばキュウリ
種につくシュードペロノスポラ・クベンシス(P.cubensis)またはホップにつくシュードペ
ロノスポラ・ヒュミリ(P.humili);ブドウにつくシュードペジクラ・トラケイフィラ(Pseu
dopezicula tracheiphila)(角状葉焼病、アナモルフ:フィアロホラ(Phialophora));各種
植物につくプッシニア属の種(Puccinia spp.)(さび病)、例えば小麦、大麦またはライ麦
のような穀物につくプッシニア・トリティシナ(P.triticina)(小麦の褐さび病)、プッシ
ニア・ストリイホルミス(P.striiformis)(黄さび病)、プッシニア・ホルディ(P.hordei)(
大麦の小さび病)、プッシニア・グラミニス(P.graminis)(黒さび病)またはプッシニア・
レコンディタ(P.recondita)(ライ麦の赤さび病)及びアスパラガスにつくプッシニア・ア
スパラギ(P.asparagi);小麦につくフィレノホラ・トリティシ-レペンティス(Pyrenophora
 tritici-repentis)(アナモルフ:ドレクスレラ・トリティシ-レペンティス(Drechslera t
ritici-repentis)(黄斑病)及び大麦につくフィレノホラ・テレス(P.teres)(網斑病);ピリ
クラリア属の種(Pyricularia spp.)、例えばイネにつくピリクラリア・オリザエ(P.oryza
e)(テレオモルフ:マグナポルテ・グリセア(Magnaporthe grisea)、イネいもち病)、並び
に芝生及び穀物につくピリクラリア・グリセア(P.grisea);芝生、イネ、トウモロコシ、
小麦、ワタ、セイヨウアブラナ、ヒマワリ、テンサイ、野菜及び他の植物につくフィチウ
ム属の種(Pythium spp.)(立枯病)(例えば、フィチウム・ウルチム(P.ultimum)またはフィ
チウム・アファニデルマタム(P.aphanidermatum));ラムラリア属の種(Ramularia spp.)、
例えば大麦につくラムラリア・コロ-シグニ(R.collo-cygni)(ラムラリア葉及び芒斑病/生
理的斑葉病)及びテンサイにつくラムラリア・ベチコラ(R.beticola);ワタ、イネ、ジャガ
イモ、芝生、トウモロコシ、セイヨウアブラナ、ジャガイモ、テンサイ、野菜及び各種の
他の植物につくリゾクトニア属の種(Rhizoctonia spp.)、例えば大豆につくリゾクトニア
・ソラニ(R.solani)(根茎腐病)、イネにつつくリゾクトニア・ソラニ(R.solani)(紋枯病)
、或いは小麦または大麦につくリゾクトニア・セレアリス(R.cerealis)(シャープ眼紋病)
;イチゴ、ニンジン、キャベツ、ブドウ及びトマトにつくリゾプス・ストロニファー(Rhiz
opus stolonifer)(軟腐病);大麦、ライ麦及びライ小麦につくリンコスポリウム・セカリ
ス(Rhynchosporium secalis)(斑点病);イネにつくサロクラディウム・オリザエ(Saroclad
ium oryzae)及びサロクラディウム・アテヌアタム(S.attenuatum)(鞘枯病);野菜及び農作
物、例えばセイヨウアブラナ、ヒマワリ(例えば、スクレロティニア・スクレオチオラム(
Sclerotinia sclerotiorum))及び大豆(例えば、スクレロティニア・ロルフシ(S.rolfsii)
)につくスクレロティニア属の種(Sclerotinia spp.)(茎腐病または白腐病);各種植物につ
くセプトリア属の種(Septoria spp.)、例えば大豆につくセプトリア・グリシネス(S.glyc
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ines)(斑点病)、小麦につくセプトリア・トリティシ(S.tritici)(セプトリア斑葉病)及び
穀物につくセプトリア・ノドルム(S.nodorum)(スタゴノスポラ・ノドルム(Stagonospora 
nodorum)と同義語)(斑葉病及びふ枯病);ブドウにつくウンキヌラ・ネカトール(Uncinula 
necator)(エリシフェ・ネカトール(Erysiphe necator)と同義語)(うどんこ病、アナモル
フ:オイディウム・ツケリ(Oidium tuckeri));トウモロコシ(例えば、セトスファエリア・
ツルシカム(S.turcicum)、ヘルミントスポリウム・ツルシカム(Helminthosporium turcic
um)と同義語)及び芝生につくセトスファエリア属の種(Setosphaeria spp.)(斑点病);トウ
モロコシ(例えば、スファセロテカ・レイリアナ(S.reiliana):墨黒穂病)、キビ及びサト
ウキビにつくスファセロテカ属の種(Sphacelotheca spp.)(糸黒穂病);キュウリ種につく
スファエロテカ・フリジネア(Sphaerotheca fuliginea)(うどんこ病);ジャガイモにつく
スポンゴスポラ・スブテラネア(Spongospora subterranea)(粉状そうか病)及びそれによ
り媒介されるウイルス病;穀物につくスタゴノスポラ属の種(Stagonospora spp.)、例えば
小麦につくスタゴノスポラ・ノドルム(S.nodorum)(斑葉病及びふ枯病、テレオモルフ:レ
プトスファエリア・ノドルム(Leptosphaeria nodorum)[ファエオスフェリイ・ノドルム(P
haeosphaeria nodorum)と同義語];ジャガイモにつくシンキトリウム・エンドビオチクム(
Synchytrium endobioticum)(ジャガイモ癌腫病);タフリナ属の種(Taphrina spp.)、例え
ばモモにつくタフリナ・デホルマンス(T.deformans)(縮葉病)及びアンズにつくタフリナ
・プルニ(T.pruni)(アンズふくろみ病);タバコ、任果類、野菜作物、大豆及びワタにつく
チエラビオプシス属の種(Thielaviopsis spp.)(黒根病)、例えばチエラビオプシス・バシ
コラ(T.basicola)(カララ・エレガンス(Chalara elegans)と同義語);穀物につくティレチ
ア属の種(Tilletia spp.)(なまぐさ黒穂病)、例えば小麦につくティレチア・トリティシ(
T.tritici)(ティレチア・カリエス(T.caries)と同義語、小麦なまぐさ黒穂病)及びティレ
チア・コントロベルサ(T.controversa)(なまぐさ黒穂病);大麦または小麦につくティフラ
・インカネナタ(Typhula incarnata)(灰色雪腐病);ウロシスティス属の種(Urocystis spp
.)、例えばライ麦につくウロシスティス・オクルタ(U.occulta)(桿黒穂病);野菜植物、例
えばインゲンマメ(例えば、ウロミセス・アペンジクラツス(U.appendiculatus)、ウロミ
セス・ファセオリ(U.phaseoli)と同義語))及びテンサイ(例えば、ウロミセス・ベタエ(U.
betae))につくウロミセス属の種(Uromyces spp.)(さび病);穀物(例えば、ウスティラゴ・
ヌーダ(U.nuda)及びウスティラゴ・アベエナエ(U.avaenae))、トウモロコシ(例えば、ウ
スティラゴ・マイディス(U.maydis):トウモロコシ黒穂病)及びサトウキビにつくウスティ
ラゴ属の種(Ustilago spp.)(裸黒穂病);リンゴ(例えば、ベンチュリア・イナエクアリス(
V.inaequalis))及びセイヨウナシにつくベンチュリア属の種(Venturia spp.)(そうか病);
及び各種植物(例えば、果樹及び装飾用樹木、ブドウ、小果類、野菜及び農作物)につくバ
ーティシリウム属の種(Verticillium spp.)(葉茎立枯病)、例えばイチゴ、セイヨウアブ
ラナ、ジャガイモ及びトマトにつくバーティシリウム・ダーリアエ(V.dahliae)。
【０２１２】
　更に、本発明の化合物及び本発明のその組成物は、材料及び建物(例えば、木材、紙、
塗料分散物、繊維または薄織物)の保護及び貯蔵品の保護において有害真菌を防除するの
に適している。木材及び建物の保護では、以下の有害真菌:子のう菌網、例えばオフィオ
ストマ属の種(Ophiostoma spp.)、セラトシスチス属の種(Ceratocystis spp.)、アウレオ
バシジウム・プルランス(Aureobasidium pullulans)、スクレロフォーマ属の種(Scleroph
oma spp.)、ケトミウム属の種(Chaetomium spp.)、フミコラ属の種(Humicola spp.)、ペ
トリエラ属の種(Petriella spp.)、トリクルス属の種(Trichurus spp.);担子菌網、例え
ばコニオフォーラ属の種(Coniophora spp.)、コリオルス属の種(Coriolus spp.)、グロエ
オフィルウム属の種(Gloeophyllum spp.)、レンティヌス属の種(Lentinus spp.)、プレウ
ロタス属の種(Pleurotus spp.)、ポリア属の種(Poria spp.)、セルプュラ属の種(Serpula
 spp.)及びチロマイセス属の種(Tyromyces spp.);不完全菌網、例えばアスペルギルス属
の種(Aspergillus spp.)、クラドスポリウム属の種(Cladosporium spp.)、ペニシリウム
属の種(Penicillium spp.)、トリコデルマ属の種(Trichoderma spp.)、アルテルナリア属
の種(Alternaria spp.)、パエシロマイセス属の種(Paecilomyces spp.);及び接合菌網、
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例えばムコール属の種(Mucor spp.)に特に注意を払う。加えて、材料を保護する際には以
下の酵母:カンジダ属の種(Candida spp.)及びサッカロミセス・セレビシエ(Saccharomyce
s cerevisae)に特に注意を払う。
【０２１３】
　本発明の化合物及び本発明のその組成物は植物健康を改善するのに適している。更に、
本発明は、植物、植物繁殖材料及び/または植物が生育しているかまたは生育させようと
する敷地を有効量の本発明の化合物及び本発明のその組成物で処理することによる植物健
康の改善方法に関する。
【０２１４】
　用語「植物健康」は、例えば収率(例えば、増加したバイオマス及び/または利用可能な
成分の増量)、植物活力(例えば、向上した植物成長及び/またはより緑の濃い葉(「緑化効
果」))、品質(例えば、特定成分の増量または改善された組成)及び生物的及び/または非
生物的ストレスに対する耐性のような各種指標を個々にまたは組み合わせて決定される植
物及び/またはその収穫物の状態からなる。植物健康の状態についてここに挙げた指標は
相互に独立して現れ、相互に影響を与えることがある。
【０２１５】
　従って、本発明は、本発明の化合物及び/またはその農業上許容される塩の植物病原性
真菌を防除するための使用をも提供する。
【０２１６】
　更に、本発明は、植物病原性真菌、或いは真菌攻撃から保護したい材料、植物、土壌ま
たは種子を有効量の本発明の化合物及び/またはその農業上許容される塩を用いて処理す
ることを含む植物病原性真菌の防除方法を提供する。
【０２１７】
　本発明の化合物はそのままでまたは組成物の形態で有害真菌、その生息地、真菌攻撃か
ら保護したい植物または植物繁殖材料(例えば、種子材料)、土壌、地域、材料またはスペ
ースを殺真菌有効量の本発明の化合物で処理することにより使用される。植物、植物繁殖
材料(例えば、種子)、材料、土壌、地域、材料またはスペースが真菌感染する前及び後の
いずれで施用してもよい。
【０２１８】
　植物繁殖材料は、播種している間またはその前でも、或いは移植中またはその前でも本
発明の化合物または本発明のその組成物を用いて予防的に処理され得る。
【０２１９】
　更に、本発明は、溶媒または固体担体及び少なくとも1つの本発明の化合物を含む製剤
及び農薬組成物、並びにこれら組成物の有害真菌を防除するための使用に関する。本発明
は、作物保護において使用するための少なくとも1つの本発明の化合物及び/またはその農
業上許容される塩を含む製剤または農薬組成物をも提供する。前記製剤は通常少なくとも
1つの液体または固体担体を含んでいる。
【０２２０】
　従って、本発明は、固体または液体担体及び本発明の殺真菌性化合物を含む製剤及び農
薬組成物をも包含する。本明細書中、用語「液体担体」は「溶媒」と同義語である。
【０２２１】
　農薬組成物は殺真菌有効量の本発明の化合物を含む。用語「有効量」は、本発明の農薬
組成物または化合物の作物についている有害真菌を防除するためにまたは材料及び建物の
保護において十分であるが、処理作物に対して大きな被害を引き起こさない量を指す。こ
の量は広範囲で変更可能であり、複数の要因、例えば防除しようとする有害真菌、処理対
象のそれぞれの作物または材料、気象条件及び化合物により影響される。
【０２２２】
　本発明の化合物、そのN-オキシド及びその塩は農薬組成物に対して慣用されているタイ
プ(例えば、液剤、エマルション剤、サスペンジョン剤、粉剤、粉末剤、ペースト剤及び
粒剤)に変換され得る。組成物のタイプはそれぞれの意図する目的に依存する。いずれの
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場合も、本発明の化合物を細かく且つ均一に分布しなければならない。
【０２２３】
　本明細書中、用語「製剤」は用語「組成物」、特に「農薬組成物」及び「調製物」と同
義語である。
【０２２４】
　本発明において、組成物のタイプの例はサスペンジョン剤(SC、OD、FS)、ペースト剤、
パステル剤、水に溶解または分散性(水和性)であり得る水和性粉末剤または粉剤(WP、SP
、SS、WS、DP、DS)または粒剤(GR、FG、GG、MG)、並びに植物繁殖材料(例えば、種子)を
処理するためのゲル剤(GF)である。
【０２２５】
　通常、組成物タイプ(例えば、SC、OD、FS、WG、SG、WP、SP、SS、WS、GF)は希釈した形
態で使用される。DP、DS、GR、FG、GG及びMGのような組成物タイプは通常希釈しない形態
で使用される。
【０２２６】
　農薬組成物は公知のように製造される(例えば、米国特許第3,060,084号、欧州特許出願
公開第707 445号(液体濃厚物について)、Browning,“Agglomeration”,Chemical Enginee
ring,Dec.4,1967,147-48、Perry's Chemical Engineer's Handbook,第4版,McGraw-Hill,N
ew York,1963,8-57及びそれ以降、国際公開第91/13546号、米国特許第4,172,714号、米国
特許第4,144,050号、米国特許第3,920,442号、米国特許第5,180,587号、米国特許第5,232
,701号、米国特許第5,208,030号、英国特許出願公開第2,095,558号、米国特許第3,299,56
6号、Klingman:Weed Control as a Science(John Wiley & Sons,New York,1961)、Hance
ら:Weed Control Handbook(第8版,Blackwell Scientific Publications,Oxford,1989)及
びMollet,H.and Grubemann,A.: Formulation Technology(Wiley VCH Verlag,Weinheim,20
01を参照されたい)。
【０２２７】
　農薬組成物は更に作物保護組成物に対して慣用されている補助剤を含み得、補助剤の選
択は使用形態または当該活性化合物に依存する。
【０２２８】
　適当な補助剤の例は溶媒、固体担体、界面活性剤(例えば、追加可溶化剤、保護コロイ
ド、湿潤剤及び粘着付与剤)、有機及び無機増粘剤、殺菌剤、凍結防止剤、消泡剤、適切
ならば着色剤及び接着剤(例えば、種子を処理するために)である。
【０２２９】
　適当な溶媒は水;有機溶媒、例えば中～高沸点を有する鉱油留分(例えば、ケロシン及び
ディーゼル油)、更にはコールタール油;及び植物または動物起源の油;脂肪族、環状及び
芳香族炭化水素、例えばパラフィン、テトラヒドロナフタレン、アルキル化ナフタレン及
びその誘導体、アルキル化ベンゼン及びその誘導体、アルコール(例えば、メタノール、
エタノール、プロパノール、ブタノール及びシクロヘキサノール)、グリコール、ケトン(
例えば、シクロヘキサノン、γ-ブチロラクトン)、ジメチル脂肪酸アミド、脂肪酸及び脂
肪酸エステル;並びに強極性溶媒、例えばN-メチルピロリドンのようなアミン)である。原
則として、溶媒混合物及び上に挙げた溶媒と水の混合物も使用可能である。
【０２３０】
　固体担体は鉱物土類、例えばケイ酸、シリカゲル、シリケート、タルク、カオリン、石
灰石、石灰、白亜、ボール粘土、黄土、クレー、ドロマイト、珪藻土、硫酸カルシウム、
硫酸マグネシウム、酸化マグネシウム、粉砕合成材料、肥料(例えば、硫酸アンモニウム
、リン酸アンモニウム、硝酸アンモニウム、尿素)、植物起源の製品(例えば、穀粉、樹皮
粉、木粉及び堅果穀粉)、セルロース粉末または他の固体担体である。
【０２３１】
　適当な界面活性剤(補助剤、湿潤剤、粘着付与剤、分散剤または乳化剤)は芳香族スルホ
ン酸、例えばリグノスルホン酸(ノルウェー国Borregaard社のBorresperse(登録商標)タイ
プ)、フェノールスルホン酸、ナフタレンスルホン酸(米国Akzo Nobel社のMorwet(登録商
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標)タイプ)及びジブチルナフタレンスルホン酸(独国BASF社のNekal(登録商標)タイプ)の
アルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩及びアンモニウム塩;脂肪酸、アルキル-及びアルキ
ルアリールスルホネート、アルキル、ラウリルエーテル及び脂肪アルコールスルフェート
のアルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩及びアンモニウム塩;硫酸化ヘキサ-、ヘプタ-及
びオクタデカノールの塩;及び脂肪アルコールグリコールエーテルの塩;スルホン化ナフタ
レン及びその誘導体とホルムアルデヒドの縮合物、ナフタレンまたはナフタレンスルホン
酸とフェノール及びホルムアルデヒドの縮合物、ポリオキシエチレンオクチルフェノール
エーテル、エトキシル化イソオクチルフェノール、オクチルフェノールまたはノニルフェ
ノール、アルキルフェニルポリグリコールエーテル、トリブチルフェニルポリグリコール
エーテル、アルキルアリールポリエーテルアルコール、イソトリデシルアルコール、脂肪
アルコール/エチレンオキシド縮合物、エトキシル化ヒマシ油、ポリオキシエチレンアル
キルエーテルまたはポリオキシプロピレンアルキルエーテル、ラウリルアルコールポリグ
リコールエーテルアセテート、ソルビトールエステル、リグノスルフィド廃液、並びにタ
ンパク質、変性タンパク質、多糖(例えば、メチルセルロース)、疎水変性したデンプン、
ポリビニルアルコール(スイス国Clariant社のMowiol(登録商標)タイプ)、ポリカルボキシ
レート(独国BASF社のSokalan(登録商標)タイプ)、ポリアルコキシレート、ポリビニルア
ミン(独国BASF社のLupamin(登録商標)タイプ)、ポリエチレイミン(独国BASF社のLupasol(
登録商標)タイプ)、ポリビニルピロリドン及びそのコポリマーである。
【０２３２】
　増粘剤(すなわち、組成物に対して改良流動特性、すなわち静止状態では高粘性、攪拌
状態では低粘性を与える化合物)の例は多糖、並びに有機または無機の層状鉱物、例えば
キサンタンガム(米国CP Kelco社のKelzan(登録商標))、Rhodopol(登録商標)23(仏国Rhodi
a社)またはVeegum(登録商標)(米国R.T.Vanderbilt社)またはAttaclay(登録商標)(米国ニ
ュージャージ州のEngelhardt社)である。
【０２３３】
　組成物を安定化させるために殺菌剤を添加してもよい。殺菌剤の例は、ジクロロフェン
及びベンジルアルコールヘミホルマールを主成分とする殺菌剤(ICI社のProxel(登録商標)
、Thor Chemie社のActicide(登録商標)RS及びRohm & Haas社のKathon(登録商標)MK)及び
イソチアゾリノン誘導体、例えばアルキルイソチアゾリノン及びベンズイソチアゾリノン
を主成分とする殺菌剤(Thor Chemie社のActicide(登録商標)MBS)である。
【０２３４】
　適当な凍結防止剤の例はエチレングリコール、プロピレングリコール、尿素及びグリセ
ロールである。
【０２３５】
　消泡剤の例はシリコーンエマルション(例えば、独国Wacker社のSilikon(登録商標)SRE
、または仏国Rhodia社のRhodorsil(登録商標))、長鎖アルコール、脂肪酸、脂肪酸の塩、
有機フッ素化合物及びその混合物である。
【０２３６】
　着色剤の例は難水溶性顔料及び水溶性染料である。例として、ローダミンB、C.I.ピグ
メントレッド112及びC.I.ソルベントレッド1、ピグメントブルー15:4、ピグメントブルー
15:3、ピグメントブルー15:2、ピグメントブルー15:1、ピグメントブルー80、ピグメント
イエロー1、ピグメントイエロー13、ピグメントレッド48:2、ピグメントレッド48:1、ピ
グメントレッド57:1、ピグメントレッド53:1、ピグメントオレンジ43、ピグメントオレン
ジ34、ピグメントオレンジ5、ピグメントグリーン36、ピグメントグリーン7、ピグメント
ホワイト6、ピグメントブラウン25、ベーシックバイオレット10、ベーシックバイオレッ
ト49、アシッドレッド51、アシッドレッド52、アシッドレッド14、アシッドブルー9、ア
シッドイエロー23、ベーシックレッド10、ベーシックレッド108の名前で公知の染料及び
顔料が挙げられる。
【０２３７】
　接着剤の例はポリビニルピロリドン、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコール及びセル
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ロースエーテル(日本国信越化学社のTylose(登録商標))である。
【０２３８】
　直接噴霧可能な液剤、エマルション剤、ペースト剤またはオイルディスパージョン剤を
製造するためには、中～高沸点を有する鉱油留分(例えば、ケロシンまたはディーゼル油)
、更にはコールタール油及び植物または動物起源の油、脂肪族、環状及び芳香族炭化水素
(例えば、トルエン、キシレン、パラフィン、テトラヒドロナフタレン、アルキル化ナフ
タレまたはその誘導体、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、シクロヘ
キサノール、シクロヘキサノン、イソホロン)、強極性溶媒(例えば、ジメチルスルホキシ
ド、N-メチルピロリドン及び水)が適当である。
【０２３９】
　粉剤、展着用材料及び吐粉性製品は、化合物I及び存在するならば追加活性化合物を少
なくとも1つの固体担体と混合、または付随的に粉砕することにより製造され得る。
【０２４０】
　粒剤(例えば、被覆粒剤、含浸粒剤及び均質粒剤)は、活性化合物を少なくとも1つの固
体担体に結合することにより製造され得る。固体担体の例は鉱物土類、例えばシリカゲル
、シリケート、タルク、カオリン、アタクレー、石灰石、石灰、白亜、ボール粘土、黄土
、クレー、ドロマイト、珪藻土、硫酸カルシウム、硫酸マグネシウム、酸化マグネシウム
、粉砕合成材料、肥料(例えば、硫酸アンモニウム、リン酸アンモニウム、硝酸アンモニ
ウム、尿素)及び植物起源の製品(例えば、穀粉、樹皮粉、木粉及び堅果穀粉)、セルロー
ス粉末及び他の固体担体である。
【０２４１】
　以下は組成物のタイプの例である:
　1.水で希釈するための組成物のタイプ
　i) 液剤(SL、LS)
　10重量部の活性化合物を90重量部の水または水溶性溶媒で溶解させる。代替として、湿
潤剤または他の補助剤を添加する。水で希釈すると活性化合物は溶解する。こうすると、
活性化合物含量が10重量%の組成物が得られる。
【０２４２】
　ii) 分散性濃厚剤(DC)
　20重量部の活性化合物を10重量部の分散剤(例えば、ポリビニルピロリドン)を添加した
70重量部のシクロヘキサノン中に溶解させる。水で希釈すると分散液が得られる。活性化
合物含量は20重量%である。
【０２４３】
　iii) 乳剤(EC)
　15重量部の活性化合物をドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム及びヒマシ油エトキシ
レート(それぞれ5重量部)を添加した75重量部のキシレン中に溶解させる。水で希釈する
と乳濁液が得られる。組成物は15重量%の活性化合物含量を有している。
【０２４４】
　iv) エマルション剤(EW、EO、ES)
　25重量部の活性化合物をドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム及びヒマシ油エトキシ
レート(それぞれ5重量部)を添加した35重量部のキシレン中に溶解させる。この混合物を3
0重量部の水に乳化機(例えば、Ultraturrax)を用いて添加し、均質な乳濁液とする。水で
希釈するとエマルション剤が得られる。組成物は25重量%の活性化合物含量を有している
。
【０２４５】
　v) サスペンジョン剤(SC、OD、FS)
　10重量部の分散剤及び湿潤剤及び70重量部の水または有機溶媒を添加して20重量部の活
性化合物を攪拌型ボールミルにおいて粉砕して、微細な活性化合物懸濁液を得る。水で希
釈すると活性化合物の安定なサスペンジョン剤が得られる。組成物中の活性化合物含量は
20重量%である。
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【０２４６】
　vi) 水和性粒剤及び水溶性粒剤(WG、SG)
　50重量部の分散剤及び湿潤剤を添加して50重量部の活性化合物を微細に粉砕し、器具(
例えば、押出機、噴霧塔、流動床)を用いて水和性または水溶性粒剤とする。水で希釈す
ると活性化合物の安定な分散液または溶液が得られる。組成物は50重量%の活性化合物含
量を有している。
【０２４７】
　vii) 水和性粉末剤及び水溶性粉末剤(WP、SP、SS、WS)
　25重量部の分散剤及び湿潤剤及びシリカゲルを添加して75重量部の活性化合物を回転子
-固定子ミルにおいて粉砕する。水で希釈すると活性化合物の安定な分散液または溶液が
得られる。組成物の活性化合物含量は75重量%である。
【０２４８】
　viii) ゲル製剤(GF)
　20重量部の活性化合物、10重量部の分散剤、1重量部のゲル化剤及び70重量部の水また
は有機溶媒をボールミルにおいて粉砕すると、微細な懸濁液が得られる。水で希釈すると
20重量%の活性化合物含量を有する安定な懸濁液が得られる。
【０２４９】
　2.希釈せずに施用する組成物のタイプ
　ix) 粉剤(DP、DS)
　5重量部の活性化合物を95重量部の微細なカオリンと微粉砕し、均密に混合する。こう
すると、5重量%の活性化合物含量を有する吐粉性製品が得られる。
【０２５０】
　x) 粒剤(GR、FG、GG、MG)
　0.5重量部の活性化合物を微粉砕し、99.5重量部の担体と混合する。一般的な方法は押
出し、噴霧乾燥または流動床である。こうすると、0.5重量%の活性化合物含量を有する希
釈せずに施用する粒剤が得られる。
【０２５１】
　xi) ULV液剤(UL)
　10重量部の活性化合物を90重量部の有機溶媒(例えば、キシレン)中に溶解させる。こう
すると、10重量%の活性化合物含量を有する希釈せずに施用する製品が得られる。
【０２５２】
　通常、本発明の化合物の組成物は0.1～95%重量%、好ましくは0.1～90%重量%、好ましく
は0.5～90%重量%の活性化合物(本発明の化合物)を含む、化合物I及びIIは90～100%、好ま
しくは95～100%の純度(NMRスペクトルに従う)で使用される。
【０２５３】
　植物繁殖材料(特に、種子)を処理するためには、通常液剤(LS)、サスペンジョン剤(FS)
、粉剤(DS)、水和性及び水溶性粉末剤(WS、SS)、エマルション剤(ES)、乳剤(EC)及びゲル
剤(GF)が使用される。これらの組成物は希釈せずにまたは希釈した形態で繁殖材料(特に
、種子)に施用され得るが、後者が好ましい。この場合、種子粉衣のために使用される組
成物中に0.01～60重量%、好まｓしくは0.1～40%重量%の活性化合物が存在するように対応
組成物を2～10倍希釈し得る。播種前または播種中に施用することができる。植物繁殖材
料の処理(特に、種子の処理)は当業者に公知であり、植物繁殖材料の散粉、被覆、ペレッ
ト化、浸漬または灌注により実施される。例えば種子の早期発芽を防止するように処理を
ペレット化、被覆及び散粉により、または畝処理により実施することが好ましい。
【０２５４】
　種子を処理するためには、サスペンジョン剤を使用することが好ましい。前記組成物は
通常1～800g/lの活性化合物、1～200g/lの界面活性剤、0～200g/lの凍結防止剤、0～400g
/lの結合剤、0～200g/lの着色剤、及び溶媒、好ましくは水を含む。
【０２５５】
　化合物はそのまままたは組成物の形態で、例えば直接噴霧可能な溶液、粉末、懸濁液、
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分散液、乳濁液、オイルディスパージョン、ペースト、吐粉性製品、展着用材料または粒
剤の形態で噴霧、アトマイジング、散粉、展着、掃射、浸漬または注入により使用され得
る。組成物のタイプは完全に意図する目的に依存する。いずれの場合も、本発明の活性化
合物をできる限り微細に分布することが意図されている。
【０２５６】
　水性使用形態は、乳剤、ペースト剤または水和剤(噴霧可能な粉末、オイルディスパー
ジョン)から水を添加することにより製造され得る。乳濁液、ペーストまたはオイルディ
スパージョンを製造するためには、そのまままたは油または溶媒に溶解させた物質を湿潤
剤、粘度付与剤、分散剤または乳化剤を用いて水中にホモジナイズさせ得る。或いは、活
性物質、湿潤剤、粘度付与剤、分散剤または乳化剤、適当ならば溶媒または油の濃厚物を
製造し得、この濃厚物は水で希釈するために適している。
【０２５７】
　すぐに使用できる製剤中の活性化合物濃度は比較的広範囲で変更可能である。通常、0.
0001～10%、好ましくは0.01～1%である。
【０２５８】
　活性化合物は、95重量%以上の活性化合物を含む組成物を施用したり、または添加剤な
しの活性化合物を施用することさえできる微量散布方法(ULV)でうまく使用され得る。
【０２５９】
　作物保護に使用する場合、施用量は、所望する効果の種類に応じて0.001～2.0kgの活性
化合物/ha、好ましくは0.005～2kg/ha、より好ましくは0.01～2.0kg/ha、特に好ましくは
0.05～0.9kg/ha、特に0.1～0.75kg/hである。
【０２６０】
　植物繁殖材料(例えば、種子)を処理する際に使用される活性化合物の量は、通常0.1～1
000g/100kgの繁殖材料または種子、好ましくは1～1000g/100kg、特に好ましくは1～100g/
100kg、特に5～100g/100kgである。従って、本発明は、更に少なくとも1つの本発明化合
物及び/またはその農業上許容される塩を1～1000g/100kgの量で含む種子を提供する。
【０２６１】
　材料または貯蔵品の保護において使用する場合、活性化合物の施用量は施用地域の種類
及び所望する効果に依存する。材料を保護する際に典型的に施用される量は、例えば処理
対象材料1m3あたり0.001g～2kg、好ましくは0.005g～1kgの活性化合物である。
【０２６２】
　本発明の化合物(活性化合物)または前記化合物を含む組成物に各種タイプの油、湿潤剤
、補助剤、除草剤、殺真菌剤、他の殺細菌剤及び/または農薬を添加してもよく、適当な
らば使用直前に添加してもよい(タンクミックス)。これらの組成物は本発明の組成物と1:
100～100:1、好ましくは1:10～10:1の重量比で混合され得る。
【０２６３】
　有機的に改質したポリシロキサン、例えばBreak Thru S 240(登録商標);アルコールア
ルコキシレート、例えばAtplus 245(登録商標)、Atplus MBA 1303(登録商標)、Plurafac 
LF 300(登録商標)及びLutensol ON 30(登録商標);EO-POブロックポリマー、例えばPluron
ic RPE 2035(登録商標)及びGenapol B(登録商標);アルコールエトキシレート、例えばLut
ensol XP80(登録商標);及びジオクチルスルホコハク酸ナトリウム、例えばLeophen RA(登
録商標)が本発明における補助剤として特に適当である。
【０２６４】
　殺真菌剤としての施用形態の本発明の化合物及びその組成物に他の活性化合物、例えば
除草剤、殺虫剤、成長調節剤、殺真菌剤、または他に肥料と一緒にプレミックスとして、
または適当ならば使用直前にのみ(タンクミックス)存在させてもよい。化合物Iまたは化
合物Iを含む組成物を1つ以上の追加活性化合物、特に殺真菌剤と混合すると、多くの場合
例えば活性スペクトルを広げたりまたは耐性の発現を防止することができる。多くの場合
、相乗効果が得られる。
【０２６５】
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　従って、本発明は、本発明の化合物、特に化合物Iまたは化合物II及び少なくとも1つの
追加の殺真菌、殺虫及び／または除草活性化合物を含む作物保護用組成物をも提供する。
1つの実施形態によれば、追加の活性化合物は殺真菌活性化合物、特に以下のリストから
選択されるものである。この場合、活性化合物を相乗量で存在させることが好ましい。
【０２６６】
　本発明の更なる主題は、本発明の化合物及び/またはその酸付加塩または金属塩を含む
組成物に関する。作物保護組成物として、この組成物は更に少なくとも1つの固体または
液体担体を含む。更なる実施形態によれば、上記した組成物は更に少なくとも1つの追加
の殺真菌、殺虫及び/または除草活性化合物を含み得る。
【０２６７】
　殺真菌剤は、好ましくは以下の群:
ストロビルリン;カルボキサミド、例えばカルボキサニド、カルボン酸モルホリド、ベン
ズアミド、他のカルボキサミド;アゾール、例えばトリアゾール、イミダゾール、ベンゾ
イミダゾール、その他;窒素含有ヘテロシクリル化合物、例えばピリジン、ピリミジン、
ピロール、モルホリン、ジカルボキシミド、他の窒素含有ヘテロシクリル化合物;チオ-及
びジチオカルバメート、カルバメート、グアニジン、抗生物質、ニトロフェニル誘導体、
有機金属化合物、硫黄含有ヘテロシクリル化合物、有機リン系化合物、有機塩素系化合物
、無機活性化合物、他の殺真菌、
から選択される。
【０２６８】
　本発明の化合物と一緒に施用され得る殺真菌剤の以下のリストは考えられる組合せを意
味するものであるが、これらに限定されるわけではない。
【０２６９】
　A)ストロビルリン
アゾキシストロビン、ジモキシストロビン、エネステロブリン、フルオキサストロビン、
クレソキシムメチル、メトミノストロビン、オリサストロビン、ピコキシストロビン、ピ
ラクロストロビン、ピリベンカルブ、トリフロキシストロビン、2-(2-(6-(3-クロロ-2-メ
チルフェノキシ)-5-フルオロピリミジン-4-イルオキシ)フェニル)-2-メトキシイミノ-N-
メチルアセトアミド、2-(オルト-((2,5-ジメチルフェニルオキシメチレン)フェニル)-3-
メトキシアクリル酸メチル、3-メトキシ-2-(2-(N-(4-メトキシフェニル)シクロプロパン
カルボキシミドイルスルファニルメチル)フェニル)アクリル酸メチル、2-(2-(3-(2,6-ジ
クロロフェニル)-1-メチルアリリデンアミノオキシメチル)フェニル-2-メトキシイミノ-N
-メチルアセトアミド。
【０２７０】
　B)カルボキサミド
-カルボキサニリド:ベナラキシル、ベナラキシル-M、ベノダニル、ビキサフェン、ボスカ
リド、カルボキシン、フェンフラム、フェンヘキサミド、フルトラニル、フラメトピル、
イソピラザム、イソチアニル、キララキシル、メプロニル、メタラキシル、メタラキシル
-M(メフェノキサム)、オフラセ、オキサジキシル、オキシカルボキシン、ペンチオピラド
、セダキサン、テクロフタラム、チフルザミド、チアジニル、2-アミノ-4-メチルチアゾ
ール-5-カルボキサニリド、2-クロロ-N-(1,1,3-トリメチルインダン-4-イル)-ニコチンア
ミド、N-(3',4'-ジクロロ-5-フルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル
-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、[2-(1,3-ジメチルブチル)フェニル]-5-フルオロ-1,3
-ジメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(4'-クロロ-3',5-ジフルオロビフェニル
-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(4'-クロ
ロ-3',5-ジフルオロビフェニル-2-イル)-3-トリフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール
-4-カルボキサミド、N-(3',4'-ジクロロ-4-フルオロビフェニル-2-イル)-3-トリフルオロ
メチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3',5-ジフルオロ-4'-メチルビフ
ェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3'
,5-ジフルオロ-4'-メチルビフェニル-2-イル)-3-トリフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラ
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ゾール-4-カルボキサミド、N-(2-ビシクロプロピル-2-イルフェニル)-3-ジフルオロメチ
ル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(シス-2-ビシクロプロピル-2-イルフ
ェニル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(トランス-
2-ビシクロプロピル-2-イルフェニル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-
カルボキサミド、N-(4'-ブロモビフェニル-2-イル)-4-ジフルオロメチル-2-メチルチアゾ
ール-5-カルボキサミド、N-(4'-トリフルオロメチルビフェニル-2-イル)-4-ジフルオロメ
チル-2-メチルチアゾール-5-カルボキサミド、N-(4'-クロロ-3'-フルオロビフェニル-2-
イル)-4-ジフルオロメチル-2-メチルチアゾール-5-カルボキサミド、3,4-ジクロロ-N-(2-
シアノフェニル)イソチアゾール-5-カルボキサミド、N-(2',4'-ジフルオロビフェニル-2-
イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',4'-ジ
クロロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキ
サミド、N-(2',4'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピ
ラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',4'-ジクロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチ
ル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',5'-ジフルオロビフェニル-2-イル
)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',5'-ジクロ
ロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミ
ド、N-(2',5'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾ
ール-4-カルボキサミド、N-(2',5'-ジクロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-
メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3',5'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-1-
メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3',5'-ジクロロビ
フェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N
-(3',5'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4
-カルボキサミド、N-(3',5'-ジクロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル
-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3'-フルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ト
リフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3'-クロロビフェニル-2-イル)-
1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3'-フルオロビフ
ェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3'
-クロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサ
ミド、N-(2'-フルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾー
ル-4-カルボキサミド、N-(2'-クロロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチ
ル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2'-フルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロ
メチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2'-クロロビフェニル-2-イル)-3
-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2'-フルオロ-4'-ク
ロロ-5'-メチルビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-
カルボキサミド、N-(3',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオ
ロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イ
ル)-1-メチル-3-ジフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',4',5'-トリ
フルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ジフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキ
サミド、N-(3',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イル)-3-クロロフルオロメチル-1-メチ
ル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-[2-(1,1,2,3,3,3-ヘキサフルオロプロポキシ)フ
ェニル]-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-[2-(1,1,
2,3,3,3-ヘキサフルオロプロポキシ)フェニル]-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾ
ール-4-カルボキサミド、N-[2-(2-クロロ-1,1,2-トリフルオロエトキシ)フェニル]-1-メ
チル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-[2-(2-クロロ-1,1,2-
トリフルオロエトキシ)フェニル]-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カル
ボキサミド、N-[2-(1,1,2,2-テトラフルオロエトキシ)フェニル]-3-ジフルオロメチル-1-
メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-[2-(1,1,2,2-テトラフルオロエトキシ)フェ
ニル]-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(4'-(トリ
フルオロメチルチオ)ビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-
4-カルボキサミド、N-(4'-(トリフルオロメチルチオ)ビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ト
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リフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、[2-(1,2-ジメチルプロピル)フェニ
ル]-5-フルオロ-1,3-ジメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2-{4-[3-(4-クロロ
フェニル)プロパ-2-イニルオキシ]-3-メトキシフェニル}エチル)-2-メタンスルホニルア
ミノ-3-メチルブチルアミド、N-(2-{4-[3-(4-クロロフェニル)プロパ-2-イニルオキシ]-3
-メトキシフェニル}エチル)-2-エタンスルホニルアミノ-3-メチルブチルアミド、N-(3',4
'-ジクロロ-5-フルオロビフェニル-2-イル)-3-トリフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾ
ル-4-カルボキサミド、N-(2-(1,3,3-トリメチルブチル)フェニル)-1,3-ジメチル-5-フル
オロ-1H-ピラゾル-4-カルボキサミド、N-[1,2,3,4-テトラヒドロ-9-(1-メチルエチル)-1,
4-メタノナフタレン-5-イル]-3-(ジフルオロメチル)-1-メチル-1H-ピラゾル-4-カルボキ
サミド、N'-(4-(4-クロロ-3-トリフルオロメチルフェノキシ)-2,5-ジメチルフェニル)-N-
エチル-N-メチルホルムアミジン、N'-(4-(4-フルオロ-3-トリフルオロメチルフェノキシ)
-2,5-ジメチルフェニル)-N-エチル-N-メチルホルムアミジン、N'-(2-メチル-5-トリフル
オロメチル-4-(3-トリメチルシラニルプロポキシ)フェニル)-N-エチル-N-メチルホルムア
ミジン及びN'-(5-ジフルオロメチル-2-メチル-4-(3-トリメチルシラニルプロポキシ)フェ
ニル)-N-エチル-N-メチルホルムアミジン;
-カルボン酸モルホリド:ジメトモルフ、フルモルフ、ピリモルフ;
-ベンズアミド:フルメトベル、フルオピコリド、フルオピラム、ゾキサミド、N-(3-エチ
ル-3,5,5-トリメチルシクロヘキシル)-3-ホルミルアミノ-2-ヒドロキシベンズアミド;
-他のカルボキサミド:カルプロパミド、ジクロシメット、マンジプロパミド、オキシテト
ラサイクリン、シルチオファム、N-(6-メトキシピリジン-3-イル)シクロプロパンカルボ
キサミド。
【０２７１】
　C)アゾール
-トリアゾール:アザコナゾール、ビテルタノール、ブロムコナゾール、シプロコナゾール
、ジフェノコナゾール、ジニコナゾール、ジニコナゾール-M、エポキシコナゾール、フェ
ンブコナゾール、フルキンコナゾール、フルシラゾール、フルトリアホール、ヘキサコナ
ゾール、イミベンコナゾール、イプコナゾール、メトコナゾール、ミクロブタニル、オキ
スポコナゾール、パクロブトラゾール、ペンコナゾール、プロピコナゾール、プロチオコ
ナゾール、シメコナゾール、テブコナゾール、テトラコナゾール、トリアジメホン、トリ
アジメノール、トリチコナゾール、ウニコナゾール、1-(4-クロロフェニル)-2-([1,2,4]
トリアゾル-1-イル)-シクロヘプタノール;
-イミダゾール:シアゾファミド、イマザリル、イマザリル硫酸塩、ペフラゾエート、プロ
クロラズ、トリフルミゾール;
-ベンゾイミダゾール:ベノミル、カルベンダジム、フベリダゾール、チアベンダゾール;
-その他:エタボキサム、エトリジアゾール、ヒメキサゾール、1-(4-クロロフェニル)-1-(
プロピン-2-イルオキシ)-3-(4-(3,4-ジメトキシフェニル)イソオキサゾル-5-イル)プロパ
ン-2-オン、2-(4-クロロフェニル)-N-[4-(3,4-ジメトキシフェニル)イソオキサゾル-5-イ
ル]-2-プロパ-2-イニルオキシアセトアミド。
【０２７２】
　D)窒素含有ヘテロシクリル化合物
-ピリジン:フルアジナム、ピリフェノックス、3-[5-(4-クロロフェニル)-2,3-ジメチルイ
ソオキサゾリジン-3-イル]-ピリジン、3-[5-(4-メチルフェニル)-2,3-ジメチルイソオキ
サゾリジン-3-イル]-ピリジン、2,3,5,6-テトラクロロ-4-メタンスルホニルピリジン、3,
4,5-トリクロロピリジン-2,6-ジカルボニトリル、N-(1-(5-ブロモ-3-クロロピリジン-2-
イル)エチル)-2,4-ジクロロニコチンアミド、N-((5-ブロモ-3-クロロピリジン-2-イル)メ
チル)-2,4-ジクロロニコチンアミド;
-ピリミジン:ブピリメート、シプロジニル、ジフルメトリム、フェナリモル、フェリムゾ
ン、メパニピリム、ニトラピリン、ヌアリモール、ピリメタニル;
-ピペラジン:トリホリン;
-ピロール:フルジオキソニル、フェンピクロニル;
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-モルホリン:アルジモルフ、ドデモルフ、ドデモルフ酢酸塩、フェンプロピモルフ、トリ
デモルフ;
-ピペリジン:フェンプロピジン;
-ジカルボキシミド:フルオロイミド、イプロジオン、プロシミドン、ビンクロゾリン;
-非芳香族5員ヘテロ環:ファモキサドン、フェンアミドン、フルチアニル、オクチリノン
、プロベナゾール、5-アミノ-2-イソプロピル-3-オキソ-4-オルトトリル-2,3-ジヒドロピ
ラゾル-1-チオカルボン酸S-アリル;
-その他:アシベンゾラル-S-メチル、アミスルブロム、アニラジン、ブラストサイジン-S
、カプタホール、キャプタン、キノメチオネート、ダゾメット、デバカルブ、ジクロメジ
ン、ジフェンゾコート、ジフェンゾコートメチル硫酸塩、フェノキサニル、ホルペット、
オキソリン酸、ピペラリン、プロキナジド、ピロキロン、キノキシフェン、トリアゾキシ
ド、トリシクラゾール、5-クロロ-7-(4-メチルピペリジン-1-イル)-6-(2,4,6-トリフルオ
ロフェニル)-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン、6-(4-tert-ブチルフェニル)-5-メチ
ル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、5-メチル-6-(3,5,5-トリメチル
ヘキシル)-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、5-メチル-6-オクチル-[
1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、6-メチル-5-オクチル-[1,2,4]トリ
アゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、6-エチル-5-オクチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-
a]ピリミジン-7-イルアミン、5-エチル-6-オクチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジ
ン-7-イルアミン、5-エチル-6-(3,5,5-トリメチルヘキシル)-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]
ピリミジン-7-イルアミン、6-オクチル-5-プロピル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジ
ン-7-イルアミン、5-メトキシメチル-6-オクチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-
7-イルアミン、6-オクチル-5-トリフルオロメチル[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-
7-イルアミン、5-トリフルオロメチル-6-(3,5,5-トリメチルヘキシル)-[1,2,4]トリアゾ
ロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、2-ブトキシ-6-ヨード-3-プロピルクロメン-4-オン
、5-クロロ-1-(4,6-ジメトキシピリミジン-2-イル)-2-メチル-1H-ベンゾイミダゾール、6
-(3,4-ジクロロフェニル)-5-メチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン
;
【０２７３】
　E)カルバメート及びジチオカルバメート
-チオ-及びジチオカルバメート:フェルバム、マンコゼブ、マンネブ、メタム、メタスル
ホカルブ、メチラム、プロピネブ、チラム、ジネブ、ジラム;
-カルバメート:ジエトフェンカルブ、ベンチアバリカルブ、イプロバリカルブ、プロパモ
カルブ、プロパモカルブ塩酸塩、バリフェナール、N-(1-(1-(4-シアノフェニル)エタンス
ルホニル)ブタ-2-イル)カルバミン酸(4-フルオロフェニル)。
【０２７４】
　F)他の殺真菌剤
-グアニジン:ドジン、ドジン遊離塩基、グアザチン、グアザチン酢酸塩、イミノクタジン
、イミノクタジン三酢酸塩、イミノクタジントリス(アルベシル酸塩);
-抗生物質:カスガマイシン、カスガマイシン塩酸塩水和物、ポリオキシン、ストレプトマ
イシン、バリダマイシンA;
-ニトロフェニル誘導体:ビナパクリル、ジクロラン、ジノブトン、ジノカップ、ニトロタ
ールイソプロピル、テクナゼン;
-有機金属化合物:トリフェニルスズ塩(例えば、酢酸トリフェニルスズ、塩化トリフェニ
ルスズ、水酸化トリフェニルスズ);
-硫黄含有ヘテロシクリル化合物:イソプロチオラン、ジチアノン;
-有機リン系化合物:エジフェンホス、ホセチル、ホセチルアルミニウム、イプロベンホス
、ピラゾホス、トルクロホスメチル;
-有機塩素系化合物:クロロタロニル、ジクロフルアニド、ジクロロフェン、フルスルファ
ミド、ヘキサクロロベンゼン、ペンシクロン、ペンタクロロフェノール及びその塩、フタ
リド、キントゼン、チオファネートメチル、トリルフルアニド、N-(4-クロロ-2-ニトロフ
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ェニル)-N-エチル-4-メチルベンゼンスルホンアミド;
-無機活性化合物:亜リン酸及びその塩、硫黄、ボルドー液、銅塩(例えば、酢酸銅、水酸
化銅、オキシ塩化銅、塩基性硫酸銅);
-その他:ビフェニル、ブロノポール、シフルフェナミド、シモキサニル、ジフェニルアミ
ン、メトラフェノン、ミルジオマイシン、オキシン銅、プロヘキサジオンカルシウム、ス
ピロキサミン、トリルフルアニド、N-(シクロプロピルメトキシイミノ-(6-ジフルオロメ
トキシ-2,3-ジフルオロフェニル)メチル)-2-フェニルアセトアミド、N'-(4-(4-クロロ-3-
トリフルオロメチルフェノキシ)-2,5-ジメチルフェニル)-N-エチル-N-メチルホルムアミ
ジン、N'-(4-(4-フルオロ-3-トリフルオロメチルフェノキシ)-2,5-ジメチルフェニル)-N-
エチル-N-メチルホルムアミジン、N'-(2-メチル-5-トリフルオロメチル-4-(3-トリメチル
シラニルプロポキシ)フェニル)-N-エチル-N-メチルホルムアミジン、N'-(5-ジフルオロメ
チル-2-メチル-4-(3-トリメチルシラニルプロポキシ)フェニル)-N-エチル-N-メチルホル
ムアミジン、メチルN-(1,2,3,4-テトラヒドロナフタレン-1-イル)-2-{1-[2-(5-メチル-3-
トリフルオロメチルピラゾル-1-イル)アセチル]ピペリジン-4-イル}チアゾール-4-カルボ
キサミド、メチル(R)-N-(1,2,3,4-テトラヒドロナフタレン-1-イル)-2-{1-[2-(5-メチル-
3-トリフルオロメチルピラゾル-1-イル)アセチル]ピペリジン-4-イル}チアゾール-4-カル
ボキサミド、酢酸6-tert-ブチル-8-フルオロ-2,3-ジメチルキノリン-4-イル、メトキシ酢
酸6-tert-ブチル-8-フルオロ-2,3-ジメチルキノリン-4-イル。
【０２７５】
　G)成長調節剤
アブシシン酸、アミドクロル、アンシミドール、6-ベンジルアミノプリン、ブラシノライ
ド、ブトラリン、クロルメコート(塩化クロルメコート)、コリンクロリド、シクラニリド
、ダミノジッド、ジケグラック、ジメチピン、2,6-ジメチルプリジン、エセフォン、フル
メトラリン、フルルプリミドール、フルチオセト、ホルクロルフェニュロン、ジベレリン
酸、イナベンフィド、インドール-3-酢酸、マレイン酸ヒドラジド、メフルイジド、メピ
コート(メピコートクロリド)、メトコナゾール、ナフタレン酢酸、N-6-ベンジルアデニン
、パクロブトラゾール、プロヘキサジオン(プロヘキサジオンカルシウム)、プロヒドロジ
ャスモン、チジアズロン、トリアペンテノール、トリブチルホスホロトリチオエート、2,
3,5-トリヨード安息香酸、トリネキサパックエチル及びウニコナゾール;
【０２７６】
　H)除草剤
-アセトアミド:アセトクロール、アラクロール、ブタクロール、ジメタクロル、ジメテナ
ミド、フルフェナセット、メフェナセット、メトラクロール、メタザクロール、ナプロパ
ミド、ナプロアニリド、ペトキサミド、プレチラクロール、プロパクロール、テニルクロ
ル;
-アミノ酸アナログ:ビアラホス、グリホサート、グルホシネート、スルホサート;
-アリールオキシフェノキシプロピオネート:クロジナホップ、シハロホップブチル、フェ
ノキサプロップ、フルアジホップ、ハロキシホップ、メタミホップ、プロパキザホップ、
キザロホップ、キザロホップ-p-テフリル;
-ビピリジル:ジクワット、パラコート;
-カルバメート及びチオカルバメート:アシュラム、ブチレート、カルベタミド、デスメデ
ィファム、ジメピペレート、エプタム(EPTC)、エスプロカルブ、モリネート、オルベンカ
ルブ、フェンメディファム、プロスルホカルブ、ピリブチカルブ、チオベンカルブ、トリ
アレート;
-シクロヘキサンジオン:ブトロキシジム、クレトジム、シクロキシジム、プロホキシジム
、セトキシジム、テプラロキシジム、トラルコキシジム;
-ジニトロアニリン:ベンフルラリン、エタルフルラリン、オリザリン、ペンジメタリン、
プロジアミン、トリフルラリン;
-ジフェニルエーテル:アシフルオルフェン、アクロニフェン、ビフェノックス、ジクロホ
ップ、エトキシフェン、フォメサフェン、ラクトフェン、オキシフルオルフェン;
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-ヒドロキシベンゾニトリル:ブロモキシニル、ジクロベニル、アイオキシニル;
-イミダゾリノン:イマザメタベンズ、イマザモックス、イマザピック、イマザピル、イマ
ザキン、イマゼタピル;
-フェノキシ酢酸:クロメプロップ、2,4-ジクロロフェノキシ酢酸(2,4-D)、2,4-DB、ジク
ロルプロップ、MCPA、MCPA-チオエチル、MCPB、メコプロップ;
-ピラジン:クロリダゾン、フルフェンピルエチル、フルチアセット、ノルフルラゾン、ピ
リデート;
-ピリジン:アミノピラリド、クロピラリド、ジフルフェニカン、ジチオピル、フルリドン
、フルロキシピル、ピクロラム、ピコリナフェン、チアゾピル;
-スルホニル尿素:アミドスルフロン、アジムスルフロン、ベンスルフロン、クロリムロン
エチル、クロロスルフロン、シノスルフロン、シクロスルファムロン、エトキシスルフロ
ン、フラザスルフロン、フルセトスルフロン、フルピルスルフロン、ホラムスルフロン、
ハロスルフロン、イマゾスルフロン、ヨードスルフロン、メソスルフロン、メソスルフロ
ンメチル、ニコスルフロン、オキサスルフロン、プリミスルフロン、プロスルフロン、ピ
ラゾスルフロン、リムスルフロン、スルホメツロン、スルホスルフロン、チフェンスルフ
ロン、トリアスルフロン、トリベヌロン、トリフロキシスルフロン、トリフルスルフロン
、トリトスルフロン、1-((2-クロロ-6-プロピルイミダゾ[1,2-b]ピリダジン-3-イル)スル
ホニル)-3-(4,6-ジメトキシピリミジン-2-イル)尿素;
-トリアジン:アメトリン、アトラジン、シアナジン、ジメタメトリン、エチオジン、ヘキ
サジノン、メタミトロン、メトリブジン、プロメトリン、シマジン、テルブチラジン、テ
ルブトリン、トリアジフラム;
-尿素:クロロトルロン、ダイムロン、ジウロン、フルオメツロン、イソプロツロン、リニ
ュロン、メタベンズチアズロン、テブチウロン;
-アセト乳酸シンターゼの他の阻害剤:ビスピリバックナトリウム、クロランスラムメチル
、ジクロスラム、フロラスラム、フルカルバゾン、フルメツラム、メトスラム、o-スルフ
ァムロン、ペノキシスラム、プロポキシカルバゾン、ピリバムベンズ-プロピル、ピリベ
ンゾキシム、ピリフタリド、ピリミノバックメチル、ピリミスルファン、ピリチオバック
、ピロキサスルホン、ピロキシスラム;
-その他:アミカルバゾン、アミノトリアゾール、アニロホス、ベフルブタミド、ベナゾリ
ン、ベンカルバゾン、ベンフレセート、ベンゾフェナップ、ベンタゾン、ベンゾビシクロ
ン、ブロマシル、ブロモブチド、ブタフェナシル、ブタミホス、カフェンストロール、カ
ルフェントラゾン、シニドンエチル、クロルタール、シンメチリン、クロマゾン、クミル
ロン、シプロスルファミド、ジカンバ、ジフェンゾコート、ジフルフェンゾピル、ドレク
スレラ・モノセラス(Drechslera monoceras)、エンドタール、エトフメセート、エトベン
ザニド、フェントラザミド、フルミクロラックペンチル、フルミオキサジン、フルポキサ
ム、フルロクロリドン、フルルタモン、インダノファン、イソキサベン、イソキサフルト
ール、レナシル、プロパニル、プロピザミド、キンクロラック、キンメラック、メソトリ
オン、メチルヒ酸、ナプタラム、オキサジアルギル、オキサジアゾン、オキサジクロメホ
ン、ペントキサゾン、ピノキサデン、ピラクロニル、ピラフルフェンエチル、ピラスルホ
トール、ピラゾキシフェン、ピラゾリネート、キノクラミン、サフルフェナシル、スルコ
トリオン、スルフェントラゾン、ターバシル、テフリルトリオン、テンボトリオン、チエ
ンカルバゾン、トプラメゾン、4-ヒドロキシ-3-[2-(2-メトキシエトキシメチル)-6-トリ
フルオロメチルピリジン-3-カルボニル]ビシクロ[3.2.1]オクタ-3-エン-2-オン、(3-[2-
クロロ-4-フルオロ-5-(3-メチル-2,6-ジオキソ-4-トリフルオロメチル-3,6-ジヒドロ-2H-
ピリミジン-1-イル)フェノキシ]ピリジン-2-イルオキシ)酢酸エチル、6-アミノ-5-クロロ
-2-シクロプロピルピリミジン-4-カルボン酸メチル、6-クロロ-3-(2-シクロプロピル-6-
メチルフェノキシ)ピリダジン-4-オール、4-アミノ-3-クロロ-6-(4-クロロフェニル)-5-
フルオロピリジン-2-カルボン酸、4-アミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3-メトキ
シフェニル)ピリジン-2-カルボン酸メチル及び4-アミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-3-ジメチ
ルアミノ-2-フルオロフェニル)ピリジン-2-カルボン酸メチル;
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【０２７７】
　I)殺虫剤
-有機(チオ)ホスフェート:アセフェート、アザメチホス、アジンホスメチル、クロルピリ
ホス、クロルピリホスメチル、クロルフェンビンホス、ダイアジノン、ジクロルボス、ジ
クロトホス、ジメトエート、ジスルホトン、エチオン、フェニトロチオン、フェンチオン
、イソキサチオン、マラチオン、メタミドホス、メチダチオン、メチルパラチオン、メビ
ンホス、モノクロトホス、オキシデメトンメチル、パラオクソン、パラチオン、フェント
エート、ホサロン、ホスメット、ホスファミドン、ホレート、ホキシム、ピリミホスメチ
ル、プロフェノホス、プロチオホス、スルプロホス、テトラクロルビンホス、テルブホス
、トリアゾホス、トリクロルホン;
-カルバメート:アラニカルブ、アルジカルブ、ベンダイオカルブ、ベンフラカルブ、カル
バリル、カルボフラン、カルボスルファン、フェノキシカルブ、フラチオカネブ、メチオ
カルブ、メソミル、オキサミル、ピリミカルブ、プロポクスル、チオジカルブ、トリアザ
マート;
-ピレスロイド:アレスリン、ビフェントリン、シフルテリン、シハロトリン、シフェノト
リン、シペルメトリン、α-シペルメトリン、β-シペルメトリン、ζ-シペルメトリン、
デルタメトリン、エスフェンバレレート、エトフェンプロックス、フェンプロパトリン、
フェンバレレート、イミプロトリン、λ-シハロトリン、ペルメトリン、プラレスリン、
ピレスリンI及びII、レスメトリン、シラフルオフェン、τ-フルバリネート、テフルトリ
ン、テトラメチン、トラロメトリン、トランスフルトリン、プロフルトリン、ジメフルト
リン;
-昆虫成長インヒビター:a)キチン合成インヒビター:ベンゾイル尿素、クロルフルアズロ
ン、シロマジン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、フルフェノクスロン、ヘキサ
フルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、テフルベンズロン、トリフルムロン、ブプロフ
ェジン、ジオフェノラン、ヘキシチアゾクス、エトキサゾール、クロフェンタジン;b)エ
クジソンアンタゴニスト:ハロフェノジド、メトキシフェノジド、テブフェノジド、アザ
ジラクチン;c)ジュベノイド:ピリプロキシフェン、メトプレン、フェノキシカルブ;d)脂
質生合成インヒビター:スピロジクロフェン、スピロメシフェン、スピロテトラマト;
-ニコチン受容体アゴニスト/アンタゴニスト:クロチアニジン、ジノテフラン、イミダク
ロプリド、チアメトキサム、ニテンピラム、アセタミプリド、チアクロプリド、1-(2-ク
ロロチアゾル-5-イルメチル)-2-ニトロイミノ-3,5-ジメチル-[1,3,5]トリアジナン;
-GABAアンタゴニスト:エンドスルファン、エチプロール、フィプロニル、バニリプロール
、ピラフルプロール、ピリプロール、5-アミノ-1-(2,6-ジクロロ-4-メチルフェニル)-4-
スルフィナモイル-1H-ピラゾール-3-チオカルボキサミド;
-大環状ラクトン:アバメクチン、エマメクチン、ミルベメクチン、レピメクチン、スピノ
サド、スピネトラム;
-ミトコンドリア電子伝達系インヒビター(METI)I殺ダニ剤:フェナザキン、ピリダベン、
テブフェンピラド、トルフェンピラド、フルフェネリム;
-METI II及びIII物質:アセキノシル、フルアシプリム、ヒドラメチルノン;
-デカップラー:クロルフェナピル;
-酸化的リン酸化のインヒビター:シヘキサチン、ジアフェンチウロン、酸化フェンブタス
ズ、プロパルギット;
-昆虫脱皮インヒビター:シロマジン;
-混合機能オキシダーゼ阻害剤:ピペロニルブトキシド;
-ナトリウムチャネルブロッカー:インドキサカルブ、メタフルミゾン;
-その他:ベンクロチアズ、ビフェナゼート、カルタップ、フロニカミド、ピリダリル、ピ
メトロジン、硫黄、チオシクラム、フルベンジアミド、クロラントラニリプロール、シア
ジピル(HGW86)、シエノピラフェン、フルピラゾホス、シフルメトフェン、アミドフルメ
ト、イミシアホス、ビストリフルロン及びピリフルキナゾン。
【０２７８】
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　また、本発明は、特に少なくとも1つの一般式Iを有する化合物及び少なくとも1つの例
えば上に挙げた群A)～I)の活性化合物から選択される作物保護剤、特に少なくとも1つの
特に上に挙げた群A)～F)の活性化合物から選択される殺真菌活性化合物、及び適当ならば
1つ以上の農業上適当な担体を含む殺真菌組成物に関する。施用量を低減させる目的で、
上記混合剤はその多くが少ない活性化合物の全施用量で特に特定の兆候に対して有害真菌
に対する改善された活性を示すので興味深い。化合物I及び少なくとも1つの群A)～I)の活
性化合物を同時に一緒にまたは別々に施用することにより、殺真菌活性を超相加的(super
additive)に向上させ得る。
【０２７９】
　本明細書中で、連合施用とは少なくとも1つの化合物I及び少なくとも1つの追加活性化
合物を作用部位、すなわち防除しようとする植物を害する真菌及びその生育地、例えば感
染植物、植物繁殖材料(特に、種子)、土壌、材料またはスペース、並びに真菌攻撃から保
護したい植物、植物繁殖材料(特に、種子)、土壌、材料またはスペースに真菌増殖を効果
的に防除するのに十分な量で同時に存在させることを意味する。これは、化合物I及び少
なくとも1つの追加活性化合物を一緒に連合活性化合物製剤または少なくとも2つの別々の
活性化合物製剤の形態で同時に施用することにより、或いは最初に施用した活性化合物が
追加活性化合物の施用時に作用部位に十分量存在しているように選択した間隔で個々の活
性化合物を作用部位に連続的に施用することにより達成され得る。活性化合物の施用順序
は余り重要でない。
【０２８０】
　二元混合剤、すなわち化合物I及び追加活性化合物、例えば群A)～I)の活性化合物を含
む本発明の組成物の場合、化合物I対追加活性化合物の重量比は当該活性化合物の性質に
依存する。通常、1:100～100:1の範囲、多くの場合1:50～50:1の範囲、好ましくは1:20～
20:1の範囲、特に好ましくは1:10～10:1の範囲、特に1:3～3:1の範囲である。
【０２８１】
　本発明の組成物の成分を個別に、レディーミックスとして、またはキットのパーツとし
て包装し、使用してもよい。
【０２８２】
　本発明の実施形態では、キットは本発明の農薬組成物を製造するために使用される1つ
以上の成分を含み得、すべての成分を含んでいてもよい。例えば、これらのキットは1つ
以上の殺真菌剤成分及び/または補助剤成分及び/または殺虫剤成分及び/または成長調節
剤成分及び/または除草剤を含み得る。1つ以上の成分を相互に組み合わせてまたは予備製
剤化させて存在させてもよい。2つ以上の成分をキット中に設けた実施形態では、これら
の成分を相互に組合せ、1つの容器(例えば、容器、ボトル、ブリキ缶、バッグ、サックま
たはキャニスター)中に包装してもよい。他の実施形態では、キットの2つ以上の成分を別
々に包装してもよく、すなわちこれらの成分は予備製剤化または混合されていない。キッ
トは各々が農薬組成物の別個の成分を収容している1つ以上の別個の容器(例えば、容器、
ボトル、ブリキ缶、バッグ、サックまたはキャニスター)を含み得る。本発明の組成物の
成分を個別に、レディーミックスとして、またはキットのパーツとして包装し、使用して
もよい。いずれの形態でも、成分を他の成分と別々にまたは一緒に、或いは本発明の混合
剤を製造するための本発明のキットのパーツとして使用し得る。
【０２８３】
　使用者は、本発明の組成物を通常前投与デバイス、背負い噴霧器、スプレータンクまた
はスプレープレインを用いて使用するために使用する。この場合、農薬組成物を水及び/
またはバッファーで所望施用濃度まで希釈し、適切ならば追加添加剤を添加すると、本発
明のすぐに使える噴霧液または農薬組成物が得られる。通常、農業に利用する地域1ヘク
タールあたり50～500リッター、好ましくは100～400リッターのすぐに使える噴霧液を施
用する。
【０２８４】
　1つの実施形態によれば、使用者が自らスプレータンク中で個々の成分(例えば、本発明
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のキットのパーツまたは組成物の混合剤)を混合し、適当ならば追加補助剤を添加しても
よい(タンクミックス)。
【０２８５】
　更なる実施形態では、使用者がスプレータンク中で本発明の組成物の個々の成分及び部
分的に予混合した成分(例えば、化合物I及び/または群A)～I)からの活性化合物を含む成
分)の両方を混合し、適当ならば追加補助剤を添加してもよい(タンクミックス)。
【０２８６】
　更なる実施形態では、使用者が本発明の組成物の個々の成分及び部分的に予混合した成
分(例えば、化合物I及び/また群A)～I)からの活性化合物を含む成分)を一緒に(例えば、
タンクミックスとして)または順次使用してもよい。
【０２８７】
　化合物I(成分1)と少なくとも1つのストロビルリンの群A)からの活性化合物(成分2)、特
にアゾキシストロビン、ジモキシストロビン、フルオキサストロビン、クレソキシムメチ
ル、オリサストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン及びトリフロキシスト
ロビンからなる群から選択される活性化合物の組成物が好ましい。
【０２８８】
　化合物I(成分I)と少なくとも1つのカルボキサミドの群B)から選択される活性化合物(成
分2)、特にビキサフェン、ボスカリド、セダキサン、フェンヘキサミド、メタラキシル、
メフェノキサム、オフラセ、ジメトモルフ、フルモルフ、フルオピコリド(ピコペンザミ
ド)、ゾキサミド、カルプロパミド及びマンジプロパミドからなる群から選択される活性
化合物の組成物も好ましい。
【０２８９】
　化合物I(成分I)と少なくとも1つのアゾールの群C)から選択される活性化合物(成分2)、
特にシプロコナゾール、ジフェノコナゾール、エポキシコナゾール、フルキンコナゾール
、フルシラゾール、フルトリアホール、メトコナゾール、ミクロブタニル、ペンコナゾー
ル、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、トリアジメホン、トリアジメノール、テブ
コナゾール、テトラコナゾール、トリチコナゾール、プロクロラズ、シアゾファミド、ベ
ノミル、カルベンダジム及びエタボキサムからなる群から選択される活性化合物の組成物
も好ましい。
【０２９０】
　化合物I(成分I)と少なくとも1つの窒素含有ヘテロシクリル化合物の群D)から選択され
る活性化合物(成分2)、特にフルアジナム、シプロジニル、フェナリモル、メパニピリム
、ピリメタニル、トリホリン、フルジオキソニル、ホデモルフ、フェンプロピモルフ、ト
リデモルフ、フェンプロピジン、イプロジオン、ビンクロゾリン、ファモキサドン、フェ
ンアミドン、プロベナゾール、プロキナジド、アシベンゾラル-s-メチル、カプタホール
、ホルペット、フェノキサニル及びキノキシフェンからなる群から選択される活性化合物
の組成物も好ましい。
【０２９１】
　化合物I(成分I)と少なくとも1つのカルバメートの群E)から選択される活性化合物(成分
2)、特にマンコゼブ、メチラム、プロピネブ、チラム、イプロバリカルブ、ベンチアバリ
カルブ及びプロパモカルブからなる群から選択される活性化合物の組成物も好ましい。
【０２９２】
　化合物I(成分I)と少なくとも1つの群F)の殺真菌剤から選択される活性化合物(成分2)、
特にジチアノン、トリフェニルスズ塩(例えば、トリフェニルスズ酢酸塩)、ホセチル、ホ
セチル-アルミニウム、H3PO3及びその塩、クロロタロニル、ジクロフルアニド、チオファ
ネートメチル、酢酸銅、水酸化銅、オキシ塩化銅、硫酸銅、硫黄、シモキサニル、メトラ
フェノン、スピロキサミン及び5-クロロ-7-(4-メチルピペリジン-1-イル)-6-(2,4,6-トリ
フルオロフェニル)-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジンからなる群から選択される活性
化合物の組成物も好ましい。
【０２９３】
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　従って、本発明は、更に、化合物I(成分1)と表Dの列「成分2」中の行D-1～D-416から選
択される追加活性化合物(成分2)の組成物に関する。
【０２９４】
　本発明の更なる実施形態は、表Dにリストされている組成物D-1～D-416に関し、表Dの各
行は、好ましくは本明細書中に好ましいと記載されている化合物の1つである式Iを有する
化合物(成分1)及びそれぞれ当該行に挙げられている群A～Iからの追加活性化合物(成分2)
を含む農薬組成物に相当する。本発明の1つの実施形態によれば、表Dの各行の成分1はそ
れぞれ表1a～162aに具体的に特記されている式Iを有する化合物の1つである。記載されて
いる組成物中の活性化合物がそれぞれ相乗的に有効な量で存在していることが好ましい。
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【０２９５】
　上に成分2として特定した活性化合物、その製造及びその真菌病原体に対する効果は公
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知である( http://www.hclrss.demon.co.uk/index.html;http://www.alanwood.net/pesti
cides/参照)。これらは市販されている。これらの化合物のIUPAC命名、その製造及びその
殺真菌活性も公知である(Can.J.Plant Sci.,48(6),587-94,1968、欧州特許出願公開第141
 317号、欧州特許出願公開第152 031号、欧州特許出願公開第226 917号、欧州特許出願公
開第243 970号、欧州特許出願公開第256 503号、欧州特許出願公開第428 941号、欧州特
許出願公開第532 022号、欧州特許出願公開第1 028 125号、欧州特許出願公開第1 035 12
2号、欧州特許出願公開第1 201 648号、欧州特許出願公開第1 122 244号、日本国特開200
2316902号、独国特許出願公開第19650197号、独国特許出願公開第10021412号、独国特許
出願公開第102005009458号、米国特許第3,296,272号、米国特許第3,325,503号、国際公開
第98/46608号、国際公開第99/14187号、国際公開第99/24413号、国際公開第99/27783号、
国際公開第00/29404号、国際公開第00/46148号、国際公開第00/65913号、国際公開第01/5
4501号、国際公開第01/56358号、国際公開第02/22583号、国際公開第02/40431号、国際公
開第03/10149号、国際公開第03/11853号、国際公開第03/14103号、国際公開第03/16286号
、国際公開第03/53145号、国際公開第03/61388号、国際公開第03/66609号、国際公開第03
/74491号、国際公開第04/49804号、国際公開第05/120234号、国際公開第05/123689号、国
際公開第05/123690号、国際公開第05/63721号、国際公開第05/87772号、国際公開第05/87
773号、国際公開第06/15866号、国際公開第06/87325号、国際公開第06/87343号、国際公
開第07/82098号、国際公開第07/90624号を参照されたい)。
【０２９６】
　活性化合物の混合剤の組成物は、活性化合物に加えて、例えば化合物Iの組成物につい
て言及されている溶媒または固体担体を含む組成物の形態でそれ自体公知の方法で製造さ
れる。
【０２９７】
　前記組成物の慣用成分に関しては、化合物Iを含む組成物に関する記載について参照さ
れたい。活性化合物の混合剤の組成物は有害真菌を防除するための殺真菌剤として適して
いる。これらの組成物は土壌伝染性病原体、特にネコブカビ網、卵菌網(卵菌類と同義語)
、ツボカビ網、接合菌類、子のう菌類、担子菌類及び不完全菌類(不完全菌と同義語)の網
の土壌伝染性病原体を含めた広スペクトルの植物病原性真菌に対する優れた効力により区
別される。更に、化合物I及び化合物Iを含む組成物の抗力に関する記載も参照されたい。
【０２９８】
　本発明は、化合物I及びその製薬上許容される塩の疾患を治療するための使用、特に化
合物Iの抗真菌剤としての使用をも提供する。よって、本発明の1実施形態は、少なくとも
1つの式Iを有する化合物及び/またはその製薬上許容される塩を含む薬剤に関する。更な
る実施形態は、化合物I及び/またはその製薬上有効な塩の抗真菌剤を製造するための使用
に関する。
【０２９９】
　本発明は、更に、化合物II及びその製薬上許容される塩の疾患を治療するための使用、
特に化合物IIの抗真菌剤としての使用を提供する。よって、本発明の1実施形態は、少な
くとも1つの式IIを有する化合物及び/またはその製薬上許容される塩を含む薬剤に関する
。更なる実施形態は、化合物II及び/またはその製薬上有効な塩の抗真菌剤を製造するた
めの使用に関する。
【０３００】
　本発明は、更に、化合物I及びその製薬上許容される塩の哺乳動物(例えば、ヒト)にお
ける腫瘍を治療するための使用を提供する。よって、本発明の1実施形態は、化合物I及び
/またはその製薬上活性な塩の哺乳動物における腫瘍及び癌の増殖を抑制する組成物を製
造するための使用に関する。「癌」は特に乳癌、前立腺癌、肺癌、CNS癌、黒色癌、卵巣
癌または腎臓癌のような悪性腫瘍、特にヒトにおける悪性腫瘍を指す。
【０３０１】
　本発明は、更に、化合物I及びその製薬上許容される塩のウイルス感染、特に温血動物
において病気を引き起こすウイルス感染を治療するための使用を提供する。よって、本発
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明の1実施形態は、化合物I及び/またはその製薬上活性な塩のウイルス感染の治療用組成
物を製造するための使用に関する。治療対象のウイルス疾患にはレトロウイルス疾患(例
えば、HIV及びHTLV)、インフルエンザウイルス、ライノウイルス疾患、肝炎等が含まれる
。
【０３０２】
　合成例
【表５】

【０３０３】
　合成例
　出発材料を適切に修飾し、以下の合成例に記載されている手順を使用して式Iを有する
別の化合物またはその前駆体を得た。
【０３０４】
　融点はMel-Temp II計器を用いて測定し、補正しなかった。
【０３０５】
　1H NMRスペクトルはBruker AC 300分光計を用いて300MHzで調べ、内部標準としてのテ
トラメチルシラン(AldrichまたはCambridge Isotope Laboratories社製)を基準とする。
【０３０６】
　ESI質量スペクトルはShimadzu LCMS 2010 EV質量分析計を用いて調べた。
【０３０７】
　APCI質量スペクトルはShimadzu LCMS 2010 EV質量分析計を用いて調べた。
【０３０８】
　実施例1:1-[rel-(2R,3S)-3-(2,4-ジメチルフェニル)-2-(4-フルオロフェニル)オキシラ
ニルメチル]-1H-[1,2,4]トリアゾール-3-チオール(化合物I.1)の合成
　1-[rel-(2R,3S)-3-(2,4-ジメチルフェニル)-2-(4-フルオロフェニル)オキシラニルメチ
ル]-1H-[1,2,4]トリアゾール(1g)を無水THF(30ml)中に含む溶液に-78℃でn-ブチルリチウ
ムをヘキサン中に含む1.6M溶液(3.1ml)を一滴ずつ添加した。次いで、硫黄(2.4g)を添加
し、混合物を-78℃で更に90分間攪拌した。-78℃で、この溶液に飽和塩化アンモニウム溶
液を添加し、室温まで解凍した後、溶液を酢酸エチルで3回抽出した。合わせた有機相を
飽和塩化ナトリウム溶液で洗浄し、乾燥し、濃縮した。過剰の硫黄が除去されるまで残渣
を繰り返しメチルtert-ブチルエーテル/酢酸エチル混合物に取った。最後に、生成物を酢
酸エチル/ジイソプロピルエーテル/シクロヘキサンから結晶化した。こうして、246mgの
白色粉末の形態の1-[rel-(2R,3S)-3-(2,4-ジメチルフェニル)-2-(4-フルオロフェニル)オ
キシラニルメチル]-1H-[1,2,4]トリアゾール-3-チオールを得た(HPLC保持時間:3.647)。
【０３０９】
　実施例2:1-[rel-(2S,3R)-2-(2-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシラン
-2-イルメチル]-1H-1,2,4-トリアゾール-5(4H)-チオンの合成
　1-[rel-(2S,3R)-2-(2-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシラン-2-イル
メチル]-1H-1,2,4-トリアゾール(5.0g,13.2ミリモル)を乾燥テトラヒドロフラン(THF,100
ml)中に含む溶液に-78℃でリチウムジイソプロピルアミド(LDA,8.6ml,17.2ミリモル,THF
中2.0M)を一滴ずつ添加した。20分後、硫黄(844mg,26.4ミリモル)を添加した。反応混合
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物を4時間攪拌した。この間に温度は-70℃から-40℃に上昇した。飽和塩化アンモニウム
溶液(30ml)を添加した後、反応混合物を酢酸エチル(50ml)で抽出した。有機相を飽和塩化
ナトリウム溶液(3×40ml)で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥し、濃縮した。残渣をカラム
クロマトグラフィー(シリカゲル,3:2 ヘキサン/酢酸エチル)により精製し、ヘキサン/ジ
クロロメタンから再結晶した。こうして、目標化合物(2.72g,50%)を白色固体(融点196～1
97℃)として得た。
【０３１０】
　実施例3:1-[rel-(2S,3R)-3-(3-クロロ-2-フルオロフェニル)-2-(4-フルオロフェニル)
オキシラン-2-イルメチル]-1H-1,2,4-トリアゾール-5(4H)-チオンの合成
　1-[rel-(2S,3R)-3-(3-クロロ-2-フルオロフェニル)-2-(4-フルオロフェニル)オキシラ
ン-2-イルメチル]-1H-1,2,4-トリアゾール(2.0g,5.8ミリモル)を乾燥テトラヒドロフラン
(THF,20ml)中に含む溶液に-78℃でリチウムジイソプロピルアミド(LDA,3.5ml,7.0ミリモ
ル,THF/ヘプタン/エチルベンゼン中2.0M)を一滴ずつ添加した。15分後、硫黄(0.39g,12.1
ミリモル)を添加した。反応混合物を-78℃で5.5時間攪拌した。飽和塩化アンモニウム溶
液(30ml)を添加した後、反応混合物を酢酸エチル(50ml)で抽出した。有機相を飽和塩化ナ
トリウム溶液(3×40ml)で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥し、濃縮した。残渣をカラムク
ロマトグラフィー(シリカゲル,9:1→5:1 ジクロロメタン/酢酸エチル)により精製し、ヘ
キサン/ジクロロメタンから再結晶した。こうして、目標化合物(540mg,10%)をベージュ色
固体(融点164～167℃)として得た。
【０３１１】
　実施例4:1-[rel-(2S,3R)-2-フェニル-3-(2,3,4-トリクロロフェニル)オキシラン-2-イ
ルメチル]-1H-1,2,4-トリアゾール-5(4H)-チオンの合成
　1-[rel-(2S,3R)-2-フェニル-3-(2,3,4-トリクロロフェニル)オキシラン-2-イルメチル]
-1H-1,2,4-トリアゾール(4.0g,10.5ミリモル)を乾燥テトラヒドロフラン(THF,40ml)中に
含む溶液に-70℃でリチウムジイソプロピルアミド(LDA,8.4ml,12.6ミリモル,THF/ヘプタ
ン/エチルベンゼン中1.5M)を一滴ずつ添加した。15分後、硫黄(0.69g,21.5ミリモル)を添
加した。反応混合物を-78℃で5時間攪拌した。飽和塩化アンモニウム溶液(30ml)を添加し
た後、反応混合物を酢酸エチル(50ml)で抽出した。有機相を飽和塩化ナトリウム溶液(3×
40ml)で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥し、濃縮した。残渣をカラムクロマトグラフィー(
シリカゲル,19:1→9:1 ジクロロメタン/酢酸エチル)により精製し、ヘキサン/ジクロロメ
タンから再結晶した。こうして、目標化合物(340mg,8%)を淡黄色固体(融点168～171℃)と
して得た。
【０３１２】
　実施例5:1-[rel-(2S,3R)-2-(2-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシラン
-2-イルメチル]-5-(メチルチオ)-1H-1,2,4-トリアゾールの合成
　1-[rel-(2S,3R)-2-(2-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシラン-2-イル
メチル]-1H-1,2,4-トリアゾール(500mg,1.3ミリモル)を乾燥テトラヒドロフラン(THF,5ml
)中に含む溶液に-70℃でLDA(0.85ml,1.7ミリモル,THF中2.0M)を一滴ずつ添加した。20分
後、ジメチルジスルフィド(153μl,1.7ミリモル)を添加し、溶液を-70℃で3時間攪拌した
。飽和塩化アンモニウム溶液(15ml)を添加した後、反応混合物を酢酸エチル(20ml)で抽出
した。有機相を飽和塩化ナトリウム溶液(3×20ml)で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥し、
溶媒を除去した。残渣をカラムクロマトグラフィー(シリカゲル,3:1 ヘキサン/酢酸エチ
ル)により精製した。こうして、目標化合物(400mg,71%)を黄色油状物として得た。
【０３１３】
　1H NMR(300MHz,CDCl3)δ 7.79(s,1H),7.65-7.14(m,7H),4.76(d,1H),4.33(s,1H),4.17(d
,1H),2.42(s,3H)。
【０３１４】
　実施例6:1-[rel-(2S,3R)-2-フェニル-3-(2,3,4-トリクロロフェニル)オキシラン-2-イ
ルメチル]-5-(メチルチオ)-1H-1,2,4-トリアゾールの合成
　1-[rel-(2S,3R)-2-フェニル-3-(2,3,4-トリクロロフェニル)オキシラン-2-イルメチル]
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-1H-1,2,4-トリアゾール(185mg,0.49ミリモル)を乾燥テトラヒドロフラン(THF,5ml)中に
含む溶液に-75℃でLDA(0.3ml,0.60ミリモル,THF中2.0M)を一滴ずつ添加した。15分後、ジ
メチルジスルフィド(60μl,0.66ミリモル)を添加し、溶液を-75℃で4.8時間攪拌した。飽
和塩化アンモニウム溶液(15ml)を添加した後、反応混合物を酢酸エチル(20ml)で抽出した
。有機相を飽和塩化ナトリウム溶液(3×20ml)で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥し、溶媒
を除去した。残渣をカラムクロマトグラフィー(シリカゲル,9:1→2:1 ヘキサン/酢酸エチ
ル)により精製した。こうして、目標化合物(56mg,27%)を淡黄色油状物として得た。
【０３１５】
　1H NMR(300MHz,CDCl3)δ 7.70(s,1H),7.50-7.29(m,7H),4.62(d,1H),4.15(s,1H),3.92(d
,1H)。
【０３１６】
　実施例7:1-[rel-(2S,3R)-3-(3-クロロ-2-フルオロフェニル)-2-(4-フルオロフェニル)
オキシラン-2-イルメチル]-5-(メチルチオ)-1H-1,2,4-トリアゾールの合成
　1-[rel-(2S,3R)-3-(3-クロロ-2-フルオロフェニル)-2-(4-フルオロフェニル)オキシラ
ン-2-イルメチル]-1H-1,2,4-トリアゾール(804mg,2.3ミリモル)を乾燥テトラヒドロフラ
ン(THF,10ml)中に含む溶液に-78℃でLDA(1.4ml,2.8ミリモル,THF中2.0M)を一滴ずつ添加
した。20分後、ジメチルジスルフィド(250μl,2.8ミリモル)を添加し、溶液を-78℃で2時
間攪拌した。飽和塩化アンモニウム溶液(15ml)を添加した後、反応混合物を酢酸エチル(2
0ml)で抽出した。有機相を飽和塩化ナトリウム溶液(3×20ml)で洗浄し、硫酸ナトリウム
で乾燥し、溶媒を除去した。残渣をカラムクロマトグラフィー(シリカゲル,9:1→7:3 ヘ
キサン/酢酸エチル)により精製し、ヘキサン/ジクロロメタンから再結晶した。こうして
、目標化合物(238mg,26%)をベージュ色固体(融点88℃)として得た。
【０３１７】
　実施例8:1-[rel-(2S,3R)-2-(2-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシラン
-2-イルメチル]-5-(メチルスルホニル)-1H-1,2,4-トリアゾールの合成
　1-[rel-(2S,3R)-2-(2-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシラン-2-イル
メチル]-5-(メチルチオ)-1H-1,2,4-トリアゾール(280mg,0.66ミリモル)及びm-CPBA(444mg
,1.98ミリモル)をジクロロメタン(CH2Cl2,20ml)中に含む混合物を室温で24時間攪拌した
。反応混合物を1N 水酸化ナトリウム溶液(2×20ml)及び飽和塩化ナトリウム溶液(2×20ml
)で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥し、溶媒を除去した。残渣をカラムクロマトグラフィ
ー(シリカゲル,5:1 ヘキサン/酢酸エチル)により精製した。こうして、目標化合物(125mg
,42%)を白色固体(融点129～133℃)として得た。
【０３１８】
　実施例9:エタンチオ酸S-1-[rel-(2S,3R)-2-(2-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェ
ニル)オキシラン-2-イルメチル]-1H-1,2,4-トリアゾール-5-イルの合成
　1-[rel-(2S,3R)-2-(2-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシラン-2-イル
メチル]-1H-1,2,4-トリアゾール-5(4H)-チオン(100mg,0.24ミリモル)及びトリエチルアミ
ン(66μl,0.48ミリモル)を乾燥テトラヒドロフラン(THF,3ml)中に含む混合物に0℃でアセ
チルクロリド(26μl,0.36ミリモル)を一滴ずつ添加し、混合物をこの温度で3時間攪拌し
た。混合物を濾別し、濃縮した。こうして、目標化合物(120mg,100%)を黄色固体として得
た。
【０３１９】
　1H NMR(300MHz,CDCl3)δ 8.28(s,1H),7.75-7.16(m,7H),4.80(d,1H),4.38(d,1H),4.32(s
,1H),2.88(s,3H)。
【０３２０】
　実施例10:エタンチオ酸S-1-[rel-(2S,3R)-2-フェニル)-3-(2,3,4-トリクロロフェニル)
オキシラン-2-イルメチル]-1H-1,2,4-トリアゾール-5-イルの合成
　1-[rel-(2S,3R)-2-フェニル)-3-(2,3,4-トリクロロフェニル)オキシラン-2-イルメチル
]-1H-1,2,4-トリアゾール-5(4H)-チオン(88mg,0.21ミリモル)及びトリエチルアミン(36μ
l,0.26ミリモル)を乾燥テトラヒドロフラン(THF,2ml)中に含む混合物に0℃でアセチルク
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ロリド(18μl,0.25ミリモル)を一滴ずつ添加し、混合物をこの温度で3.3時間攪拌した。
混合物を濾別し、濃縮した。こうして、目標化合物(83mg,84%)を淡黄色油状物として得た
。
【０３２１】
　1H NMR(300MHz,CDCl3)δ 8.22(s,1H),7.57-7.30(m,7H),5.11(d,1H),4.10(s,1H),3.89(d
,1H),2.89(s,3H)。
【０３２２】
　実施例11:rel-(2S,3R)-チオ炭酸S-{2-[2-(2-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニ
ル)オキシラニルメチル]-2H-[1,2,4]トリアゾール-3-イル}メチルの合成
　2-[rel-(2S,3R)-2-(2-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシラニルメチル
]-2H-[1,2,4]トリアゾール-3-チオール(150mg,0.36ミリモル)及びトリエチルアミン(100
μl,0.72ミリモル)を乾燥テトラヒドロフラン(THF,5ml)中に含む混合物にクロロギ酸メチ
ル(42μl,0.55ミリモル)を一滴ずつ添加した。混合物を3時間攪拌した。この間に温度は0
℃から室温に上昇した。酢酸エチル(20ml)を添加した。有機相を飽和塩化ナトリウム溶液
(3×20ml)で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥し、溶媒を除去した。粗生成物をカラムクロ
マトグラフィー(シリカゲル,10:1 ジクロロメタン/酢酸エチル)により精製した。こうし
て、目標化合物(65mg,38%)を白色固体(融点68～70℃)として得た。
【０３２３】
　実施例12:1-[rel-(2S,3R)-2-(2-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシラ
ン-2-イルメチル]-5-チオシアナト-1H-1,2,4-トリアゾールの合成
　1-[rel-(2S,3R)-2-(2-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシラニルメチル
]-1H-[1,2,4]トリアゾール-5(4H)-チオン(200mg,0.48ミリモル)、トリエチルアミン(130
μl,0.96ミリモル)及び臭化シアン(BrCN,76mg,0.72ミリモル)を乾燥テトラヒドロフラン(
THF,5ml)中に含む混合物を3時間攪拌した。この間に温度は0℃から室温に上昇した。酢酸
エチル(20ml)を添加し、混合物を飽和塩化ナトリウム溶液(3×20ml)で洗浄し、硫酸ナト
リウムで乾燥し、溶媒を除去した。残渣をカラムクロマトグラフィー(シリカゲル,10:1 
ヘキサン/酢酸エチル)により精製した。こうして、目標化合物(170mg,80%)を白色固体(融
点79～83℃)として得た。
【０３２４】
　実施例13:ナトリウムrel-(2S,3R)-2-(2-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オ
キシラン-2-イルメチル]-1H-[1,2,4]トリアゾール-5-チオラートの合成
　1-[rel-(2S,3R)-2-(2-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシラン-2-イル
メチル]-1H-1,2,4-トリアゾール-5(4H)-チオン(300mg)及びナトリウムメトキシド(13mg,0
.24ミリモル)を乾燥メタノール(5ml)中で室温で3時間攪拌した。混合物を濃縮した。こう
して、110mgの所望の生成物(100%,融点164～166℃)をベージュ色固体として得た。
【０３２５】
　実施例14:1,2-ビス[1-rel-(2S,3R)-2-(2-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)
オキシラン-2-イルメチル-1H-1,2,4-トリアゾール-5-イル]ジスルファンの合成
　1-[rel-(2S,3R)-2-(2-クロロフェニル)-3-(2,4-ジクロロフェニル)オキシラニルメチル
]-1H-[1,2,4]トリアゾール-5(4H)-チオン(150mg,0.36ミリモル)及びヨウ素(92mg,0.36ミ
リモル)を乾燥テトラヒドロフラン(THF,20ml)中に含む混合物を室温で2時間攪拌した。反
応混合物をカラムクロマトグラフィー(シリカゲル,純粋ヘキサン→8:1 ヘキサン/酢酸エ
チル)により精製した。こうして、目標化合物(110mg,74%)を黄色固体(融点99～102℃)と
して得た。
【０３２６】
　生物学的実験
　温室
　活性化合物の調製
　活性化合物を別々にまたは一緒に、25mgの活性化合物を含み、アセトン及び/またはDMS
O及び乳化剤Uniperol(登録商標)EL(エトキシル化アルキルフェノールを主成分とする乳化
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及び分散作用を有する湿潤剤)を99:1の溶媒/乳化剤の容量比で含む混合物を用いて10mlと
したストック溶液として調製した。次いで、混合物を水で100mlとした。このストック溶
液を下記する活性化合物濃度を与えるように記載されている溶媒/乳化剤/水混合物で希釈
した。或いは、活性化合物を市販されている最終調製物として使用し、記載されている活
性化合物濃度まで水で希釈した。
【０３２７】
　使用例1-ファコプソラ・パシリジィ(Phakopsora pachyrhizi)(Phakpa K1)に起因する大
豆さび病に対する治療活性
　鉢植え大豆苗の葉に大豆さび病菌(ファコプソラ・パシリジィ(Phakopsora pachyrhizi)
)の胞子懸濁液を接種した。次いで、鉢を高大気湿度(90～95%)及び23～27℃のチャンバー
に24時間入れた。この間に、胞子は発芽し、発芽管は葉組織中に貫入した。次いで、感染
植物に上記活性化合物溶液を下記活性化合物濃度で流出点まで噴霧した。噴霧コーティン
グが乾いたら、試験植物を23～27℃の温度及び60～80%の相対大気湿度の温室において14
日間栽培した。次いで、葉上のさび菌発生の程度を目視で感染(%)で測定した。
【０３２８】
　使用例2-セプトリア・トリティシ(Septoria tritici)(Septtr P2)に起因する小麦のセ
プトリア斑点病に対する保護活性
　鉢植え小麦苗の葉に下記する活性化合物濃度を有する水性懸濁液を流出点まで噴霧した
。噴霧コーティングが乾いてから2日目に、セプトリア・トリティシ(Septoria tritici)
の水性胞子懸濁液を接種した。次いで、試験植物を20～24℃の温度及び100%に近い相対大
気湿度の温室に4日間置き、次いで18～22℃の温度及び約70%の大気湿度の温室に置いた。
21日後、さび病の発生の程度を目視で全葉面積の感染(%)で測定した。
【表６】

【０３２９】
　マイクロテスト
　活性化合物を別々にまたは一緒にDMSO中10000ppmの濃度を有するストック溶液として調
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【０３３０】
　使用例3-マイクロタイター試験でのセプトリア斑点病病原菌セプトリア・トリティシ(S
eptoria tritici)(Septtr)に対する活性
　ストック溶液をマイクロタイタープレート(MTP)にピペットで移し、記載されている活
性化合物濃度まで水で希釈した。次いで、水性の麦芽を主成分とするセプトリア・トリテ
ィシ(Septoria tritici)胞子懸濁液を添加した。プレートを18℃の温度の水蒸気飽和チャ
ンバーに入れた。接種から7日目に、MTPを吸光光度計を用いて405nmで測定した。
【０３３１】
　測定したパラメーターを活性化合物を含まない対照バリアントの増殖(100%)及び真菌も
活性化合物も含まないブランク値と比較して、個々の活性化合物での病原体の相対増殖(%
)を調べた。
【表７】

【０３３２】
　使用例4-マイクロタイター試験でのイネいもち病病原菌ピリクラリア・オリザエ(Pyric
ularia oryzae)(Pyrior)に対する活性
　ストック溶液をマイクロタイタープレート(MTP)にピペットで移し、記載されている活
性化合物濃度まで水で希釈した。次いで、水性の麦芽を主成分とするピリクラリア・オリ
ザエ(Pyricularia oryzae)胞子懸濁液を添加した。プレートを18℃の温度の水蒸気飽和チ
ャンバーに入れた。接種から7日目に、MTPを吸光光度計を用いて405nmで測定した。
【０３３３】
　測定したパラメーターを活性化合物を含まない対照バリアントの増殖(100%)及び真菌も
活性化合物も含まないブランク値と比較して、個々の活性化合物での病原体の相対増殖(%
)を調べた。
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【表８】

【０３３４】
　比較実験
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【国際調査報告】
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